


- 静か~に、すばやく施工/ 締付作業に習熟の必要がありません。

建 築 物 が 大 型 化 の 傾 向 に あ る 反 面 、 人 件 費 の 高 騰 、 熟練工 の 不

足 が 深 刻 で す 。 こ う し た 状 況 に 対し 、 住 友 で は 強 靭 で 経 済 的 な

「住友 ハ イ テ ン シ ョ ン ポ j レ卜」を販売してあ、りますが、更にこの

た び 住 友 独 自 に 特 殊 型 高 力 ボ ル トr S  p ボ ル ト」を 開 発。 同 系 統

の r S  S ボ) レ卜 」とも ども併せて発売してあ、ります 。r s p ボルト 」

r s  S ボ ル 卜」はナ ッ トの 締付 け トルク の 反 力 を ボ ル トのピ ンテ

ー ル で 受 け 、 静 的 に 締 付 け る も の で、 ボ ル トとピ ンテー ル は 所

定 の トル クて. 破断。 ボ ル ト に 所 定 の 刺l力 が導 入 さ れ る 機 構 に な

って い ま す 。 従 釆、締付けトノレクをコントロ ルす る 機 能 は 締

付 器具 に も た せ て い ま した が 、 s pポノレ 卜及 び s s ホu ル トは ボ

ル トセ ッ ト 自体に トル ク コ ン トロー ル 機 能 を も た せ て あ る わ け

で す 。画 期 的 な シ ス テ ム の sp ボ ル 卜及び s s ポノレ卜 を、 ぜ ひ

ご 指 定 の 上 ご 採 用 く だ さ い 。

5 5ボ ル ト の 特 長

I  . 施工 管 理 が 容易 で あ る 。

・ボルト の締付け完了は、 ピンテ ー ル の 破 断 に よ り 目 視 確 認 で

きるので、締め忘れが防止できる 。

・ ピ ン テ ー ル の 破 断強 度 が 一定 で ボ ル 卜軸力 が 安 定 して い る の

で、 ト ル ク レ ン チ に よ る チ ャ ッ ク が 省 略 で き る 。

- 締 付 け トル ク の 制 御 は ボ ル トセ ッ ト

自 体 で 行 わ れ る の で 、 締 付 器 具 の 調

整 、検 定 は 一 切 不 要 で あ る 。

2 . 工期の短縮・施工費の低減ができる

・締 付 器 具 の 調 整、 締 付 け 後 の ト ル ク

チ ェ ッ ク が 不 要 の た め 工 期 の 短 縮 が

図れる 。

・締 付 器 具 の 取 扱 い な ど 締 付 作 業 に 習

熟 を要せず 、工 期 の 短縮 に よ る 施 工

費 の 節 減 も 可 能 で あ る 。

3  騒 音 が 出 な い

・静 的 な 力 で 締 付 け る の で 、イ ン パ ク

卜レンチ に 比 べ 騒 音 が 少 な い 。

。 住 友 金 居

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

大 阪 = 大 阪 市 東 区 北 浜 5 - 15 (新 住友ビル) 電 ( 220) 5  1  1  1  

東 京 =東京都千代田区丸の内 1 - 3  - 2  (斬住友 ビル} 電 (282) 6  1  1  1  

宮策所 = 師四 惜岡 広 島 岡 山 高 松 名 古 直 富山 静岡 断 渇 宇 都 宮 仙 台 札 幌



ぺ

4 国立循環器病センター新築工事の見学会

千 'Tl. ニ ュ ー タ ウ ン の 中 で も 、- f存 奥 に あ た る 北 千 里 の 緑 に 囲 ま れ

た 好 環mの 中 に 美 し い ピ ン ク を 主 体 に し た 和 や か な 雰 囲 気 の 病 院 が

弘l! 設されつつあります。

この国立f J i 1i環 器 病 セ ン タ ー は 、 成 人 病 の 中 で も 死 亡 度 の 高 い 循 環

繰 病 疾 !r:，の 専 門 治 療 、研 究 機 関 と し て 、 厚 生 省 が 建 築 、 運 営 に あ た ・

ら れ る も の で 、 大 阪 府 立 成 人 病 セ ン タ ー と と も に 、 今 年 は 、 は か ら

ず も 大 阪 に 二 つ の 大 規 模 な 専 門 病 院 が 述 設 、 開 設 さ れ る こ と に な り 、

1変ばしいことで、す。

本 会 で は 、 去 る 3 月 の 成 人 病 セ ン タ ー に 引 き 続 き 、 循 環 器 病 の 専

門 病 院 を 見 学 で き る 機 会 を 得 ま し た 。 今戸lは 厚 生 省 殿 の 多 大 の ご 厚

立 と 大 林 組 殿 の ご 協 力 に よ り 見 学 会 を 開 催 い た し ま す 。 多 数 ご 参 加

L  Fさい。

i・ 日 時 6 月 11 日( 土) 集合14 : 00→解 散16 : 30 

集 合 場 所 阪 急 電 車 ・「北千里」駅( 終点) 、 出 円 改 札 前 付 近 ・

目 標 会 旗

〔参考) ! l ¥介所までの交通吹は名1' 1{'I j!t 

• J出F鉄、緋筋線より 『阪，急，11 'I( 千111山総に引きつづき、 または阪急栂 ITI 駅よ

り千 'R山線にて終点の r ｾｴ 干 ＧＧＧｊ 駅 ｆ Ｇｬ ｬ ( 所安徳川より約30分)

.  ! l ¥合所から現地までは徒歩で参ります( 約15分f:r.)

定 員 40名

a。‘

"" 

費 300円

申 込 往 復 は が き に 限 り ま す 。 は が き は 1 名に l 枚限りとし、

氏 名 ・勤 務 先 名 ・役職( 所属) ・連 絡 電 話 番 号 ・返 信 用 宛

名 ・郵 便 番 号 を 記 入 し 、「国立術環総病センターの見学」

と明 記 の J ニ6 月 4 円( u までに辿築協 会事業諜へ。

. 建設の趣旨

近代医学の進歩にもかかわらず、近年わが国の中高年併の人円 I自力11にともない、

国民死亡数の ＳＹＥ は脳血符問答、心臓疾ＮＧｾ｜、心 ｩ 血圧などの循環器系疾 ＡＱ｜ で市める

に至っている 。また、新生児、乳幼児の先天性心疾必などに対する治療法の画期

的ｾｊｬｬｩ歩にともない、成人病対策と同級に重要なＢ単組となった 。

ｮ 本学 ￭ｾ ， ｪ 会決の答申を受けて Ｑ ・ Ｔ 生 ￱ が図的問環［総病センヂーの ｉｾ 主立を大阪に定

め、 ｉｉｻｻｾ 司 ＱＴＹ ｦ 手 Ｓ 月 ｬｴ 工以来 Ｓ 年余の歳月をついやし、今 ｉ ， ｩｪ 640床の病床をもっ、

ｉｾＮ￭ 院、選以 ［ＭｾｉＩ の建物の完成をみて、本年 Ｗ ｊｊｬ 円Ｈ予定Ｉ 1井l‘ 没のはこびとなった。

・設計上の特色

l  一般の総合病院と巽♀り、循環器系侠 !J¥の治療、研究、 1m発を円的とした病

院であり、研究、総設であること 。

2  外来 ff ll門は 、コンピュータによる日会システムを取り入れた総合外来と循環

¥¥:w，の必省を微lえ的に検査、診断する' .'1-I "J 外米とに分かれている 。

ＳＮ 欣射紙 ｕｬｴｬ 崩ｾｾは一般の鍛由主室のほかに、 Ｑｉ 尚血干 Ｂ 、心血符撮影惇門の撮影室が

設けられ、 ｦＢｊ れも映像情報、コンヒュータと述 Ｑｾｊ して、情報の収集、管埋にあ

たるよう考慮されている 。

4  一般病室のほかに特殊病室として、 IC U ( 集中 il :'l J'? 治療室) 、 C C U ( 冠状動

脈 I;Ef&、者病室) 、 S C U ( 脳卒中必、行病室) 、 無 l省病室、 R I 病室等が設けられ、

また脳卒中などによる身体降合行の社会復帰のためのモデ Jレ的訓練を行う A D L 、

木治療室、巡到j 訓練室およひ' 心疾皆、妊鮒のための特殊分娩室などが，i宣けられて

いる。

5  . コンヒュー夕、映像情報システムの猟人により、必、者情報の集約化、診療の

，:':i l i i ' 化、. ' ! ¥、有サービスの向上などがはかられている。

( 近畿地 f j 医 務 局 営 繕 専門官 木 下川 武 ・記)

. 工事慨要

建 築 主 厚 生 省

建 設 I也 l吹田市藤白台 5 丁目 125ー 23

Jよ本設計 厚生省医務局整備諜

実施設計厚生省医務局技術法

( 削列車喜三郎建築研究所

工事監F l 1 近畿地方医務局i量級諜

ill 物概要

ill 物 月'J fi'1i 
ula 't 

nt ! i 工建 築 ( 附 大 林 組

電 気 近 畿 電 気 工事側

空 調 衛 生 他 ( 附 大 林 組

輸 送 設 備 ( 凶 日 立 製 作 所

理i j 也[ 師絞 66.000m'  

t見 ｦｾ＠ 建築面積 延床面倒

本館( 病院運営 :m S RC造 地 下1F  ，j也J-. IOF 、熔lゼJ F 6.975m'  41. 890m'  

ｾ Ｎ＠ J曲 師i} 宿 舎 R  C造 地 上7 F 、併l五J F 890m'  4.993m'  

戦 n  i首 会 R  C造 I也1: 5  F  279m'  1.367m'  

研究所( 工事中) S R C造 地 J-.8 F 、権J i J F 1  ，368m'  1O.003m'  

工J!l J 昭和49年3 月→昭和52年5 月

日本建 築 協 会 会 告 一 一 一

4 神戸・北野町を行く

・・・異人館、ローズガーデン

r  

___ '  

色、

! .E 

恥

ぎ

旧 トーマス邸

(中華同文学校寮)

神 戸 の 山 の 手 、 海 を見11，'; ' らす 、 通 称 異 人 館 通 り。 多 く の外 人 が 移

り住み 、異 国 情 緒 の あ ふ れ る と こ ろ 。 そ こ は 明 治 、 大 正時 代 の 街 が

残 る か た わ ら に 、 ロ ー ズ ガ ー デ ン な ど 若 者 た ち の 共 感 か ら 生 ま れ た

フ ァ ッ シ ョ ン 界 限 と な り つ つ あ り ま す 。

今 回 は 講 師 に 明 治 建 築 の 権 威 、 坂 本 勝 比 古 氏 と ロ ー ズ ガ ー デ ン の

設 計 者 、 安 藤 忠 雄 氏 を 招 き 、坂 本 氏 に は北 野 町 界 限 を 歩 き な が ら 、

この町 に つ い て の お 訴 を う か が い 、 安 藤氏 には「ローズガーデン」

の お 話 を 北 野 町 と の か か わ り を 含 め て 現 地で伺 い 、 そ の あ と お 二人

の 講 演 会 を も ち た い と 思 い ま す 。 多 数 ご 参加 下さい。

日 時 6 月 18 日( 土) 集合14 : 00→解散17 :  30 ・小悶 決 行

集 合 場 所 中 山 手 カ ト リ ッ ク 教 会 正 門 前 付 近 ・目 標 会 成

[参考〕 ・集合所までの交通貨は各円負担。

国鉄、阪急、τ::.' :i'; 駅より市バス171、曲目、岨目で中山手 I T目下 '11、丙村コーヒ底の

筋を北へ 1 Ｇ［［ｮ のお向 。 徒歩でも ＱＵ 分ｻ立です 。 Ｈ 三 富・の生旺 ｬ 神社の境内の布ｦｈｾを

通り抜けると II 'i U手1 r 目にo' i ' ，ます)

講 師 坂 本IJ 券比古氏( 神戸市教育委日会社会教育邸主幹)

安 藤 忠、雄氏( 安藤忠縫辿築研究所)

定 員 30名

会 費 600円 ( 資 料 代 、 その他 )

主 な 見 学 場 所

(1)  旧 卜 ー マ ス 邸 ( 中華 同 文学校寮)

(2 )  旧 シ ャ ー フ 邸 ( 小 林 秀 雄 邸 )

(3)  旧 ビ シ ョ ッ プ 邸 ( 東天 閣 ) ・その他

(4 )  ロ ー ズ ガ ー デ ン

・当日参加おに詳しい全行程のイラスト I世間を差しあけ'ます。

タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル

見 学 14 : 00→ 16 :  00 

講 演 16 : 00→ 17 ・00

質疑応答 17 :  00→ 17:  30 

申 込 往 復 は が き に 限 り ま す 。 は が き は l 名 1 枚 限 り と し 、 氏

名 ・勤 務 先 名 ・連 絡 電 話 番 号 ・返 信 用 宛 名 ・郵便a : 号 を

記入し 、「神戸 ・北野 町 を行く」と 明 記 の 上 6 月10 日( 到ま

でに建築協会事業課へ。

お願い ・見学先の都合上定数はt圃加できませんので超過の時は抽せんいたします。

也寮 と社会 / 1977f f- 5JP; ' 1  
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4 完成間近の阪急グランドビルの見学会

(第 2 回)

昨年10月、 w体のほぼ完成した阪急グランドピルを見学してより

半年余り、シルバーグレーの陰影の深いバルコニーのある外装は完

全に出来あがり、 8 月のオープンを H ざして急ピ y チで仕上げ工事

が進められており、梅田阪急ピル第 9 J羽の工事として最後のフeロジ

ェクトの完成で大阪の玄 関口を飾る シンボルが誕生いたします。

今回は阪急グランドビルの見学第 211司として、完成間近の 6 月の、

工事現場としては大へんご迷惑な H初期に見学をさせていただくこと

になりましたので、定数も最少限にいたしました 。 : f . : ，' 申込多数の場

合はお11せんになりますことをご了承願います。

日 時 6 月21 日( 火) 集合14 : 00→解散16 : 00 

集合場所 阪急グランドピル東向い ・ 「コマ劇場の正面前付近の路

仁」 ・目標会旗

定 員 40名

.6‘  

:z:;; 

申

費 300円

込 往復はがきに限ります。 はがきは 1 名に 1 枚限りとし、

氏名 ・勤務先名 ・役職部諜名・連絡電話番号 ・返信用宛

名 ・郵便番号を記入し「阪急グラ ンドピル見学会i 2lJ と

明記の上 6 月10日幽までに建築協会事業課へ。

建築概要 所 花 J也大阪市北区角川町41 耐血

ill 築 1:: 阪急電鉄株式会社

設計胞工株式会社竹中工! ) j r ，lf

間 造ｾＺｫ ｦｊＧ 造Ｈ Ｒ 断まで欽 Ｇｉ ＧｬＢｪＮｾ筋コンクリー卜造Ｉ

断 数 地 下 3階、 I也1:32附、俗Ji l l lIi'f 

r:':j さ 軒 高I FL( OP+ 2.000) + J  20. 135m 

j 詰;:':iIFL ( OP+2. 000l 十127.035m

敷地而紛 17.465.64m'  

ill 築 傾 倒 14.398.98m'  

延 面 積 188.108.44m'

工 J 91 1171和48年 3 月→

1171利52年 7 月

見学時の状況 建物外装→完成

内装→ IJ: 1:  

げ工事 '1'

4 建築データシートり¥ンド、ブ、ック版』発刊の

お矢口らせ 一一従来のファイル差換方式の廃止一一

. n本建築協会創立50周年記念事業の一環として昭和43年 3 月より

発行された「建築データシート」は類 7? をみない画期的技術資料と

して多大の評価を得ております。別補改訂を重ねて現在 (52年 5

月) では 792 シート( 1 . 584頁) にも達し 、その多種多機な資料は

建築の設計、胞工なと。の実務面で大いに活用されている現状であ

ります。

・ しかし当初発行のシートはすでに 9 年余を経ているものもあり、

全面的見直しの必要が. " 1 ' 1 てまいりました 。

このたび協会削立60周年記念事業の一環として既刊シートの全而

的改訂および新規 シートの I榊rli を行い 、併わせて利用しやすいハ

ント‘ ブック版を発刊することとしました 。 したがって、今までの

ファイル発換え方式は今阿の配布シートで最終と致します。

- 新版 建築データシート 『ハンドブ、ツク '78年版』

0 内容 既刊シー卜の全面改訂および新規 シートを増補し、内容

の拡充。

0 体 裁 A 4 判 ( 電話帖サイ ズ) 2 分 冊 総 頁1，600頁( 予定)

本文・持黄菱、表紙・マイカレイド、| て製本、堅牢ケース付

0 発行予定 昭 和53年 4 月

0 アフターケア 定期的に改訂版を先行し、年 41"1程度の「建築

データシートニュース」をづき行予定。

0 定 価 ( 2 分冊一式)

会員 ￥6，000 ( 予約特価 ￥5，000)  

一 般 ￥8，000 ( 予約特価 ￥7，000)  

送 料 実 費 負111

0 予約申込 昭 和52年 7 月より受付

申込方法については後日会告いたします。

- 日本建築協会の展示窓ご‘ 紹介 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

。訴i35同展示写真「奈良市新庁合」

ー展 示 期 間 昭 和52
f
j'. 4 月21 " より 2 ヵFll lfI

' 展示場所 京阪電鉄地下通路 ｾｴｩＩｾ 寄り南側ショーケース

2  

本誌 Ｓ 月号の作品欄でも ｩｬｩｬ ￭ 蹴しましたが、今聞はさる Ｒ 月峻工披 ｾさ

れました「奈良市新庁舎」をご紹介いたします。

奈良市東部の既成市街地と発展の詳しい阿部郊外住宅地の中間に主lf で

られたこの新庁舎は、発掘調査により確認された平城京ゆかりの左京戦

(fおl寺の市役所) の跡地、 H 左京三条二の坊ρ の敷地内に位置しており、

由紡ある古都の新しいシンボルとして、古典的な安定感のなかに親しみ

とやわらかさを包む近代的・機能的な庁舎となっています。

展示窓には l 階市民ホールの展示コーナーに設けられた平械京の大規

模な復元模型の写真( 昔日分) 、議会幼・展示ホール ・市民ホールなどのほ

か、平城京外郭図および東大寺大仏殿と新庁舎の同一縮尺による比較写

其などを展示しております。

期間は左記 2 ヵ月間の予定です。 どうぞご覧下さい。

‘ー



日本建築協会会告一一一

4 日本建築協会昭和52年度収支予算 ＭｾｾＳｮＳＱｉｬ 開催の定時評制会において承認されました 。 ー

収 入 の 部 支 出 の 部

科 1=1  1'1 日 イ仕 古H

正
d耳》、

以 24 .000. 000 

J也 方
d耳b、

LJ. 1. 620. 000 

dzh z  

t'l ｾ￭Ｈ＠ 入 同 f事 ｾ＠ ぇ n  16. 000. 000 

准
dZh 三 日 210. 0∞ 

41. 830ρ00 

雑
き，まc. 

収 入 37 .000.000 

講演 ｊｾ ｾ会収入 2. 700. 000 

1島 Z2K 2  ｾ￭Ｈ＠ 入 3. 900. 000 

J I"( ｾ＠ 収 入

契 約 々 紋 売 上 収 入 1. 800.000 

建 築 デ ー タ シ ー ト 収 入 22. 800、000

住 宅 相 談 所 収 入 3. 500. 000 

制t 2. 860.000 

74. 560. 000 

雑 ｾ￭Ｈ＠ 入

雑 収 入 200. 000 

，lr 200. 000 

必r-h3  計 116. 590. 000 

‘ 事務局長の異動

過去12年間社同法人円本建築協会の常務理事 ・事務局長を務めら

れた稲中定 宅郎氏は去る 3 月31 円付をもって勇退され、新事務局長

として事務局次長兼総務課長の吉田悦二氏が昇絡いたしましたので

お知らせいたします。 ( なお福中氏には、 4 月19 日開催の定例理事

会において満場一致で定款第28条 5 項による参与を委l嘱し、哲くの

問事業の一音11 をお手伝い願うことになりました 。)

f

l
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、
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このたび、神東塗料( 械より本会地下 l 階、建築データシート専用室

の天井および壁面の塗装工事をご寄J 1 円いただきました 。 お必で室内

が兄違えるほど美しくなりました 。 ここに誌して、そのご好意に対

し厚く御礼申し上げます。

昭和52年 5 月 社団法人日本建築協会

科 日 世{ 円 イ長 事H

新t
叫書士 iJI 36. 000. 000 

講 演 講 符 会 費 1. 700. 000 

!s 
dZk ミ w  4. 150.000 

ｔ ｬ ｾ＠ 業

官t 契 約 約 欽 賢
850. 000 

建築データシート発行後 18. 400. 000 

住 宅 相 談 所 後 3. 300. 000 

雑 2. 700. 000 

日十 67. 100. 000 

総 会 i平 線 n 会' J ' I 660. 000 

I里 司王
Z E  K  

世t 200. 000 

dzh t  3轟 世t

部 会 費 50. 000 

常 設 委 員 会 w 770. 000 

特 別 委 員 会 政 50. 000 

5十 1. 730. 000 

安 部
dλ マ

{サ ｾ＠ 940. 000 

支 部 '伐 支 部 補 助 金 160. 000 

3十 1. 100. 000 

1l! 主主 料 600. 000 

述 信 t"t 60. 000 

旅 w  
dλ ぜ

通 1主 1. 200. 000 

!s 金 w  1. 800. 000 

f.[1 刷 物
E此

420 ‘ 000 

文 房 共 世t 360. 000 

務 官t 光 空長 水 1生 480. 000 

f背 I世 料 1. 080. 000 

火 災 1果 険 料 20 町 000

d耳b、
館 ｲｾｴ＠ toil w  300. 000 

I1基 理 1主 100. 000 

維 w  600. 000 

百十 7. 020. 000 

本 給 22. 810. 000 

家 族 手 当 200. 000 

給 与

1生 戦 手 当 840. 000 

主E 勤 手 当 .  200. 000 

賞 与 9. 500. 000 

J十 33. 550. 000 

健 国E {呆 険 料 960. 000 

厚 生 年 金 保 険 料 1. 140. 000 

f!l. 生 世t

労 災 i呆 険 料 170. 000 

月五 用 {呆 険 料 250. 000 

視 手IJ l平 生 1主 300. 000 

百十 2. 820.000 

租 干見 公 J車

狙 税 公 J* 
300. 000 

11十 300. 000 

退 戦 金 引 当 金

退 職 金 引 当 金 1. 500. 000 i  

計 1. 500. 000 

ｾ＠ 物 f政 圭p 1主 590.000 

{世 却 世t {イ 告5 f食 圭p 雪量 100. 000 

百十 690. 000 

予 Is有 w  

予 f前 t主 780. 000 

J十 780. 000 

.g. J十
116. 590. 000 

3  
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--.， I! I ; ;  ｉｾ＠ :1ー ド

マスチッヲヲ1 : 1- 9: ; ' :1“

無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

耐久性 : 耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低く、ホコりなど生じない。

3  すべり抵抗性 : すべり抵抗性にすぐれている 。

4  弾力性 : 弾性があり 、万一亀裂ができても使用している聞に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリー卜、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 51火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

屯EF

フリントコー卜についてのお間合せは F記へ

。
ｪ 限式会前シ工 ｊ レ厄 ｾ￦～ 版発売所

ＷＮｊｾＮＭ］ Ｑｉ一岳部

大阪本部 ⑤ 530 大阪市北区堂島浜通 1 丁 目25の1 (新大ビ ル 9 F ) ft (06) 343- 0441 

東 京 ⑤104 東京都中央区宝町 2 丁目 2 番地(第一ぬ り彦 ビル) 合 (03) 562- 4676 

福 岡 .w810 福岡 市中央区 舞鶴町 1 ー 1 - 5 (舞鶴 ビル 3 F ) ft (092)77ト1961

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111' 
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建築と社会

A R C HI T E C T UR E  A N D  S OC I E TY  

⑥ 1917年創刊

第58集

662号

表紙絵・渡欧スケ y チ 小泉豊 (吉田建築事務所)

モン 7 ルトルのサワレクール寺院

次号特集予告

・6 月号特集 / 身障者施設

・7 月号特集 / 照明設備

・8 月号特集 / 埋立地における摘造問題 大阪南港と

神戸ポートヲウ ンを例とし て

・9 月号特集 / 計画特集

編集委員会 (昭和52年度 ) o f ，1I 副委( l Jk6 1'1I 斡' Ii

編集委員長 ! 陥 川 降 柳生日f太郎

中 村 I p ・，lb1lij 分科会 . ・法令分科会

編 集 理 事 イ: 以前 (- 6 1珂IE ［ ｪ ミＱｉ Ｑｾ Ｇ

11' 1: 誕 ・ 小休- # 之 ・ 怯本9 f 封t

IrUI1i1' 1  Jl 4  flI l  Ii ，( ，'， f，-j  11!J ・控縞IM- I、普n全

| 判川光正 杉 本 ｾｴ ＧＮ＠ fiii も政 f:i

"It  t_d n' Jil : ム鈴 本 j 込介 o之 1J  J  ｉｉＨｾ＠

ri¥ 111 Hi :  雌 本 山 久 鈴 木 氏

小 ｉｉｾ 耐 Ｑ Ｑ 松 村 /;立制 限l 川J ，j f

'円 谷 1ぜ リ4 ・f，Y1追分科会 1  ・広告企画小針l全

ｬｩ￭ｬｾｐｾ＠ 太郎 大 11' ｻ，ｾ 二 Ｚ 阿部 ji l  

松村 ｊｾ .: .  本 本 民 倒 OIOI1i1' IJl 4fl1l

eilli -_ :リ1 . 小 ｊｾ (，'， ｉ ｾ ｉｉｉｉ＠ i，尚氏

ＱＱＱ 川ｾ ム ＧＱＧ !u ｾリ［桑 ＱＱＱ 利 ＱＱ ｽ Ｑ

ｩ ｊ ｦｉ辺必 ・ ｉ ｴ ｾｗｉ 分 科 会 卜i' lil 総

編 集 委 員 川附苧太郎 杉 村 勝

・作品作車，ト奇t!会 j Jl l i ltl 堤之 1 合 ね

j 、辻 1史fよ犬 。I' m万 '1' ｾｦ 苧 ｩｦ ￬

1幸 雄 ｊ ｾ＠ Ｖ ＱＱｾ 付ｾ Ｎ ｻＮ卿 *  Ｍｮ 事Ｚｾ 1I1 

H申出t ｩｉＧ ｾｊ＠ 村、 制 送 i J l 111 llt  l1i  

i/ ( 川 f1J 1  ・施工材料jHtit : il 主辺 ぷ

ｾｾ＠ ｊ 込 Ｓ 史 ｾｦ 村 Ｑ ， ｉ ｴ ィ ｦ ￬

陥 l己辿 J .::. [11 4E Il({ Ｚ ｯＯＡＮＮｾ＠

CONTENTS 1977 5  

特集・日影規制と法一建築基準法改正法

S P E C I A L  F E A T UR E S  O N  T H E  S U N  S H A D O W R E S T R E C T I ON A N D  

T H E  L A W RE V I S I ON 

1 会 告 図 ｊｦ ｟ ￭ 川環Ｚｦｦｩ ｪｾｾ センタ一 新 築工 事 の 兄 苧Ｚ会 。 神 戸 北野 ｉｉｉｔ を行く

6  イ乍

c  

ロロ 作 風

呉;人t::(: . ロースガーデン 。完成間近の阪急グランドビルの 児

学会( 第 2 [l1[l o  lli 築デーヂシー トハ ンドブ y ク版発刊 のお知 ら

せー従来のファイル元快方式の廃止 一。 II .f.: i主築協会展示窓 ご

紹介。 11 木建築協会lI ?l-l' 1152年度収支予算。 'JI 務局長の移動。

英 知 ｬ 大学問 ， ｉ ｾ 館 ・ 型堂 設言|胞工 d高木工務1古

東洋不動rEI J1j I堂筋 点j羊ビル 設 計盟 主 ｦ ｾｬ :  * 洋不動産、大林組

施工 . 大林組

1 2 法 令 コ ー ナ ー 114 P寵認 申請手順( 関係法令以外の下見、協議 を併)TI する ) について

/ 大阪)(: f F持定行政It

1 3  新建材紹介コーナー 14 セルフレベリングの床 ド地材 「アルクリート j / 全HI宏。

耐火被被 「ゾノライト j / IIJ 本茂

1 4 読 者 の 頁 ｾￍＧＡＧｩｦＮ＠ ｾｉ Ｚ＠ "t""j- /  [  -. i'i 主 %。 まちづく り(tJf究会/ 鈴木J ' ! [ I

1 5  建築とネ社土会ニユ一ス ｈ 木 ｴ池 ｴ 築 ｼ協沿 会 自印例 ｬリ 立 Ｖω Ｐ Ｑ問苅 ｦ作ｼドＭＺＮ ［ＱＢ記己 念の 会 。 ｛限閃 Ｒ刈 Ｑ Ｑ Ｉ州ｌｪ ｾ空 ｾ ｩ治必 前淵 ｬ 査 会 ｮ削 Ｑリ ｊ ｾ立Ｇ｛ Ｎ＿ 託 ｴ 念 ｊ

『託d泌i首寅ri会。

樹の話シリーズ31 ・しいのき まてばしい

1 6 ス ケ ッ チ フ ッ ク 最近域工した新建築 9 口(No.1252- 1260)

1 7 建 築 の 眼 もうひとつのタワーリング ・インフェルノ / 湯川中 IJ -I' II

環 境がl! 111ii / 大内国太郎

di-門下3Ji 企業の品質f*防 について/ 大生仁雌

効主将と設計報酬 / JJJI 1安9j

特集・日影規制と法一 建築基準法改正法ー

1 8  ＨＱＺ Ｓ 長 ［ｬ ，以内 法 改 正 法要綱ｾ Ｍ ｛ ｛ ［ ｩ｜ ｾ ｭ［ｬｪｬｊ と 法 編集委 L--1会法令分科会

編集委n会法令分科会2 1  11 ［μ 脱出 ｉｊ によるえ ｾ物 の形 態

〔制介〕

2 7 建築基準法 1=1 ［ｾＮ ｾ 規制のた めの 日影チ ャー ト

2 9 構 造 の 頁 35

3 0 設 備 の 頁 34

3 1 施 工 材 料 の 頁 35

3 2 都 市 設 計 資 料¥19

3 4  若い会員の集いレポート

3 6 月 報

f止' I1 プレースの設計 / JI ー| 印]

冷蔵f . i ' Jil( について ( その 1 ) / 111畑政M¥

鉄鋼系プレハブ住宅における壁パ司、ルについて / 伺[1生研太郎

悠築の地域化 / や1
'
) ;  (，[ lr!i，:ll ，n資料研究会

建築材料 を見るース テ ノドグラスの W: Wー/ 杏 111浅ー ・，:

l印明り別1. 米川 j託治i告号太自刈郎[1  i  

11 .f.: ill 築 thI，会 月[i:J の到j き(lI il利52年 3 ) J 分)
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f晶 影 東 出 前 彦

英知大学図書館・聖堂

設計施工藤木工務庖

所 在 地 尼 崎 市 若 王 寺 笛 田 10ー 1

構 造 規 模 R C  3  F  

敷 地 面積 42，240. 00m・

建 築 面積 1，014 .54m'  

デッキで結び、これをキャンノマスの新

たな主要動線としサーキュレイ ション

の円滑さと、これまでの平犯なキャン

ハスに立体的な切j きが生まれることを

延 床 面 積 2 ，378 .84m'  I 意図した。

工 期 昭 和51年 8 月~ 昭 和52年 4 月 | 図書館については、コントロールデス

学 生 数 約 1可∞0名 の カ ト リ ッ ク 系 大 学 | クの泣かれる目録ホールを動似の手J湖 j

の附属図古館で、計画蔵件約10万 冊 (紅1 I 点としでメインフロアーの ι1"'央 に 耐 え

層 ｻ Ｑ ｾｊｩ ｬ ｬ Ｘ 万冊、ｊｬ日架 Ｒ 万冊Ｉ 、 閲覧座 ｮ ｩ ｾＺ I て、機能的で1明快な空間柿/ ，) ( : を求めた 。

約 150 席の規絞であるが、塑立をはじ | 目録ホールのl吹き抜けとスカイライト

めとする宗教関係音11門 が 同 じ 建 物 の 中 | からの光を媒介としで 2 mと 3 附にそ

に収められていることが特徴的である。 | れぞれJ l fJ然閲覧室と 一般閲覧室を配し、

近く心工される研究棟と一体的にｾｉＢｩ国 |管理の容易さと軽快でイ中びやかな空間

されたもので、その完成をま っ て所則 | を得ょうとした。

の機能が ｬｦｦ られる予定である 。 ｉ 聖堂は図ｾＡｾ館に比べてヴォリウムは小

全体基本汁固に当っては、既存教室株 | さいが、大: ; とにおける役割の重要性は

の教室刊i分 が 2 階より上の附にあるこ |図合館にも勝るものであり、対比的な

とを考慮して、計画建物の 1 附 を 宗 教 | デザインでそのアイデンティティーを

|見l係告11川、 2 .  Ｓ Ｑ￭ＧｩＮｾを図 Ｓ 館としてゾ ｬ ｩ 表現し、密度の芯 Ｕ い内自 ｉ ｉｾ ｦＺＺＱ と外出 ｉ ｉｊｲｾ

ーニングすると共に、 2 附をメインフ |態を円形平面の中にもくろんだ。

ロアーに，没定して教室棟、研究棟とを I  (中 嶋 淳)

は
い

l 北 京 より外観をみる

Ｒ テ ｉ キ下よりＱＧｬ ｾ［ｴ をみる

Ｓ 型 ｾｬ ｪ ￭ｉ ホワイエ

ｾ ｉＮ＠ｾＧリ ｾｴ 内剖［

7  



英知大学図書館・聖堂

設 計 施 工 藤 木 工 務 庖

「「!「→

8  

1. 2 附 J ントロールデスクより 111，* ホール 、l制然 閲 覧 去 を み る

2 北 からみた 一 般閲覧 室 ( 3 附)

F 一一 3 一 般閲覧室よりコン l ロ ー ル デ ス ク を み お ろ す

I  5  4.  2 附 11)止ホ ー ル お よ び 3 附 ー 般閲 覧 室 を み る

1  5.在 来教室 僻!l5i _l :: より 」ヒ*而 を !.rl F す



2 階平菌図

園

. . ・; 1.. ___"; 也 22. 勾 i

亡. . ζ コ仁三にゴ仁 ..i

ｾ＠

ーら

?d ?  ー一 一
1階平面図 1/400

一一一一. .. ーー一一

3 階平面図

に一 ｦｾＧ Ｎ ｊ 仁二一 ＲＷ ＺＺＺＺｊ こ ＺｾＺｊ !二 j

r.:::: ｾ｟ＧＺ｟Ｚｪ＠ ｾ二Ｚ ・ ｣ コー ＺＮＮＮＮｊ

1 テラス

2. 宗 教 研 究 室

3 宗 教 主 'h室

4 ラウノジ

5. U r. II  

6 .  .' }1:宙

7 _j 艶f威主

8.tt 賓 室

9 応接室

10 ホワイエ

11. エン l ラノスホール

12. ｊｾＧ 訂正玄関

13 ハ y ケージ

14.  J但堂

15 ベ日具室

ＱＶＮＧ ｊ ｱｾ ｬￎ｛＠

17 館 長 室

18. 休慰霊

19 コピ- a

20 コノトロールデス 7

21 日j ，j ，ホー J レ

22.1111烈 閲 覧 室

23 ロッカ- l I [

24.デ y キ

25 研究! ; 11へ

26 教 室 倣 へ

27.  . 般閲覧室

28. バ ル コ ニ -

29. キ ャ レ ル

30. f M1; '1川1

31. 1次j!;i

32 救 段 閲 覧 室

33 テ ー プ 保 特 筆

34 会議室

• 
34 
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東洋不動産御堂筋東洋ビル

設計監理 東洋不動産・大林組

施 工 大 林 組



大 |坂の業務地区の中心地 ・御堂 筋 に 面 す る こ の ピ

ルは、 一 つの銀行が全官官を使 用す るものである 。

計四当初より銀行をテナントとすることで設計が

進められ、御堂筋{ ! ! I ] に話業室としてのまとま った

大 空間 を椛保するため 、 コア ff ll分はJ ; I ! : { ! ! I ] にコンパ

クトにまとめられた 。 その結果、事務室11日分は10

m 800スパンの位の少ない笠 r: nとな っている 。

1・21併の常業室は大きな 吹 き抜けとエスカレータ

ーで述 ｫｾ Ｇ ￩Ａ惑をもたせ、開放的で明るいイメージが

感じられるよう考慮されているうえ、 E遣のポルト

ガルi ! f 大理石が銀行としての品位をおめつつ親し

みやすい雰囲気をかもし出すのに大いに役立 って

いる 。

外装はタイル打込みの P C版で、ブロンズペーン

の ガ ラ ス と ア イ ボ リ ー ホ ワ イ ト の 大 型 タ イ ル と で

柿 ｪ 戊 される彫りの深いパターンと 、 ＱＱ ＱＱＧＭ ｾ廻りのブ

ロンズ硫化いぶしのサッシに銀行らしい重厚さと

絡調の日さが感じられ、御堂筋の景観との調和1が

十分考えられて設計されている 。 なお.IU車 場 は 立

体駐車場がピル内に組込まれており 、大 型 乗 用 車

34台が収容可能である 。

企基 準 階 平 面 図 .... 1階 平 面 図 1/8∞ ④ 

1. iJq主主主.

2.E Vホー J レ

3. ｾＱＧＱ 日 ｊｔｊｅｖ ホール

4 立 体 駐 車 場

5 銀行営業室

6 玄 関 ホ ー ル

7  Ｎ ｾＱｬド ｪｬｾｾ

I  I行

l 北西から外観をみる

2. 銀 行 営 業 室

3. J:I 則ホール

1ll出" 551><1輩所

所 在 地 大 阪 市 東 区 伏 見 町4 丁 目 24番

敷地面積 1，446. 22m'  

建 築 面 積 1，198 .0 5 m'  

延 床 面 積 13 ，626 .7 2 m'  

構造規 模 S R C， S ， B 2， 12 F  

工 期 昭 和50年 4 月~昭和52年 2 月

1 1  



日本建築協会法規委員会

ttl 草寺どの投稿を お待ちしております。

114 

確認申請手順 (関係法令以外の下見、協議を併用する ) について昭和51 年 11 月末 日現在

申請者が Ｑ ｩＧ Ｈｦｩ 認お、よび 許可申請 Ｚ ｉ ｾ を ｊ ｦ ｴ 出 する 場 合 、

各 行 政 庁の そ の 概 略手 11闘をま日 っ て お く と 便 利 で あ

る の で以 下 に 確 認 申 請手 /1阪 をJ削 在 す る。

各 行 政1'Tの 窓 口 に お け る 関 係 法 令 ( 法 令 コ ー ナ ー

110、 111 に 既il版) 以 外 の 下 見等 に つ い て は 、 受 理

以 前 に次 の よ う に 指 導 され て い る。

な お 、 各 行 政 庁の 詳 細 事 務 運 用 に つ い て は 所 管 行

政 機 |瑚へ 問 い 合 わ せ 願 い た い 。 ひ き つ づ き 、 次号

に許 可 申 請の 手 順の フ ロ ー チ ャー 卜 ( 大阪 府 下 特

定 行 政庁 ) を 掲 載 す る 予 定 で あ る 。

(大阪府下特定行政庁)

別添1 . 関 係法 令 以 外 の 下 見 、 協 議内 容

マー- J 竺竺
大 阪 市 豊 中 市 堺 市

高速道路 ｾＱＱ ￬Ａ￭
阪 神 品 速

道 路 公 団

土地改良地区、住宅改良地区

様性吉、生野.平軒1
性宅直良管酎発理画 甥

土地改良組合
再 開 盟

住 宅 問

高圧線下の敷地

関 西 電 力

所総営業所

水道幹線敷地用地 工 務 部

(賃収予定地) 管 理 課

地下鉄延長工事路線沿い

交通局品遼

鉄道i主役本節

階数 3 以上で住宅戸数30戸以 環境事業局

清婦第 1課

上または床面積 2，∞Om'以上 業務第 1t栗

市道、皇道、水路関係の明示、 土木局管理課 土 木 部

土木管理課
専用等 下水道管理部 管 理 諜

都市計画道路明示、絡設等

企 画 部

街 路 課

計画調整課

細街路、宅造等 開発指導課 開発指導課

農地転用等 農業委員会

住居表示等

区 画 整 理

第 l 諜

臨海開発事業区減

港湾局菅理部 府 企 業 局

管 理 怨 計 画 課

給水等裏書 (千里ニ ューヲウ ンt曽配本

水 道 局
計画のあるもの、3F以上のもの含む)

排水設備計画確認書、下水道供用 下 水 道 部 下 水 道 部

開始区i車、水洗化対象区域 業 務 課 監 理 課

環境関係市条例 、工緑 、倉庫等 公害対策課

汲取、コミ

l理焼事業部

庶 務 課

航空滑走進入地区および周辺 空港対策課

市I晶、マーケ γ ト、1苫舗

市 1晶 局

商 工 課 商 業 課

小売市場諜

旅館 、下宿等

火葬場、と畜喝周辺

保健衛生部

衛 生 課

東 大 阪 市 吹 田 市

同和対策室

衛生第 1課

道路管理課

土木管理課

下水道菅理課

都市計画課

都市計画課

公園緑地銀

開発指導課

農業委員会

住 居 表 示

整備事務所

水 道 部

営 業 課

排水設備課 下 水 道 部

管 理 課 管 理 課

環境保全課

1慣i寛保全課

公害審査課

商工振興諒 産 業 課

環境保全諜

( その他特定地機、大 i JH史id! 築物等によ り関係許可等に先だちド 見、t品訴をす ることがある)

12  也築 と社会 / 19771ド5 11  fj 

事前協紛| 申繍書受理と同一番号を附 す

ただし、確腿回数には含まず (Ifl理番号)

関係法令 、関係法令以外の協務

事前協蛾内容

都市計画課 都計法第53条等

都市整備課 区画整理法第76条

開発指導課 開発 、宅i章、位置指定等

農 政 線 浄化憎の放流先、水利関係

土木管理課 市道関係

下水道総務課 ・管理課 下水道関係

その他必要な事項は関係部局で協賂

高 槻 市 守 口 市 牧 方 市 八 尾 市 寝 屋 川 市 {覇 考

同和対策部

改良事業部

開発指導課

寝屋川 階数 4

住戸 10戸以上

道 路 線

道 路 課

土木総務課

里道、水路関係は

(府i l ! を宮む) 所轄土木事務所

都市計画課 計 画 課 都市整備室 都市計画課

計 画 課 開発指導課

農業委員会 農業委員会

配 水 課

下水整備課

下 水 道 部

下水道 2 課

管 理 線

環境保全課 公害対策課

環境保全課

公 害 課 公害対策課

公害対策課

空港事務所

八尾 一18阪神飛行場内町

埴界明示府属地菅理宝

経 済 課 産 業 諜 産 業 諜

吹 田 市 条 例
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I  I  I  I  ｉ｟｟ ｟ｌ｟ ｾ Ｇｾ＠ J  

「一ーー

日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

一
「一一

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

ト一一

一
ト一一

1  1  1  1  1  1  1  .<0 . 1  

〈新車I ! U制 介 N o. 25)  

セルフレベリングの床下地材「アルクリート」

製 造 元 チ ッ ソ 株 式 会 社

総 発 売 元 昭建キネ株式会社

本 社 〒 553 大 阪 市 補 助 医 術 品 6 - 8 ー 10 ( 日ベピル) T E L  0 6 - 4 5 1 - 8151  

モ ル タ J レを{ 史! l ' ) する在官工事で、 I訟 も 技 術 を 要 す

る 点 は 、 い か に f 1:  1: 而 を 平 滑 に 施 工 す る か と い う

こ と に な る 。

こ こ に 紹 介 す る r ア ル タ リ ー ト 」 は 、 持 妹 強 化 生l

石 代 ( a ) と 厳 選 さ れ た 良 質 の 什 材 を フ レ ミ y ケ

ス し た 七 J レ フ レ ベ リ ン グ の 床 仕 上 FJ 也材で、 『ア

ル ク リ ー ト 』 に 一 定 の ボ を 加 え て よく 俄 持 し て 流

し 延 べ る だ け で 、 制 度 の I汚 い 平 滑 而 を nt ! i 工するこ

とカとできる 。

また、モルタルに! n ' . られる収縮テラ y クやF l 也コ

ンタ ') ー トと のf主 将 不 良 、 レ イ タ ン ス に よ る LI : 卜

而 の 不 良 な ど を 全 で カ バ ー し て い る 。

・ 主 用 途

1  )  モ ル タ ル に 代 る ' 再生床F l 也 ( 1主ト 1) 。

2)  モノ シ リ ソク工法 な ど の 不 陸 修 正 ( 閃ー2 ) 。

3)  P タ イ ル 強 併 な ど の 補 修 ( [ 刻 一3) 。

4 )  パ イ プ ス ペ ー ス な ど狭 く て 手 の と ど か な い 場

所 で の 床仕事暗。

各祖フロア ー ( p タイル、 カーベ :1 1'- ， 塗 η 床) 図ーl

〆

一一一一_ - • ー輔

ァ jレクリ 」 トO IOム- 15 - ・

材プｾブー
躯体 ( A C n放 し、AI _ C版 、P CK&elo. )  

/ 各 種フ ロアー

( P ? イル、力ーベット、塗 り床)

図 - 2  

一ー、-.:...ーニ A  : __. : --o 

樹脂モルムレ 。 γ グ 。 0/
1
1与 。。

句 。ア ルタリート

0 - 2 四 A

o勺Z 田 ー 30・圃

‘， - ｾ 。

。

a・体 ( コンク リート金ゴテ、モル タル企 ゴテel o. )。

。 。

〈新 組材申(1介 No. 26)  

耐 火 被 覆 『ゾ ノ ラ イ ト 』

ｩｬｬ 築物 の おｾ＾ｪ化及び機能の近代化がすすみ、それ

に伎川される材料も ｾＧＺ￯ Ｑ 交の性 ￎ￬ｴｴ が要求される 。 そ

の ，i行条1 ' 1ーのう ち、申壬J . .t てる断熱性が" 百〈、耐火刊に

も強〈、 l吸TT1 ' I : も併せ持ち、特に無公討の不燃 ill

材 と し て IIIJ 予告され てき た 『ゾノラ イト J ｾ， Ｇ､ ，に つ

い て 利 介 す る 。

・ は じめ に

こ の 材 料 は 、 "，' れ吐片の倒桝状にが. ，守 し た も の を 、

1 . 000 " c の尚北L で )) II ?!¥sp; .j 長 さ せ た も の で 、 次 の よ

うな 1' 1' 11 をイl 寸 る 。

制l 成 S i 0
2

MQ O  

ｐ Ｒ Ｐ ｾ＠ C a O 

P  H  7  ( ，ド十七)

i符倣 ilsll 支 1 . 3 0 0"C 

比i f ( 0 . 0 7  

A I
2

0
3  

C" 20 3  

比 熱 0 . 2 0- 0 . 2 7  

F c 2 0 "  

卜1
2

0 '1，' ;

K O  

このようなＱＢ ＱＺ ＱＧＨを持つ五年片のＮｾｾＺｾ吐が加熱によ って

121去一 15併 の ア コ ー デ オ ン 状 に 膨I;U し て 拘止め て曜午

〈 、 耐 火 性 の 強 い 、 そ し て ガ ス も 発 生 し な い 粒 と

な る 。 こ の 軽 い 膨 強 し た 粒は、不燃、I ! 版作、断然、

耐火、申主ほの 5 つ の 特 性 を 持 つ で お り 、 こ れ に イ3

.n 、 セ メ ントて平の 燃 え な い l司 化 材 を 加 え る こ と に

よ っ て 、 作 何 の 日 的 に 合 っ た 性能のえI ! 材、 l' l " 組み

の 被 硯 材 が 作 ら れ る 。

品 名 | 周 途

Ｏノライトモノコート ｉｾ 廿時ｦＮｴ耐火付

/ ノライトブラ 付 ー |コテ ft 1:111耐火断叫ん川』

/ノラ イト附 プラ リー|吹f . t l ! l 不蜘 rr .RIt U

/ ノラ f トモル タ川耽 f.t まとはコテ ft ｉ 川粍 ｉ ， ｴ 断 ｆｾ ｈ

N  ｾ～＠ 断 "  M 1蝉/ ; のみで断品村

Ｏノライト ｊ 〆クリート ｉｾＡ ＩＺＷｩＧ の悦 ｉ ， ｴ 断 ，ｾ ｵ

。

アルヲ リー ト

。
ｾ ＲＭ Ｍ ＳＰ 問 。Ｇ。。 。。

ｾ＠ . 体 ( A C打放し、 ハツ リ面e IO. )

。 0

-

- 特 長

1)  床 f士 1-.1ず の 制 度 ア ッ プ。

2)  収 納 ク ラ y ク が なく、 fll 裂 、 浮 き が 発 生 し な い 。

3)  税 Ｑ ， ｴ でなお・かつ前付が可 ｴ ￬ ｾ ( 5  mm- 3Omm) 。

4)  施 工 後 約 6 11中川 で 少 行 が 可 能 と な る 。

5)  仕 上 材 に 対 す る 彼1

Y

f t E が良好である 。

6)  施 工 が き わ め て 簡 単 で 施 工 能 取 が 良 い 。

なお、 r ア J レヲ リー ト」 は 、 一 定 の 乾 燥 後 、 所 定

の 強 度 が .'Hる よ う に な っ て い る の で 、 純 工 後 も 首1

ｈ 寺日及水する 古 ｦｦ￬ｾ ｴＧ Ｑ ーのある ｊＱ Ｑ 所、 たとえば、，ｾ 1ての

持 出 而 、 泊Eiλ の 多 いI也 F宅 は 使 用 を 避 け な け れ ば

ならなし、。 ま た 、 表I伺 破 ! 度 は か 会 り 軟 か い た め 、

r ア ル ク リ - ｾ ｊ＠ ! t t ! i 工後、足場 架 け 、 設fi hi同E符 を

行 う 場 合 に は 、 床 面 を 似 つ け な い よ う 後 生 を 行 う

ことカ坦望ましし、。

.  使 用 量

l 袋 (40kg ) ‘ 'i た り 胞 仁 川 数

平 均 流 し 厚 み

)  Offill" 

)  5 ml1' 

2  Oml1' 

m' 数

3  .  0  m'  

2 . 0 m'  

)  .  6  m'  

圃 物 性

拭 瞳 項 目 成 摘

g史 fヒ，.，聞 <1 .5 6H.' ;t ll1 

" 制 強 喧 130kQ/cnU....' 

Ifll fず 4盆 1ft 30kQ /.α dn  

ド地惜 11強 哩 A  コλ L  レ ｣Ｎ ｣ ーク ｊ リ ･ト ｾＵ 耐 s2トkQ55k同ノ"d/d/Odl:dAuL1上 l  1  

ｦｾ＠ 1: 材

酢キ合ピ dlゴ ｒｏｬｍ ムｾ［Ｎ系ウ αＳ ､ レ ｌＱ 5タh J  JE ボ

抽 11 噛 喧 bJX E  / d以 l

耐 出 句集開 ｉｴｬ割鑓 Ｇ ｉ ｾ ｾ診し

.1 I¥( ｉｾ 円 ｴ 13. 9旬

耐 久 間 見常会 し

16; づ1I 申 0. 05%1. 1 ト

Il H  ;' A:1!f.門 2 %以 ト

! t m 6λ誕フttリf本 11745  5  

.  施 工 の 状 況

ポ ンプ ア

y プに よ

る 流 し込

み 施 工 中

専用 ミキ

サ ーに よ

る 流 し 込

み施 工 中

蝿 考

見山料開

f.t":' i' 7  11 

.-t "i 1 7  11 

M "i t  7  11 

坤器m 、，t5l 器.さ問1よO.、ηl 2Tv，伽F記酬F 3長O森l--l ?  

テーパ - J ' . : U ータリー

アブレ j サー

JI $  T6604 

JI S  ^  6909 

建 材 委員 / 金 田 宏 ( 附大 林 組工 務 J軍長 )

製 造 元 パミクライト・オブ ・ジャパン ・リミテ ッ ド

総 発 売 元 西 武 ポ リ マ 建 装 株 式 会 社

本 社 〒 161 点，jr 甜i位。臼) ，z )' . 池袋 2 - 5  - 26  T E L  0 3 - 9 1 6 - 6121 

大 阪 訳 業 lilr: 〒 550 大 阪 市内) ，z i l: l ; 射 1 - 8  ( 山附 ピル) T E L  06- 443- 615 

.  特 長

1)  /1山伐 の 安 定 ・ ・ 製 1111は 術 力 、 工 場 で プ レ ミ y

クスして川ＧｬＧｴの安定化を限 ｬ り、石 ｦＧｩＧｾ 苧の吉正れす

る も の に つ い て は 印 刷 l制 限 を 定 め て い る 。

2)  無 公i ': ・.. <0 ..)) )1熱 し で も 有 害 ガ ス はH'，なし、。

3)  日 IJ，li の 心 配 が な い ・ ・ 粉J駐 さ苧がJれな い の でH

I1市の，心円己がなし、 。

4 )  l f 色1' 1: がt . ! い l吹H 天 11' 1政{ ' f 材 l主 将 色 ，'，け1。

5)  m l f }J ;が'; ;1，ｾ、 。

6)  1耐火叫が，j!t t . ..... ・ 建 設 大 臣 の 指 定 耐 火 材 て¥

次事長の性能を イI す る 。

ゾノライ トモノコート ゾノライトプラスヲー

111 分 耐火性能
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7)  . / ノライト u. &tr プ ラ ス タ ー 法 定 不 燃 材 、

辿 Ｂ 量 約 認定［ｊ［ｾ材同士事 ・ 第 ＰＰＰＳ 乃 。

8)  断熱ＱＢＱＺと ｾｉ さ ー 次 表 の と お り 。

性 11 

間ロ
名

u  定 側ま導宰 比 重 吸音宰

/ ノライトモノコート 世.u臣指定耐火構造H

0.0押

0.5 

KaUmht  

/ ノライトプラス ター 也 0.12 0.8 

ゾノラ イト叫骨プラスター

法定不思材埋設計認定

0.074  0.35 ゆ%

J.¥M同事;.;1，訓; m}}

ゾ J ライトモル タル 0.15 0.9 

Ii ｾ，断 ｴ｜ M O. 侭
0.07 

1 1 ライトコンクリート|

0.31 ，1. 3 

9)  結採防止. . . . . r . 表 の よ う に 非 常 に 断 熱 性 が お

いので結官官s;J i Ii =に才了効である 。

10)  ｾＩＨ嗣 ｈ 判Ｚ・ ・ｾＩＨ布両性カ ｦ 少ないので ｉｬｩｴｨ なしの ｩ 笠

で も f色 縦 が で き な い 。

・ 特 殊 な 使 用 例

1 )  欽 刊 の 耐 火 被 孤 立体駐車ＩＧｾｾ .  rfut水 プ ー ル の

ZJkfi 持 。

2)  u，及 f f : 日 速 道 路 の ト ン ネ ル 内 及 び 体 育f館 の 天

)1・u欠イナ。

3)  結 球 防 止 . マ ン シ ョ ン 等 の 結滞| 防 11: 。

4 )  断 熱 コ ン ク リ ー ト ; 尽 t の 断 熱 ( 政 近 で は 米

同 大 使 館 に 問 い ら れ た )。

建 材 委員 / 山 本 茂 ( 大 n本土木鰍大阪支I ，I ;-i:(; 業 日s Tl: )
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読者の頁

雑 感 雑言 美 人 建 築 と 大福 機 建 築 ー U 建 築 企 画 室 土 谷 重 男

に 笑 い か け る 。 ふ と 私 の こ う し て 1ft をも っ て

い る 製 図 版 の t に 限 を 落 す と 、 向 い ト レ ペ の

上 に 貧 し い 線 が 2 - 3 本 引 か れ た ま ま に な っ

て い る 。 このような高泉では、 t夫 し で こ れ ら の

写 真 の よ う な 美 人 は 創 り 出 せ な い で あ ろ う 。

こ れ ら に 必 せ て や る 服 も 私 の 稼 ぎ で は 一 つ も

]::7 っ てやれなし、 。 そ れ ら を 忘 れ る 為 、 私 は 奈

良 の 丘 陵 地 に 住 ん で い る 。 常 に あ の 万 葉 歌 人

十 年 程 前 、 ぼ ん や り と 琵 琶 湖 の 水 面 に 沈 む 太

陽 の 金 色 の 輝 き は 、 私 達 を 長 茶 縫 の 世 界 に も

似 た 空 間 の 中 へ つ れ て い く に 充 分 で あ っ た 。

あ た か も 日 本 の 建 築 界 は 大 阪 で 開 催 さ れ る 万

博 の 建 物 に 熱 を 出 し 、 空 間 と い う 言 語 も そ れ

に 結 び つ け る こ と が 進 歩 で あ り 、 他 の も の は

時 代 遅 れ と い っ た 観 が 私 達 、 低 能 力 者 の 間 で

細 菌 が 蔓 延 し て い く 過 程 と 同 じ よ う な 状 況 を

生み ｈ ｾ ， していた 。

し か し 、 や は り 長 茶 線 の 世 界 は 架 空 の 世 界 で

し か な く 、 今 、 残 存 し て い る も の は 夕 焼 け の 中

で 何 か 悲 し い 死 に た え た も の へ 変 化 し て し ま

っ て い る 。 私 の 手 元 に あ る 建 築 雑 誌 を 兄 て い

る と 、 あ の 万 博 の 光 裁 が二 重 写 し に な っ てく

る。 よ く こ れ ら 雑 誌 に よ っ て 脳 細 胞 を 破 綾 さ

れ 、 そ れ ら の 実 際 を 兄 に い く 時 、 そ し て そ の

後 、 必 ず と い っ て よ い 程 、 足 が 重 く な っ てく

る。 そ し で 近 く の 喫 茶 庖 の 中 で 冷 た い 飲 み 物

を と り 、 心 の 腹 立 ち を 抑 え て 帰 り の 路 に つ く 。

し か し 、 そ れ で も な お、 今 日 も そ の 美 し い 写

真 を 兄 、 そ の 実 物 を 見 に し 当 く 。 実 物 に 出 会 っ

た H寺 、 そ の 広 場 の 中 で の 小 さ な 小 立 の i; 診 を 求

め 、 冷 た い コ ン ク リ ー ト の ベ ン チ に 般 を 下 し 、

真 夏 の 太 陽 の 下 に い る 時 、 こ れ ら の ス ペ ー ス

は 本 当 に 人 間 の 為 に 削 っ て い る の か つ あ る い

は 同 商 ペ ー ブ の 為 に おIJ っ て し ま っ た の か っ こ

の よ う な 疑 問 は 、 建 物 の 周 囲 で 必 ず 起 こ っ て

いる、 j亘い産f可 メ ー ト J レかの j瓦 に 身 を ま か せ て

い る 時 の 巨 大 建 物 に 対 す る 、 怒 り に も 似 た も

の で あ ろ う 。

こ の 頃 、 私 は こ れ ら の 高 府 ピ J レ の 下 に 設 け ら

れ た ベ ン チ に JJ 要 か け て い る 人 々 を 兄 た こ と が

なし、 。 こ れ ら の お 層 ピ ル は 、 高 層 部 分 に 設 け

られた自1I 庄 で 食IJ王をしたりウイ ス キ ー を 飲 ん

だ り す る 時 、 日 未 を 値 段 以 上 の も の に し て く れ が 詩 を 歌 い 、 女 体 の あ の な め ら か な カ ー ブ に

る。 し か し 、 良 く な い こ と は フ ト コ ロ が 目 安 か も 似 た 許 取 山 と か 、 高 の 原 と い っ た 万 葉 自 然

い 時 、 エ レ ベ ー タ ー は 天 国 へ 述 れ て い き 、 フ 美 人 に 固 ま れ て い る と い う 自 己 満 足 で も っ て、

卜 コ ロ が 寒 く な る と 、 こ の エ レ ベ ー タ ー は 寒 こ れ ら の 人 工 美 人 か ら 限 を そ む け よ う と し て

J民 の 吹 い て い る 地 獄 へ と 落 し て い く 。 これ程、 い る 。

資 本 の 論 理 を 明 確 に 表 現 す る も の も 珍 し い で 雑 誌 を 創 っ て い る 皆 さ ん 、 あ ま り に も 雑 誌 に

あ ろ う 。 な っ て い る 写 真 は 美 し く 見 え る の で す 。 そ の

こ の 頃 、 地 球 が 第 何 紀 か の 氷 河期 に 向 か つ て 写 真 に 誘 わ れ て 足 を 速 ん で い た ね 、 は 、 冬 、 何

い る と い う 説 の 為 か ど う か 解 ー か ら な い が 、 大 回 と な く 風邪 に か か り 、 フ ト コ ロ を 寒 々 と し

阪 の町 も 本 当 l二 冷 た く な っ て し ま っ た 。 少 し て し ま い ま す 。 し か し 、 こ れ ら の 風 邪 を ひ く

不 況 の 為 に そ の 速 度 も 遜 く な っ て い る よ う で と い っ た も の だ け で あ れ ば よ い の で す が 、 脳

あ る が 、 後 か ら 後 か ら 次 々 に 古 い 建 物 を 壊 し * l Ul I 包も限球も日E さ れ た 人 々 は 、 無 気 力 に な り 、

て 新 し い 建 物 が 出 て く る 。 大 視 線 の よ う な 顔 そ し て 自 分 の 能 力 に 疑 問 を 投 げ か け 、 他 へ 逃

だ ち を し た 暖 味 の あ る 建 物 が 突 然 に 姿 を 消 し 、 げ て い こ う と す る の で す 。 こ れ ら の 人 身 を 再

そ の 後 に 某 化 粧 品 会 社 の モ デ ル に も 似 た 美 し び 現 実 の 世 界 へ 巡 れ も ど し て い た だ け る 「 庇

い 人 が す ま し た 顔 で 現 れ て く る 。 弥 次 馬 栂 性 力 」 を も っ て い る の も 皆 さ ん で す 。

で も っ て 、 そ の 美 人 を 引 っ か け る つ も り で 中 似 後30年 間 の 聞 に 日 本 の 国 は 、 い ろ い ろ と 新

へ 入 っ て い こ う と す る と 、 よ く 拒 否 反 応 を 示 し い も の を 求 め て き ま し た 。 そ し て 円 本 の 国

さ れ る 。 こ の 美 人 を 裸 に す る こ と は 、 あ ま り で あ り な が ら 、 一 つ 例 外 的 に 日 本 の 図 の 外 に

に も 途 中 の 要 求 が 多 い 為 に 恨 負 け し て し ま う 。 位置していた沖縄は、し っ かりと ｉ ｾ ｉ 分速を比

そ れ に 比 べ る と 「 大 福 峨 」 は 何 と な く 親 し み つ め て い た よ う で す。 沖 利 博 の パ ピ リ オ ン の

が も て る 。 ー 兄 J!/-B を し て い る よ う で あ る が 、 写真ーを見る H寺 、 そ の 観 を 強 め ま す。 し っ かり

こ ち ら の 尺 度 で も っ て 計 る こ と の で き る も の と 風 土 の 中 に 根 を F した形で沖創立館が巡 っ て

で 託 飾 っ て い る 為 に 容 易 に 肌 に 馴 じ む。 こ の い る に も か か わ ら ず 、 他 は 何 か ど こ に も っ て

ヒ 氏 、 何 か 町 中 を 歩 い て い る と 、 何 か 蔑 視 の 11艮 い っ て も よ い と い う ふ う な 、 「 男 メ カ ケ J 的 な

で児られている中援で耳止かしくな っ て く る 。 我 形 が 兄 ら れ る よ う で す 。 30勾三聞のr : nIこ 何 か 忘

々 は 男 性 ら し く 、 こ れ か ら 設 計 し て い く 建 物 れ て し ま っ て い た よ う で す 。

を も う 少 し 馴 み の あ る 肉 感 的 な 株 体 の 美 し さ 、 建 築 空 間 は 人 nnの 心 の 中 に あ る 真 実 を J吾りか

ま た 、 親 し み の あ る 「 大 視 線 」 に も 似 た 顔 だ け て く れ る も の 、 空 間 は 文 化 の 中 に 般 を 下 し

ち の 女 性 を 削 り 出 し で い こ う で は な い か。 r ホ ン ワ カ 」 と し た H友 昧 の あ る も の で は な い

今 月 も 種 々 雑 多 な 建 築 ジャ ー ナ ル 界 か ら 発 刊 で し ょ うか。 第 何 紀 か の 氷 河 期 が H 本の/ 1 J lrli

さ れ た も の を 買 い 求 め に い く 。 美 し い 写 真 を の 中 に 他 の 国 よ りも ' 1
'
- く こ な い た め に 、 再 び

パ ラ パ ラ と め く る 。 そ う こ う し て い る う ち に 、 夕 焼 け の 長 茶 縦;の 世 界 の 中 へ 入 っ て い こ う で

そ の 写 兵 は美 し い 化 粧 を し た モ デ ル に な り 私 は な い か。

[ 私 た ち の グ ル ー フ。No . 8 ) 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

『まちづくり研究会』

ー も う 少 し だ け で も 納得 の い く

仕 事 を す る た め に ー

神 戸 市 ・都 市 計 画 局 の 若 手 職 員 の 集 ま り で あ る 。

あ る が 、 少 な く と も 都 市 計 画 の 仕 事 は 決 し て そ う

で は な い と 信 じ て い る 。 む し ろ 本 来 は 個 人 の 能 力

を 十 分 に 生 か す べ き で あ り ( 勿 論 、 避 味 的 に 仕 事

を 進 め る と い う 意 味 で は な く ) 、 そ う す る こ と が

結 果 的 に は 、 市 民 に と っ て 良 い 仕 事 が で き る は ず

で あ る が 、 現 実 に は Jレーチンワークに追いまくら

れ 、 個 人 の 能 力 を 生 か し た 仕 事 を す る な ど ほ ど 逮

都 市 計 画 ( まち づ くり) という、ある主主味では非 し、。 それ以前に、生かすべき能力の関与をと蓄積が

常に主主任の重い仕事をしているわけであるが、役 図 幾 だ。

性 的 な 人 員 不 足 か ら 、 日 々 、 与 え ら れ た 仕 事 だ け 「 良 い 仕 事 を す る た め に 、 ま ず 各 個 人 の 能 力 の 聞

を 中 途 半 端 な 形 で 片 づ け て い く の が せ い い っぱい 発と蓄積を」 。 そうい った 認 識 か ら と に か く 勉 強

である 。 本 来 、 ま ち づ く り の 仕 事 と い う の は 、 多 会 を と い う こ と に な った が 、 こ れ を 勤 務 時 間 内 に

分に創造的な仕事であるべきだと考えているし、 行 う な ど は と て も 無 理 、 し か た な く 勤 務 が す ん だ

実 際 に も う 少 し 入 手 と 時 間 が あ れ ば 、 同 じ 事 業 費 後 に で も と い う こ と で で き た の が こ の グ ル プで

を使 った と し て も 随 分 と 面 白 い 仕 事 が で き る の で ある 。 一昨 年 の 秋 頃 に 土 木 屋 ・建 築 屋 あ わ せ て 8

は な い だ ろ う か。 - 9 名が初めて集ま った。 都 市 計 画 関 係 の 法 律 の

一般に、役所の仕事! ; ! : 決まりき った 形 の 仕 事 が 多 臨 説 会 か ら ス タ ー ト し た 。 10回 ほ ど 続 い た が 、 残

く、 設 が や って も 結 果 は 同 じだ と 考 え ら れ が ち で 業 が 多 く な か な か 全 員 が 集 ま り に く い こ と 、 法 律
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の マ ス タ ー と い う 単 調 で し ん ど い こ と が主 な 活 動

内 容 だ っ た こ と な ど か ら 、 少 し づ っ 出 席 者 が 減 っ

ていき、現在、 l湖底休業の状態である 。 活 動 成 果

を あ げ る こ と を 急 が ず に 、 継 続 し た グ ル ー プ活 動

が で き る よ う 活 動 内 容 を 再 検 討 し 、 再 出 発 を j閉し

たし、。 文 武 鈴 木三 郎

ミーテイノグ中の研究会 ( rfi 役所属」二会綴筆に で)
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ニュース原杭をお送りください。

日 本 建 築 協 会 創 立60周 年 記 念 の 会

円 本 建 築 協 会 は 今 年 3 月 30 日 を も っ て 創 立6 0周 年 記 念 FI を 迎 え た が 、 そ れ を J 己 念 す る 会 が 当 日 午 後 6 時

か ら 大 閤 図 ( 都 島 区 ) で 俄 さ れ た 。 会 場 は 100 余 人 の a!. 席 者 が あ り 、 な ご や か な ム ー ド の 祝 賀ノマーティ

ー と な っ た 。 塚 本 位 次 会 長 の 挨 拶 に つ づ い て 、 官 公 I 'f' 代 表 と し て 大 阪 府 知 事 瓜 田 了 一 氏 ( 代 読 山 口

ｾｩ￣ 氏Ｉ、また、友好同体代表として大阪府建築士会会長 ー 小河吉之助氏より、それぞれ 祝 辞があ っ た 。

職日永年勤続者表彰のあと、竹腰 ｦ 詑造名誉会長の乾杯で式がすすめられ、ｗＺＺｦｦｩｊｾ峰 三 名誉会長の万続 三 ｮｧ

で［ｦ，ｾを閉じた 。 なお、干兄古干の全文は次のとおり 。

本 n ここに、社r . tl 法 人 U 本 法 築 協 会 が め で た 〈 か'Y'_

60周 年 を 迎 え ら れ 、 盛 大 に 記 念 祝 賀 会 を II f I 怖されます

に当り、 一 言 お 祝 い を 巾 し lφ17ます。

t' : t 協会が自1) 立 さ れ ま し た 大 正 6 i Jet( l は、日本近代主主

築の招需， 1明とも申すべき時代であり、以来日丹羽lの 初 WI

に か け て は 、 今 11 なお当時の才，主l ! 築として、そのず. を

fll め る 幾 多 の す ぐ れ た 建 築 物 を 残 し て お り ま す が 、 こ

の よ う な 時I闘に、いち '，1. < 建築研l の 将 来 と 、 そ の lfl 'l'f.

tt に 在 日 し 、 現 在 の 業 舛 総 合 同 体 へ の 礎 を 築 か れ ま し

た ，; r . 先搬の先比の 町1に対し、深一〈敬意を表するところ

で あ り ま す。

顧みますに、この ＶＰ 年は、数次にわたる ・ ｩ￭ｾｱ ＮＮ を総て、

Iji M  後 の 出 乱Itl l、 そ し て お 度 成 長 か ら オ イ ル ン ヨ y クに

捕 を づをするがー気の停滞へと、誠に変，伝極 まり- ' d: い年 n

で あ り ま し た が 、 そ の 幾 多 の 困 難 を 乗 り 越 え て ま い ら

れ ま し た 政 協 会 は 、 今 や 建 築 wの 総 合 団体 と し て 、 大

阪 は も と よ り 全 国 に 縮 問 た る 地 位 を 築 か れ た の で あ り

ます 。

そ れ だ け に ま た 、 此 協 会 へ の 社 会 的問符 は 傾 め て 多

大なものがありますが、 11キ の 移 り か わ り と と も に 、 辿

築に対する国民の要求も、 l ，t から1 ' ( へ、戸、から爾へ、

また、デザイノ、 ｔｙ 料、宝ｾ Ｎ ｬｊ， ｉ ， ｊ 、 ｬ 防災、機能刊二等、被雑

草山岐にわたり、会 n各 fすの倒i労，"'fは '1(，々ならぬものが

あ ろ う か と 存 じ ま す。

ど う か 、 皆 微 力 に お か れ ま し で は ‘ こ の J 己念すべき

(l l) 江60周年を契機として、決定、も新たに、このうえと

もr. Jf 術 努 力 を mねられ、広く同J : ( の 1要 望 に こ た え ら れ

ま し て 、 そ の 社 会的 使 命 を 全 う さ れ ま す よ う 念 似 し て

や み ま せ ん。終 り に 臨 み 、 日 本 建 築 協 会 の 限 り な い 倒!

発展と会民の特徴方の御霊ｾＧＴさをお・祈りしまして、お祝

い の こ と ば と い た し ま す。

11[1平日 52{1' 3 1 13 0 n

大 阪 府 知 市 黒 図 7 ー

本 円、 EI本 雄 築 協 会 印l立 60周 年 を 迎 え ら れ 誠 に 御 日

，'HJ _支 存 じ ま す。

基I心より御I J I ! ぴ巾 L r.け. ます 。 関 係r. t lf本を fl::.Ih 、た

しまして 一 言御祝いのＷＧ ｲｾ を述べさせて戴きます 。

uft 今 、 塚 本 会 長 の 御 却 し の i湿り 賞 会 は 大I E 6 千1'- 3  19 

3 0 n に 関 西 池 築 協 会 と し て 発 足 さ れ ま し た 。

初代会長片! 日l 先 生 つ い で 竹 腰 先 生 、尼 崎 先 生 、 京 知l

先 生 を 経 で 五 代 日 現 域 本 会 長 に い た っ て お り ま す 。

先 般 1':t会50rm年記念刀を- t 1 ' 兄いたし府代役n の 御 写

真 を 持 見 い え し ま し た 。 今 は 亡 き 方 々 を 偲 ぴ 感 無 り ょ

う の も の が ご ざ い ま す。

服代役t :u卸ー l司 、 今 円 迄 色 々 と 多 維 な i立を踏み超え

て今 日 の ｬ 在感に場かれた 事 と深〈イ，ｪＨ ー なを表する次ｾ ［ で

ご ざ い ま す。

1' : t 会は私達プ、肉体の建築家協会、建材協 会 、 学 会 支

部 、 大 阪 府 建 築 士 会 の 育 成 に 多 大 主 力 を か さ れ ま し た 。

今 日 そ れ ぞ れ一 人 歩 き の iB来 る 般 に な り ま し た 。 心 か

ら 厚 〈 御礼 中 し l げ ま す。

t'! 会 は 建 築 に 関 係 の あ る 設 計 、 施 工 、 学 会 、 官 公 庁 、

建材、 J百設 備 等 の 従r)，.r，を - : h と し た わ が 国11(1:ー のr . fl

f本でございます。

初代会長 片Ａ 日 ｬ 先生のＮｦ Ｚ ｬ ｾ に敬Ｚぜを表するものでござ

い ま す。 また 、-41
くより f E宅 J:日組 の 宜主要さを f前略され、

似 ケ 丘 住 宅 降 、 大 s nll: 1ほ11lI 1市 住 宅 降 、 あ や め が 池f-Io

屯隊等、時代に適応した「住」の平年裁につとめられました。

また、研修会、見学会、 J昨泌会得を 11トl怖 され後 illi の

ｦ ＡＱｾｴ［ｴに当られました、その功績は誠に大なるものがご

ざ い ま す 。

どうか、これカ、らも尚ー刷会の発展をれられ、 社 会

に御貢献せられん耶を祈願いたしまして御祝の ｦ ｪｾ と

い た し ま す。
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大 阪 府 建 築 七 会 会 長 小 河吉 之 助

乾 杯 の 音 頭 を と る 竹 腰 健 造 名誉 会長

関 西 空 港 調 査 会 創 立 記 念 講 演 会 開 催 さ る

財 同 法 人 関 西 空 港 初]査 会 の 設 立 を 記 念 し て 、 去 る

4 月 6 目、 S A Bホ ー ル に で 、 宮 本 文 次氏 ( 1波大

名 誉教 授 ) に よ る 「 浪 速 文化 の 国 際 性J 、 船 後 正

辺 氏 ( 元環 境 庁 事 務 次 官 ) に よ る 「環 境 ア セ ス メ

ン ト と は 何 か 」 、 初IWi l l 人 氏 ( 一橋 大 学 名 誉教 授 )

に よ る 「 現 代 社 会 と 公 害 」 の 三 つ の テ ー マ か ら な

る 緋y寅 が 行 わ れ た 。

宮 本教 授 は 大 阪 の 適 裂 に ふ れ な が ら 大 阪 の 特 性 と

国際性を[ 夜史 的 に あ き ら か に さ れ た 。 船 後 氏は、

アメ リ カの国家 環 境政策法とわが国の 磯 上党 ｬｾｾ 科書平

側 法 案 と の ち が い な ど に ふ れ な が ら 、 市 民 参 加 と

住 民 の 合 意 形 成 に 言 及 さ れ た 。 最 後 に 都 留 教 授 は

市 助 で 評価 さ れ な い 価 値 あ る も の が あ る 点 に ふ れ 、

そ れ が ア メ ニ テ ィ で あ り 、 そ れ こ そ 本 当 の Go ods

て ¥ そ れ に 対 す る 政 策 と Bad s の 内 部 化 を ど う す

る か が 公 主 主 対 策 の 根 幹 で あ る 。 ア メ ニ テ ィ と は 、

自 然 、 大 気 、 緑 、 水 、 等 々 と い っ た も の を 含 む 公

共 イ言書モMs i で あ る こ と 、 そ の ア メ ニ テ ィ を イ面 fl ii あ

ら し め る プ ロ セ ス 一 一 一 社 会 的 合 意 を 得 る プ ロ セ ス

一 一 一 こ れ を 実 現 す る に は 住 民 巡 動 と 裁判 し か な い

と 言 明 さ れ た 。

企企ｾ企企企企盆盆ｾ企 ｦＺ､ｌ ￥￥￥￥￥￥￥￥￥樹の話シリーズ・ ＳＱ cai ￥注企企

し L 、 の き Cas tanops is cuspi data S chottky  

」ごな平4

ま て ば し い L it hocarpus  edul  is  Nakai  

3 月 月 で ぶ な 科 の カ シ の 訴 を 紹 介 し た が 、 今 1"1 も キ と 言 わ れ る も の で 、 正 式 に は ツ プ ラ ジ イ 、 ま た

同 じ く ド ン グ リ の 実 の な る 、 ぷ な 科 の 常 総 高 木 、 は ス ダ ジ イ と い う 。 こ の 両 者 は 外 兄 k ほ と ん ど 同

シ イ の 訴 を 紹 介 す る 。 シ イ は カ シ と 同 様 、 日 本 古 じ で あ る が 、 ツ プ ラ ジ イ は i l 9 円 本 か ら 南 部 が 中 心

来 の 樹 で 脅 か ら 我 々 の 生 活 に 深 く 関 わ り 合 い 、 TJ で 、 全 て に お い て ス ダ ジ イ よ り 小 形 で 繊 細 に で き

ￏｉＡｩｾをはじめ数々の ｾｬｸ や句や物語に登場し 、 蛍認 で い る 。 ス ダ ジ イ は I地 点 地 方 に 多 く 、 幹 肌 も 枝 葉

r ，l l . の秋」の中でもシイの実をいろりで煮ている 。 も 粗 々 し く 、 実 の 昧 も Y プ ラ ジ イ の 方 が 美 味 と の

っ， マ号

シ イ の 実 は 煮 て も ; 焼 い て も 食 べ れ で 故 郷 の な つ か こ と で あ る 。 そ の 名 も 、 実 が 円 い こ と か ら r 円」

し い 昧 を 思 い 出 す 人 も い る だ ろ う 。 ジ イ と な っ た ほ ど で 、 関 西 と 関 東 の 生 活 の 述 い が

以 前 、 本 協 会 の 事 業 で ぶ 郁 柏 物 閣 に 緑 の 学 科 会 を 点 わ れ て い る よ う で l而( I し、 。 ス ダ ジ イ は J'.¥) J . i . [では

悩 し た 際 、 シ イ の 実 を 伶 っ て き て 焼 い て 食 べ て み of( 容 な 迭 問 樹 で 、 シ ラ カ シ と 同 じ よ う に ス 7 リー

た が 、 な か な か オ ツ な 【l主であ っ た 。 あ の 昧 を 党 え ノ Ｔ 火にして Ｑ ［Ｑ ・ ＧｊＩｾ 林 ＱＱＱ 、 ｉ ｬＩ ｩｊ 民 ・ ｼ山火用としで印われ

で い る 人 は y イ の 樹 を 知 つ で い る は ず だ が 、 l味 だ

け 党 え で 樹 の ブJ は 忘 れ て い る 人 が 多 い か も し れ な

い 。 緑 の 学 予 司 会 を 京 都 東 山 で 行 っ た 時 も 、 我 々 は

シ イ の 樹 を 何 本 と な く 兄 て い る 。 シ イ は い わ ゆ る

開 業 樹 の 代 表 で 、 円 本 の 文 化 は こ の 日 現 業 附 林 を 中

心 に 発i笠 し て き た と も 言 わ れ て い る 。 だ か ら 料 化

巡 動 が 推 進 さ れ て い く 過 程 で 、 我 国 の 文 化 を 育 て

て き た 日 本 古 来 の 柏 物 環 境 を 復 元 さ せ よ う と い う

声 が あ が り 、 シ イ や カ シ の 森 を 造 る た め ド ン グ リ

をf吊 く と い う ド ン グ '1 ｦｆ ・ Ｑ 伎なるものまで展 ｉｬ ｾ Ｉ され

て い る 。

さ で 、 こ れ ほ ど 日常 生 活 に 常 将 し て い る 樹 な の に

シ イ の 名 の 由 来 は 不 11)] で あ る 。 一説 に は シ イ の 主 主

に 飯 を J点 る か ら 「 激 く 」 、 「 ひ き 」 の 主化っ た の が y

イ だ と い う 。 泌 字 で は ー 般 に r fffeJ をあてるが、

こ れ は 樹 の 名 で は な く 、 サ イ ゾ チ ( 小 型 の 木 製 の

4心 ) で あ る ら し い 。

と こ ろ で 、 今 ま で 述 べ て き た シ イ は 一 般 に シ イ ノ

て い る 。

もう 一 つ シ イ に は 7 テ パ シ イ と い う 別 属 が あ り 、

東 南 ア ジ ア 、 台 湾 原 注 で 、 日 本 で も 九 州 南 部 に は

大木が多く自生している 。 漢字では ｲ ＮｲＭｾＦ刀築制定」

と 作 く こ と も あ る が 、 そ の 意 味 は 不 明 で あ る 。 日

さ 10 - 1 5m ぐ ら い の 常 総 高 木 で 、 シ イ ノ キ よ り 策

が 大 型 で 長 く 表 而 の 光 沢 が あ る 。 実 も 大 盟 で 昧 も

大 味 。 最 近 郎 市 の 中 や 周 辺 に 兄 ら れ る シ イ は ほ と

ん ど こ の 7 テ パ シ イ で あ る 。 こ の 樹 は 樹 勢 強f越 で

生 長 が 早 く 、 あ ま り 土 地 を 滋 ぱ ず 乾 燥 に 耐 え 、 討

でい

定に耐え、病. ! l t ｾ， ｊ［［ はほとんどなく、大木でも移 柏 が

可 能 で 筏 め て 都 市 環 境 で の梢 裁 に 都 合 が よ い の で

あ る 。 た だ 生 長 す る に つ れ て 繍 I隔 が 広 が っ て く る

の で納 税 空 間 を 充 分 考 ほ す る 必 要 が あ る 。 古 く か

ら遊園樹として桜Ｎｴ Ｍ ｽｾされているので市 Ｎｴ ｾｾ ｾ ｛ＧｦｴＭ ｉ も多い 。

しかしなカずら、 シ イ に 限 ら ず 1，が庄の -lif l司すの I味 も

ま 7，

「円 や か さ 」 よ り も 「 大I味 」 が ふ え て い る よ う な

気 も す る がー 。 ( 森円己)

シイノキ ( スダジ イ)

葉形と果実

議

也菊 と社会 / 1977
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もうひとつのタワーリング・インフェルノ

あるお附分譲団地についてｾ ［ いた新聞記事を紹介しよう 。 ｲ 干お座く、わが個室に向けてエレベーターに乗る 。

知らない男がうnt ひ' 乗った。 円分の階で降りると同じように男も。気時か溶くなって廊下を足早に; 急ぐと男の足も

しつこくついてくる 。 全身総毛立 っ てＱＧ Ｑ 宅 ｲ￬￭ｲ で ｪ 、り向き身柿えると、ｾは隣室のチャイムを， ｪｴｦｬ しで ｉｊ 郎、た ｭ の内

(WJ に向か つて “た だいま 7 " 一一一こんな; 舌はザラ。 これがほんとうの航時英やドロボウだ ったら (t 人かどうか兄分

けもつかないから逆に| 坊ぎきれなし、。被害も現に何度かあ ったJ ( 京郎新聞、昭和51年 6 月 6 日付) 。

これはー純のプラ y クユーモアともとれるが、その鋭校はたいへん鋭い。実際、私たちがこの向上也の主婦 100 人

にアンケー卜したところ 、49人の夜帰宅する人たちの実に 7 '，II IJ が8四Fにあいやしないかという公開Iを! 惑じている。

そして、事実、エレベーターを中心 l二位5四Fや符迫事件が相ついで起こ っている。 その原因はそこがf 7E角のスペ

ースだからということにつきなし、。 1倣 が 100戸も 200戸も収容しで述帯感の育ちにくい、見知らぬ者どうしが

同病する巨大な物的情造にな っているところにも大きな原閃がある。

rd四l' も近隣関係も社会的事象一一也知主体f' t 号のあずかり知らぬところ」とか「出府住宅は照史[ ドル必然」あるいは

「社会と経済の至 上命令」とすましてお っていいのだろうか。建築関係者として真剣に考えたい課題である。 ( U)

環 境 が 財 産

卜数年前までは、 rt，u! 築は!!-t i宅である」との意識がまだ→j主にt長強く残つでいたが、高度経済成長H寺代を経た

現花では、その意識は符i薄なものとなり、むしろ「建築は{ 郎、捨てるもの」とした意識がまん延しつつある 。施

主の愛'h'l と大工の念入りな純工によ ってっくりあげられてきた建築は、いまや各種機能 を一定 JtrJ ll rJ 満たすための

存続となり、人ノヤの建築を !;t!. る円はクールなものになりつつある。

しかし 、一方では環境をl ! -t i宅とする :EEJ 践が存生えつつある。符純の公害や自ず相皮壊、あるいは建築公符などに

対して、環境をまもるための反対運動が各地で起こ っ てきている 。 これらの ｩ 車問 ｊ に は多分 ｬ こ地 ｊｾ エゴ的なものが

合まれていることが多いが、このような運動の積み重ねによる試f丹市呉を経ないことには、本ものの民主主義は

育たないのであろうと! 忍う 。正当な運動であれ、 I也t或エゴであれ、その述動は、 I似或環境に対する共有;忠誠から

出発してお、り、住民門身によるまちづくり意識の芽生えともみることができる。

ill 築家は、長年にわた って個人や企業からその財産である建築の設計や工事監理を依頼され、 J4! 、実にその信頼

に符えてきた。 しかし、今日では、建築主の意向に沿うことが、必ずしも環境にとってプラスに働くとは限らな

い。建築家は、個々の建築に対するi . ' t { 壬を果たすのみならず、 J也t拶D;l ljl に対するo; g . r'j 家として、公平なす)"Xj から

その改千年に関械的に関与していくべきときにきていると思う 。 ( 0)

建

築

の

眼

H 専 門下請企業の品質保証について H

ここ数年来 、建 築業界は施工不良に起悶するいくつかの社会 問題 の提起の都度、その品質符湿のｩｬｬＺｾ性につい

て、各方面から 批判 をあび、その' &' 塑が1: f f i 制されている。

建築の ｪｩ ｦ，｟ 業精進は、総合引 ｉￍｦｾ 業者の下に、多くの協力 ｉ 矧系のあるＧ ， Ｑ ＷＭ門下請業者の組合せで、大筋は成立 っ てい

る。 その下ZJi 業者の企業去見般は大、|主が中小企業で内められている。 こうした専門下請業者をまとめて、辺建E築σの〉♂

T抗f向 1-.と 卜分な守作午E盟を行うためには、ジェネコンの指導力、作f哩IiE力にf! うところが大きい。 このため ジェネコ

ンは、品質の吻ーな符理をはかるため、現助純工の行力化、工業別品のユニ y 卜化等々 、その品' l ' t 保証に待に腐

心している 。 しかし、建築工事は受注産業であり、 一 品生 ｰ ｦ，｟という建築設計の指 ｉｊ 約のため、効司 Ｑ 的な ｾＱＱＧＨＱＧ 午理の

実施は、なかなかむつかしし、。労働賃金の1 : 11- 傾向と全体コストの引下げという矛附した建築経済問勢のなかで、

品質保証とその管HIl I;!: 、設庁1'1守とJ t t ! i 工者とが協調しあわなければ、なかなか達成できなし、。

県1]'] 下請企業は、犯.!rl の( l }f究と 1m発努力によ って、持色をも っているが、 f也職の製品理解は概して強いとは言

えず、組合せによる建築生jl j ' ( についての力不足l品、なめなし、 o ｾ ｉ ｬＭ ｉ Ｂｊ 下前企業の品質保証は、防水工事を例にと っ

ても、簡単に Ｑ Ｐ 年 ｦ 将軍とい っ ているが 、 ｦ 也械 と按合されると武 ｦ 壬の所在が不 ｦ 賄 ｲｾ な ことが多い 。 材料供給業者で

あるメーカーは 、その製品の売り込みに懸命であ っても、組合せぬi工の品質貨任については 、明解な答えが少な

い。新製品が限りなく登均する現代建築生政において、メーカーは被合されたものについての研究を卜分に行 っ

てほしいものである。

主l ! 設業者・の許可条件のなかで、符思 1-，資料のあるセイモ技術11をおくことがJ軒先づけられでいるが、この3訪'ili が

卜分とはいえないようである。 '，1;' 門下37i 企業は、その1 ' Hモと良識に従って、門主管理能力の(J] fさんと教育を - 1Vi

はか つ てほしいものである 。 ｆ ｾ ［ Ｇ ｦ 企業の育成と ｦ 本氏改持制 ＱＱ いまれて久しいが、品質保証に責任をもてる企業は、

不況下でも 一歩づっ11
11 ひ' ていることを忘れてはならなし、。 ( Ok)

効 率 と 設 計 報 酬

経済的効本をあげることは、どんな向的をも った活動にも己管ましいものであろう 。最小限の投資に付して、最

大限の効果をあげるという安説は、現代社会では当然のことというよりむしろ絶対的な条件とな っている。 しか

し、経済的効不は必要条件で、はあ っても 、直ちに卜分条件とはならないことを慎重に考えたいものである。効不

とは、ある活動のι"てらの一要紫なのであ って、特に建設という行為のなかでは、効果の波及はH、引IrJ と空間の両純

ｾｾ ｉ に及ぶことを注意しなければならなし、 。

4克L 、市E同で考えれば効3引が良いと! と〔われることも、も っと広いHキIIIJ(I旬、空間的純聞にわた って考えれば、令然

苦'h'-tl，が: / ! . ¥くなることもありうるのである。例えば、自ffl 会のお'¥'1建築lt下は交通とか環境について非効+ を及ぼして

いる土幼合があるし、新しいてnYltrからの廃棄物がJ也JilQ社会 lこ対して深刻で;f日何日な非効率をもたらすこともある。

"訂 |阜Il 酬 lこついて、公正取引委t . J . 会からえl ! 築家協J会に1[1) 代ーがl J!， されたのはn; コ年のことであるが、未だに解決が

なされないばかりか、地 lii 'J. 公Ji' の設，汁料入札なども} J JI わって、 川区jはむつかしくなるばかりであり、- . ; e にはすi?

した社会1犬勢のなかで、' 受注競争は経ノヤ織f!! になるばかりである 。設，i I 報酬を単に投入姥1 ' - 1
1

1の数字だけで身える

ことはやめて、もっと大きな体制、 Jr.活史的 な進化 (1'. ) な"JLJJ;j から検討されて、効，十f そのものはどのような企業にお

いても 1-: 裂な去見純とはならないようになることを、今こそ l'!: 剣に巧えなければならないときであろう 。 ( Y)
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建 築 基 準 法 改 正 法 要 綱 一 日 影 規 制 と 法

編集委員会法令分科会

〔要綱第 1 ) 建築確認を要する特殊建築物の範囲の拡大

建築等について確認を要する特殊建築物の範囲を拡大し 、現行の学

校、病院、劇場、百貨底、旅館等のほか、別表第一例欄に掲げる用

途に供する建築物となった。 なお、現行の対象持殊建築物であった

診療所が別表に「・患者の収容施設があるもの・・・」に限定された。

また公衆浴場は同表( 吋欄の「 これらに類するもの」として令第115

条の 2 によって指定されている。( 第 6 条第 1 項第 1 号関係)

(説明) 法第 6 条第 1 項第 1 号は、昭和34年改正以後、長い期間手

が加えられていなかったが、今回、これを改正した理由は、二つあ

げることができる。

第ーは 、昭和34年以降、土地利用 および建築の実態はきわめて大

きく変動したことから、法第 6 条における用途に着目した持殊建築

物の範囲が必ずしも実情に沿わない面が出てきたのでこれを是正す

ることとしたことで、ある 。

第二は、今回の改正の主要な目的の一つである防災関係規定の皇室

備と法第 6 条第 l 項第 1 号の持殊建築物とはきわめて密接な関係を

有するところから、これを防災という観点から見直す必要が生じた

ためである 。

この改正により確認を要する特殊建築物の範囲は法別表第一川 欄

に抱け‘ る用途と拡大されたが、これにより法第12条の規定による特

殊建築物の定期調査等の対象範囲も拡大させ得ることとなり、また、

法第87条の規定による用途変更の場合における硲認対象も広がると

ころから、とくに防災対策の推進に重要な役割を果たすこととなる 。

〔要綱第 2 ) 検査済証の交付前の建築物の使用制限

特殊建築物等を新築する場合文はこれらの建築物の 増築、大規模の

修繕等の工事で遊錐施設等に関するものをする場合においては 、原

則として当該建築ヰ勿は使用しではならない ものとする 。ただし、特

定行政庁が、安全上、防火上又は遊 ｾｪｾ 上支聞がないと認めて承認し

たときは、仮に、使用することができるものとする 。(第 7 粂の 2 、

第四条関係)

(説明) 工事中に おける建築物の使用は 、工事に伴う火気使用、工

事に起因する施設、設備の機能の停止または低下等万一災害が発生

した場合には被害を大きくする可能性が強い。現行法第 7 条第 4 項

の検査済託の交付前の建築物の使用制限に関する規定は、たとえば、

新築の湯合における部分使用、地改築等の工事中の建築物の既存者11

分の使用等多械な工事施工中の実態に必ずしも卜分に対処できなか

った点もあり、運用により実際的な解決が図られていたが、防災対

策を推進するうえで、法令上の根拠をより明確にする必安企があると

のWI 点、から本改正を行ったものである 。

改正法第 7 条の 2 および第 18条第 8 項の対象となる建築物は、法

第 6 粂第 l 項第 l 号から第 3 号までの建築物であり、これに該当す

る建築物の建築および遊維施設等に閲する工事を含む増築等をする

場合、検査済誌を受けた後でなければ使用できない原則を定め、特

例として特定行政庁( 工事完了届出があ った後は建築主事) が安全

上、| 坊火 1-. またはi墜F陸上支障がないと認めた均合等に限り仮使用が

できるとしたものである 。 したが っ て、増築等を行う場合で避 ｾｭ 施

設等に WI する工事を合まない場合には、本条の適用がなく、この場

合における工事中の使用制限は、つぎの第 3 ( 改正法第90条の 2 ) に

委ねられることとなる 。

〔要綱第 3 ) 工事中の特殊建築物等の使用制限

1 8  也事 と社会 / 197711' . 511 }} 

特定行政庁は、工事の施工中に使用されている特殊建築物等が著し

く安全 上、防火上又は避 ｾｪ ｴ 上支障があると認めるときは 、当 該建築

物の所有者等に対して使用禁止、使用制限その他必要な措置をとる

ことを命ずることができるものとする 。(第90条の 2 関係)

(説明) 前項の第 2 が、確認を要する場合の検査済証の交付前の使

用制限であるのに対し、改正法第90条の 2 は、確認に係らない小規

模の修繕等を含む、より広い範囲をカバーする工事中の使用制限に

関する規定である 。本条の対象となるものは、法第 9 条または法第

10条の規定による使用制限等の対象とはならず、法第 6 条第 l 項第

1 号から第 3 号までのいずれかに該当する建築物を工事中に使用し

ている場合であり、安全J 二、防火上または避難上著しく支障がある

と認めれば、当該建築物の使用i 1 i IJ限等を命ずることができるとした

ものである 。

なお、本条は、改正法第 7 条の 2 の規定による遊銑施設等に関す

る工事を含む増築等に該当しない噌築等の工事を施工中に使用して

いる場合および改正法第 7 条の 2 第 l 号の規定により仮使用の承認

を受けている場合にあ っても適用することももちろん可能である 。

〔要綱第 4 ) 工事中の建築物の安全上の措置等に関する計画の届出

百貨応、病院、ホテル、キャバレ一等の用途に供する特殊建築物及

び地下の工作物内に設ける建築物の建築主は 、当該建築物の新築の

工事文は避難施設等に閲する工事の施工中にこれを使用する場合は、

あらかじめ 、 当該工事中の安全 ｼ ての措置等に関する計画 ｾ ｴ［Ｚ を作成し

て特定行政庁に届け出なければならないものとする 。(第90粂の 3 開

{系)

(説明) 相当規模の不特定多数の者が利用する特殊建築物等( 対象

建築物は政令で定める 。) については、工事中の使用はきわめて似重

に対処する必要があるので、当該建築物の新築工事斗 ｬ または避世 ｪｾ 施

設等に関する工事の施工中( この均合、硲認の対象外であ っても)

に使用しようとする場合には、事前に工事中の防災措置に| 期する計

画 ［Ｑ［Ｚ の提 出 を義務づけたものである 。 遊官 ｪｧ 施設等に ｉｾｉ する工事を合

む用築等の場合は、改正法第 Ｗ 粂の Ｒ とリンクされるが、当該遊 ｾｭ

b包設等に関する工事が、小規模修繕写で確認を要しない揚合には、

本条による計画知立 、改正法; ? i 90条の 2 と連動して有効な| リi 災対後ご

の推進に活用されることとなる 。

〔要綱第 5 ) 用途規制

第二種住居惇用地域内で建築しではならない建築物として次の各号

に制げるものを 加える 。

一. 三階以 上の音11分を第一極住居咋用地域内において建築すること

ができない建築物の 用途に供するもの

一. 第一種住居 1.'1用地域内において建築することができない建築物

の ｭ 途に供するものでその用途に供する部分の床而積の合 ｉｬｾ が、

1. 500 平方メートルを必えるもの ( 第48粂及び日11表問係)

Ｈ 説明 Ｉ第 二 種住居り用地域は中 ＱｾＧｾ￞ｾＱ 住宅に係る良好な住民の環境

を保護するため定められている地域であるので、第一的住居 h早川地

域に較べ、住宅の戸数千宇;1支や居住- t i の人口待;1支も大きし、。 このため

中市附住宅の下Ａ荷 ｾｦｬｬ にこれらの胞設が設けられるいわゆるゲタパキ

住宅はすでに持遍的なものとな っており、第二種住民 212 用地域から

居住者サービス問の '-'1m1占角I i やサービス業事務所を排除することは

不適当であるので、改正白ij の法11子においてこれらの純設の建築を制

限していなか っ た 。 しかし 、 法文 ｉｾ これらの』包設が規制されていな



いため、第二種住居専用地域内に大規模な庖舗、事務所等が進出 し

て、周辺住宅地の環境を悪化 させる例や、中高層住宅の上層部にこ

れらの施設が設けられ、隣接住戸の環境を悪化 させる 例 が見られる

に至った。 このような状況を勘案して上記の改正を行ったのである

が、三階以上 と二階以下を区別し、規模の基準を 1，500 平方メート

ルとしたのはつぎの理由による 。

イ. 地 |二階および二階は居住者の日常生活にサ ー ビスするのに 利用

しやすい空間で‘ あり 、三階以J ては二階以下に較べその必要性がな

く、住宅として専用的に利用することが望ましいこと 。

ロ 日本住宅公団の団 地 内底舗の配置をみると近隣センターは ｾ ＵＰＰ

平方メートルあれば十分であり、その他 の商業施設についてみても

第二組住居専用地域において l 可 500 平方メートルを超えるものはき

わめて析であることによるものである 。

なお、この改正は別表第二( ろ) 項に八号および九号を追加 した形で

行われている 。 また、 政令によりこの規定の適用を除外することと

しているのは、住居の環境を害することが少なく、かっ公共性の強

し、病院、大学等についてである 。

〔要綱第6- 1) 道路幅員による容積率規制

前面道路の悩員による容積率の制限について 、第一種住居専用地域、

第二種住居専用地域若しくは住居地域文は特定行政庁が都市計画地

方審議会の議を経て定める区域内の建築物にあっては従来の6/ 10掛

を改め4/ 10掛とするものとする 。(第52条関係)

(説明) 従来、幅員 12メートル未満の道路にのみ接する般地 につい

ては、従来より高容積を容認しえないものとしで幅員のメートルの

数値に 6/10を乗じた値を容積率の |二限として 制限を行っていた。 こ

れは、師以 12メートル以上の道路は都市計画J -.少なくとも 補助幹線

道路として位置づけられ、車線数も 4 UJて確保されることとなるた

め、幅員による制限の強化は必要ないのに対し、幅員12メートル未

満の道路は沿道の高森相化に伴い交通混雑を生ずる可能性が強いこ

とと、都市計l習とも医函街路として位置づけられていることが多い

ことにより、出容積を零認しない基準としていたものである 。

今同の改正は住居系の地域において区画街路のうち、 4 - 8 メー

トルとい った似品の小さいものに f妾する敷地 について 、f主居地t或で

定めうる容積率の限度一杯の建築を行うことが住居地域の環境 1-. 好

ましくないことにより実効のある 4/ 10掛をとることとしたものであ

る。 この4/10という値は昭和45年まで施行されていた建築法準法に

おいて規定されていた道路の幅日による建築物の高さ制限および建

ぺい率の; 制限を勘案して定めたものである 。 なお、幅員が10メート

ル以 卜. の道路の腸合は4/ 10掛で、あ っても ilill 限の強化 にならないが、

住宅地 としては補助幹線道路に相当するものになるので制限を強化

する必要がないと考えたものである 。

(参考)

o  t.1s  "" ，Ｚｲ ＱＱＱｔｉ 道路 目 ｊ ｾｾ により道路軽仰を行う場合の同 ｬ 庫補助採択 Ｑ よ準は原ｬｉｩ ｊ として

恥Hl 12 メートル以 ". ( 卜大同Srl i は20 メ ー ト ル 以 り で あ る 。

0  道路の間 ｓ ｲｬ ｩ ， ￬ 十日 ｉｔｉ の際建設大臣認可をｾするのは申 ｗＱＶ メートル以 Ｑ ＭＮ ( 卜大相s，1i

は22 メー トルL孔1:) である 。

また、特定行政庁が自i [S市計画地方' 係議会の議を経て指定するのは 、

街路が未経備である医域ゃいわゆる飲み屋街の区域なと、の区域を想

定したものである 。

〔要綱第6-2，第7) 第二種住居専用地域における容積率および建ぺ

い率の制限

tJ1S di ，H  11 IT ! において定められる第二純住居 1，11用地域内の建築物の科秘

本及ひ‘ｦｊＡ［ ぺ ぃ［Ｍｴ ｾ ｾに ｼ 期 して 、 Ｑ 符般市については従 ｬ￬ ￭ ｪ の ＲＰＯ Ｑ Ｐ 、 ＳＰＯ Ｑ Ｐ 、

40/10、のそ紐であ ったものを 10/ 10、15/ 10、20/ 10、30/10、の i' LI 純

に改め、挫ぺい'十: については、 ff l : 前の6/ 10のみであ ったのを 3/ 10、

4/10、5/10、6/ 10、のPLI . f i 1j に改める 。( 第52条第 1 項及び; f i53条第]

Jri! )!1係)

(説明) 川途地械に付随する建築物の容積率およひず建ぺぃ，がの限度

は都市計画において定められていることとな っているが、その限度

は任意ではなく 、各用途地域についての都市計画法による指定目 的

を勘案して建築基準法により妥当な限度の値が定められている 。

第二種住居呼用地域は従前は住居地域、準工業地域等と同一 グル

ープとして容積率および建ぺい率の範囲から選定することにな って

いたが第二種住居専用地域の「中高層住宅に係る良好な住居の環境

を保護する」という 指定目 的 に鑑み 、先の用途制限の強化 とともに 、

容積率およひe建ぺい率の強化の途を 聞いたものである 。強化 された

容積率および建ぺいE容は従前の第二種住居専用地域のうち、 中高層

住宅団地 などには十分指定しうる 数値であり、都市計画上の適切な

活用が期待されるところである 。

住居地域について問機の改正をしなかったのは住居地域が「主と

して住居の環境を保護する」ことになっていて、都市計画上住宅以

外の用途の立地 を許零しているので、第二種住居専用地域のように

密度環境を強化 しでも、総合的な環境としてみたとき実効が期待で

きないのでこれを避けたものである 。

〔要綱第 8 ) 第一種住居地域内における建築物の高さの限度

第一種住居専用地域内における建築物の高さの限度は 10メートルと

なっているが、その敷地および敷地内空地が相当規模以上あるとき

は、特定行政庁が低層住宅に係る良好な住居の環境を害するおそれ

がないと認定した場合に限り、高さ 12メートル以下とすることがで

きる旨の規定を設ける 。(第55条関係)

( 説明) 第一種住居専用地域は低層住宅に係る良好な住居の環境で

保護するため都市計画において定められる 地域であるので、建築物

の高さも 低層建築を前提として考えている 。 この低府という 概 念は

原則的 には平屋もしくは二階建の形態のものとして把提され、低廓

建築物の高さはほとんどの湯合10メートル以下であることから、原

則的な高さの市11限が設けられているものである 。従前より建築審査

会の同意を得て特定行政Jr が特例許可を行う途は| 持lかれていたが、

今回は寺社教会、公衆浴湯等低層であっても階高小屋組の大きな建

築物については許可手続にかからしめずとも建築確認できるための

途を開いたものである 。 この規定の適用が受けられる敷地および敷

地 内空地 についての l，} ! J 、規模は政令により定めることにな っている 。

〔要綱第 9 ) 日影による中高層の建築物の高さの制限

第一種住居専用地械、第二極住居専用地域、住居地域、近隣商業地

域及び準工業地域の全日11または一部について、 地方公共同体が条例

により区域を指定し、法定の複数の日影規制基準の中から適用する

ものを選定することによ って、この区域にこの基準を越えて日彩を

落とす建築物の日さの; 制限を行うことができるよう規定を設ける 。

すなわち表制欄の各項ごとに、条例で指定された医域内にある建築

物は 、冬至自の其太陽H寺による午前八時から午後pq時まで( 北海道

の区j或内にあ っては、午前九日寺から午後三H寺まで) の問においてそ

れぞれ剥訓制の高さの小平商( 条例で指定しなか った広域および当

該建築物の敷地の敷地内の部分を除く) に 、剰に) 欄のけ、(つまたは

(三の号( 住居地域、近隣商業地域及び準工業地域にあ っては(うまた

は(コの号) のうちから条例で指定した号に掲げる 1時間以 I-: H Ｑｾｾ とな

る部分を生じさせることのないものとしなければならないものとす

る。 この制限の適用に当た って、対象建築物のある敷地内に表(ろ) 欄

に該当しない建築物があればその建築物による日影も統制対象とな

ること、建築政地の属する l又域でなく日影の生ずる区域の fljll 限規定

が適用されることも併せ規定している 。(第56条の 2 関係) なお上記

対象区域の第二種f主席停用地域における北側斜線制限は削除された 。

(第56条第 l J r:l第 3 号)

( 説明) この nwによる建築物の正月さの規制は、社会的1組化した日

開障害問題に対して公法 |ての則市11による対策を講じたものである 。

円! ! 自障害問題の本氏は、円! 1Hそのものにあるのではなく、経済のお

度成長の結果人門が自 ｾ￭ ｬ ￱ に Ｎ Ｑ｟￟ li' し高密居住が必然にな ったため生じ
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た環境問題であると認識される 。 したがって、この脱定を設けるに

あたってはとくにつぎの三点に考股が払われている 。 すなわち、 ①

市街地の各地域の環境目標は従来より初市社両による政策決定手IIIiI

を踏んでなされてお、り、用途地 域制とリンクしてなされるべきもの

であること 。② 地域の環境として把姥する問題に相隣問題に相当す

るレベルのものを混同させないこと 。 すなわち低府住宅による円［［ｽｾ

や 敷地 境 界 線付 近の日影は対象としないこと 。①存在Q的 かつ公平な

規 制it 準としては 、 日! 1 制定保の基準は不適当であるので円彬規制に

よることとしたこと 。 またこの場合、太陽がノjく平線に近い f: } i . 間にあ

るときの日 ［ｪ￭ｾ は対象としないことである 。 Ｑ Ｐ ｭ を超える範聞につい

ての本準は彩の長い建築物により厳に作用するが、これは 2 以 上の

建築物の長い ;13が次々に影響するいわゆる核合日影の防止を考慮し

たものである 。 すなわち、同標日 !I 百時間を瓦太陽時 8H寺から 16H寺ま

での聞の日 ｮｾ 測定時間から 手軽し ヲ｛，、たもののＱＯ Ｒ 未満の日［ｾｾ時間を

規制本準としたものである 。 5 m を，也え 10m 以下の範聞についての

基準は日 n買測 定 時聞 から目標時間 を差しヲ |いたものより 1 n寺間強 化

したものＨ 制 限 対 象とならない建築物の ［［ｴｾ 粋を考慮してＩである 。

表 日影規制基準

(ろ) 規定を適用さ

同平均
(に) 数地I克界線から水平距離が 5 m

地銀面 を超える範閲に生じさせてはな

(¥1)  j也 域

からの らない n ［ｾｾｉ 時間
れる ill 築 物 帥

おさ(。
号 10m以下の範開(刈 10mを超える範囲(同

ｾ ー 純 事f i0i 7  m を担え

311キtHl( 2  11キf::J) 211約H1( 1 .511キ1m)

住居ｾ￯Ｍ ｲｮ 地 る建築物は階数

1. 5m 4  "  ( 3 "  )  2.5"  (2 φ )  

1.長 (地陪を含まれ、)

5  "  ( 4  "  )  3  "  (2 .5 ο )  

3 以上の建築物

;r; ー純

おさ 10m を担え

(  .) 
311寺/l日 (211キ/llJ) 2i1キ1: 11 ( 1.511キ/IiJ)

{主J;耳di-ff JJ 也

るｾ策物
4 m (:) 4  "  ( 3 "  )  2 .5 .  (2  " )  

f戎
5  "  ( 4 "  )  3  '， (2.5 '，)  

住居地域、近 (  .) 

411寺1:: 1(  31時間) 2 .511寺/UI(2時間)
際商業地域又 同 同 上 に)

5  "  ( 4  "  )  3  '， (2 .5 )々
は準工業地成

i主1. (1; 1 ) 欄の平吻地盤而は当該述築物が周囲の地銀面と擬する{ 立; 丘の干均高さの

水干而をいう 。

注2. Iに) 側 、内の時IUll ま北海道の医岐にかかるものである。

(日)

ｎｾ ゴ一一
道

路

市IJ 限を受ける建築物

敷地境界線

〔要 綱 第 10) 敷地内に広い空地がある建築物の容積率等の特例

その般地 内に 一 定 水 準 以 上空地があ って 、かっその政地 面柏がー定

焼 模 以 上である建築物で、市街地の環l売の幣備改者一にすt するものに

ついて存税率の限度および建築物の日さに |刻する通常の制限を特定

行政/Y が許可した範囲内において経えることができる場合の間連則

定を終備する 。( 第59粂 の 2 関係)

( 説明) 従来第52条の容積率の規定 、者' ¥55条 の 第一純住 居 停 用 地域

の高さの fli ll限の税定および第56条 の 斜 線flill 限の脱定にはそれぞれ例

外許可として今同新設した規定と同 j也旨の胤定が設けられている 。

これらの例外許可の基準についての政令は第 136 条に一括して続定

されており、運用も総合して行われ、「総合設計」と呼ばれているも
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のである 。 今同の改正は法の則定にむいてこれを寸汚することによ

りこの規定の活用による市街地の環境の桜術改蒋に資する注築，Hllljj

を促進しようとするものである 。

〔要 綱 第11 ) 建築協定制の改善

借地権のない土地の所有者は、 一 人で当該土地の氏域を建築協定 l又

・域とする建築協定を定めることができるようにするとともに 、 全n

の合意を要する建築協定灰域の土地の所布者等のうち、{ 行地権のあ

る土地の所有者についてはその合立を必ずしも要しないものとし、

また、土 地 の共有 ｊ Ｗｔ 手の取般に Ｇｾｉ する脱定を終備する 。Ｈ 第 ＷＰ 条第 Ｒ

I賞、第76条の 2 及び第76条の 3 関係)

(説 明) 建築協定の制度は建築本準法、工法当初から設けられていた

が、昭和40年代に入るまではその的! T I も析であった 。 昭 和40年代に

は宅地分譲や建売りに活用されるようにな ってきた 。 しかし、従米

はこのような均合において今川改正の 一 人協定が認められ ていなか

ったため、土地所有拘を2人以 卜. にするため・般分譲に先、工 って 少 数

の者に建築協定用の分譲を行ったうえ建築協定締結するという制維

な手続を経ていた 。 ー人協定に聞する今同の改正はこのような JJJ 合

の手続を簡素化するとともに、 年以内に複数の↑ 'ZI，定行による・般

の建築協定の形態に移行しなか った均合には失効するように則定を

設けたものである 。 つぎに、 m地権のある土I也の所有. f i については

遠隔地に居住している等の fl P . 由により、その同意を i ｾￎＧ るのが同級な

ことが多いことと 、建築協定により財政権に; ; 引呼が生ず るのは{JT地

権に対してであるとい えることにより 同意を必ずしも裂しない もの

である 。 これに関連して、 11f 地権が消滅した場合に di 該 lli 築 政J也に

かかる協定の効力が失効することを縦定した 。

〔要 綱 第 12幻〕 建築物又 lはまその敷I地位カか、

の措置

従来は建築物又はその政地の過、1" が以する rx: 域 の ;[;11限が適用されて

いた終的来 、建ぺい本及び建築物の，: : ) さについて、平手村1;.本および注

ぺぃ，本については 市 ＱＱ 限の輿なる医域Ａこ以する般地の ［ｾ｛ｉ 分ご との ［｛［ ｉｉ￟ｒ

を般地面柏比により加重' " f J : ! : ) して適用するものとし、 ':"J さについて

は各部分の屈する区域ごとに適 ｲｮ するよう改者ーする 。 Ｈ ｜Ｎｴ ｾＵＲ 条、 ｾｾＵＳ

条、 第55条、第56条 、 第91条関係)

(説 明) 制限の巽なる灰域に1 #f る般地や建築物についてのI絞り被い

は 、 従来より、行政の ｾ ｜ ｌｊｊｩｽ から Ｍ ｩｬｴ の ｪ 品、 ｉ ｾ 主 ｊ 世を改めるようｾｾｾ ， ｉ ｦ のあ

った点である。写字千i'.t;彩、 lli ぺい本については j品、1"適 10 を有利に受ける

よう政 ｊ 也分 ＧｾＱ ＱＱ をすることがあることと、 ＱＩＱＱ 重平均が制限の移行して

いる筒処として妥' - ' i であること、，: ，' ) さについては; ' f / I分 ご と の 適 川 が

Ｇ ｊ ｾ 実 Ｑ Ｚ 可能でもあるこ とと 、いわゆる路線尚業地で ・の奥の深い政 地

に建築される建築物に対する道路斜線; 有11限の不合Jl p ' さを解決できる

ことによるものである 。(表 参! 1m

表

|正.t f!世 . ｪ 也 ｬｩｾ '!fi， 適 JII }J  il 

ｮｩｬ､￭ 計画ド［ＨＮｉ ｬｾ (41条の 2 )  理主 ｊ 也がわたる ｮｾ ＧａＧ

問途 ｉ 世 ｬｩｾ (48条) ｾｩｸｪ 也の過‘ｼ主の ｫ ￉Ｎする Ｑ ＾＼Ｚ (j也)

'::l 度利用地反 (59条) 1"長谷=の llill 限に よる 。

平Hi ' l 不; 制限 (52条2 Jm 政} 也がわたる. 11; 1合

ｩｬｬ ぺいヰ，ｾ ;お11限 (53条2 J j.i) 事xj 也而mの加1-']";[ 干上句による

外壁後退WI! 雌 (54条)

10m おさ制限 (55条) ill 築物がわたる場合

斜線; 1l 11限 (56条) 九日11分ごと の; 制限に よる 。

点在u也区 (58条)

防火I也域 (61 条) ill 築物がわたるぬ介

準|リi : k地域 (62条) 厳なる ｽｪ の［Ｑｬ Ｑ ル ［ｬｾ による 。



日影規制による建物の形態
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ひ か げ

日 照 保 護 と 日 影 規 制 の ね ら い

住宅地における中市府建築物の佳設にともなう円 mf 間近1をはじめ

とする民住環境問題は、本来的には粁l隣お問 による紛争問題として

解決をはか っていくべきものと考えられてきた。 しかし、自rtS，Hに円

ｭｴ 問題ＧＱｦＮが Ａｰｊｩ づきするに到り、行政 ｊｩＧ に対して ｉｬｾ 急かつ強力な対応策

がのぞまれた 。 その結果、これら 11 l! (j 問題T17. が直接、持ち込まれる

行政の窓 ，- ，丹111"] において、名般の指導要綱、および生活環境条例学

による行政 ｉ ｾ の対応をすすめたのである 。

これらの行政 ｉ ｾ の対応策は対処僚法的であ っ た 。 たとえば、建築

1:. が新築也築物によ って 円陰となる 11全L1 あるいは 一定H寺間以上 の

11 除となる者から同志を得る周辺住民間 ):;!:}J 式であるが、これは私

人1I1Iの-i ' IFI による解決であり、行政 Ji' が新築建築主に対し行政的: 1;11

約 ( ＺＧｾｾｲｩ の受付保留、処分放問 Ｉを 加えたり、紛争処 ｉｾｾ サ ービス 機

lY: jの投汽を行い、紛争解決の促進にあたるという 「行政サービス」
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を強化したというべきものである 。 また、行政J i " が生活環I克の保護

のために、 111! 何時間 を定め 、行政庁が出来得る限りの制1& ( 上下水

道の締結恒' ; ' i ) をもって 、強力な行政指導を行い、直接、行政庁が

あたかも脱出11するかのようなものまで、極々維多であった 。

し、ずれにしても、これらの行政庁の対応策は法的には建築行為と

いうl [ ，Fif 権の行使を法ilt ではなく、行政の指導力によ って 実質的に

制限し、 Covcr しようとするものであることから生ずる名純の問題

点を絶えていた。 それがために、 H1境問題写について、 何のために

fll f を保護し、いかなるか法によりという行政 Jr の恨拠，也、忽! ともいう

べきものが明確にできないままでの、行政実務上から生じた処置で

あったと言い得る 。

今同の建築ｾ，ｾ準法の改正による「中日府建築物の ｭｪｴ 見［Ａｩ ｉ ｉｊ は、
tJi irli の市街地においては、やはり土地利用は日府高? 析が促進される

べきであり、そうした場合に 、居住環境条件も社会のルールとして

目定、I しておくべきであるとの考えから、+ 食言すを総て、公法によって I見
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影響面積
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"・措置

2.0時間 5  7  2  2  12.54 119 

2. 5時間 5. 0 2  1  10.5 10. 0 
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5.0時間 3  5  2.0 7. 0 
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｡ｾ＠ ｾ＠ ， ｾＮ＠ _b_ _ 1  a X b ｉ ＧｾＧ Ａ 一一一
堂方向 ｾ ｉ ｾＧ 苦言 ｼ 影響面積 Ｑ ＮＳ 駅間
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市IJ されるに到ったのである 。 こうした観点からの「中高層建築物の

色彩規制」のねらいは、単なる市街地住宅の日照確保を目的とする

ばかりでなく、日照という指標をつか って、採光、通Jit 、プライハ

シ一等を含む市街地の居住環境条件を間接的に保護することにあり、

2 2  

市街地の適正な環境を確保しつつ都市形成を促進させることにある 。

したが って、先に例示した円照紛争防止あるいは解決法として手

段や、既成の住宅の個人生活の円! ! 自確保を目的とする行政的手法等

とは 、恨本的にその思想、および方法が異なるものである 。



ひ か げ

2. 日影 規 制 の 影響

日影規制lの施行にともなって、居住環境を

確保しようとするねらいは観念的には文言に

より「日影時間を規制 し0 0時間の 日照を篠

保する」ということで、直接的な規制値であ

りよく理解できるのであるが、具体的 に、 こ

の規制に よ り建築物の形態、市街地形成がい

かに変化 し、いかに{ 主み よさが佐保されるか

を存易に理解 しがたいという欠点がある 。

とくに、 同一用途地減内において、異なっ

た規制{ 直を指定された場合、その内容、イメ

ージの違いを 明確に理解 して論じなければな

らない。 しかし 、建築物の形態が複雑である

こと、太陽の動 き( 高度 ・方位角) と建築物

および敷地の方位により、臼 影の形は容易 に

類型化 して整理できないのである 。 そこで、

ケーススタディを通じて類推 して 、概念的に

ではあるが、規制の効果を判断する一助と し

たい 。

2.1 建築物の高さと日 影範囲

ひかけ.

「中市府建築物の白影規制」と 一般に呼ば

れているが、法文には「日彩による 中高層の

建築物の高さの制限」とうたわれている 。 し

たが って建築物 の高さを制限することによっ

て 日! ! 君臨保等の居住環境条件 を保殺しようと

するものであると E里月平できる 。、

そこでまず、建築物の高さを 一定にして、建

築物の形 態 を変 化さ せ、その日 ［ｩｩ ｾ 範囲をケー

ススタデイを行い検討してみる 。(第2. 1. 1 図、

第2. 1. 2図、第2. 1. 3図、第2. 1. 4図、第2. 1. 5図)

〔例〕 建築物の規模を市さを l として償 : 縦

の比で 表 示 ( 北緯35。として算定)

a 建築物の紬方向に平行して日; ; ろの Ip日

を測定

｢ 卜Ｎ 記の日［ｾｾの幅方向に直交して日 ［μ

の奥行長さを測定

; 彩科指数 : iiS斡面積 (aX b)  / 建築物の容

積

これらの例題を見ても判断できうるとおり、

日さを - ilt 的に規制することにはならず、建

築物の形態によ っ て 、日 ｬ［ｦｾ の純聞は大きく異

なることは 明石箆であるといえる 。 とくに 、長

H与問の 口;; 診の影響範囲は 、日 さに 関係なく、

住築物のｉｊＡ ｉｊ 後線の［［ｽｾの線の交点によるものと

なっており、日さに無関係 となる場合が多く

ある 。

2.2 建築物の方位と日 影範囲

建築物のモデルとしては 、円 ｊｾｾ 規制の 対象

地域と考えられる住居系地域に主として建築

されるであろう共同住宅を仮想した 。 (第2.

2.1 図)

〔例〕 述 築 物 の 規 模 を 償 縦 : I  ｾＧＺｊ を Ｑ 5  

3 とする 。( 緯度目。 として算定)

*11可申Ihから南北制lへ移動していくとともに、

ＱＱ ［ ｾＱ ＱｬＱ日 ［［ｩｾ の形が変化する 。 この変化の法 則性

を探る研究はなされているが、実用的にまで
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b  aX b  
l影aX響b指ハ数51  

輸に直交長さ 影響商積

6. 7 80. 4 5. 4 

6.5  63. 1 4. 2 

6. 2 49. 2 3.3  

5. 3 26. 5 1. 8  

4. 3 21. 5  1.4 

b  aX b  ( aXbl旨1数51  

軸に直交長さ 影響面積 影 嘗t

7. 7 69. 3 4. 6 

6. 8 ＵＲＮｾ＠ 3. 5 

6.2  43.4 2. 9 

6. 2 31. 8  2.1 

4. 3 23.7  1. 6  

v  

輸に直b交長さ

a Xb  
(影aX響b指11数51 

影響面積

7. 3 56.9  3. 8 

6. 3 44 . 1  2. 9 

5.7  37. 1 2. 5 

ι 7  28. 2 1. 9  

3. 7  20. 4 1. 4  

b  aX b  ( aXb/151  

輸に直交長さ 影響面積 影響指数

6. 8 49. 6 3. 3 

5.7  38. 8 2.6  

5. 0 32.5  2. 2 

3. 7 22. 2 1. 5  

2. 5 14. 3 0. 9 

b  a Xb  
l影aX響b指11数51 

輸に直交長さ 影響面積

7. 7 63. 9 4. 3 

5. 7 42.8 2. 9 

4. 0  28. 0 1. 9  

1. 0  6. 0 0.4  

1. 0  5. 7 0. 4 
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は進んでいないようである 。 また 、; 形特指数が相当用減すること、

とくに多 ｈ 寺問 ｮ ｊ［ｩｾ の場合にその増減が激しいことに注意したい 。

2. 3 建築物の周辺条件と日影範囲

建築物のモデルとして、先例よりもよりよ日本化したもの、共同住

宅一一( 1 住戸9.0mX  7. 5m をユニ y 卜として、 4 戸を ー府とする)

一ーを 5 階建、 7 階 建 、配置 は 束 仲!ilHおよび南北舶を想定し、その

想定建築物を建築する場合の日 ［ｩｴｾ 脱出 Ｑ｝ の効果を算 定し、 Ｑｊｾｴ 也規模を

道路( 幅員 6 m とする) の接道条件とともに検討してみる 。

〔例 ) ｾ印刷 ｩｬｬｬ 型 Ｗ 階建共同住宅規模 ＳＰｭ X  12m X  22m (第2.3. 2図)

道路斜線 、採 光斜線 、 隣 地 斜線、避 Ｏ￟ｦｴ 通路 、ｾｴＱｈＱ ｝斜線Ｈ第 Ｒ 積

住居呼用地域内で日影脱出 Ｑ｝ の対象 ｾｍＺ の指定があれば、ｾｴＱＡＡＱ｝斜

線制限は除 外 される ｊ 等の各制限を算定して円 ［ｪｦｾ 規制と組み合

わせて、検討する 。

ａＮ ＮＮＮＮＮ ｾｾ Ｎｴ也 ｉ 克界線から Ｕｭ を，也え ＱＰｭ 以下の純問

B .. ... .  • 10mを，也える純岡

I. . . . . .Aの範閉で 3時間、 B の範岡で 211寺間以上の日影H寺間を

生じさせない。

n  .. . . . . Aの範囲で 4 時間、 B の範同で 2.5時 間 以上 の日彩時間

を生じさせない 。

1ll .. ....A の純固で 5時間 、B の範囲で 3 11引Hj 以 上の日影時間を

生じさせない。

"  ;;例年間lの測定方法および測定 IｾＺ＠ J さ (4 .0m) は建築ぷ準法の胤

定による 。

以 F、WI Jy，!ilh型 5 附建共同住宅 (第2.3.3図) 、南北側l型 7 階建共

同 住 宅 ( 第2. 3.4図)、 南北紬型 5 附述共同住宅 (第2. 3.5図) につい

て検討した 。 なあ、 ｬ 栢北 ｾｩｬｨ 型については建築物の両側より採光するも

のとした 。

これらのケーススタディより考えて、 ｗｉｾｩＡｩ､ｬ 型の湯合 、 従来の集

J.f 1J ; 見定と 相乗的 な効果が生ずることが il Ji らかとなった 。

2. 4 日影規制の影 響

前科 ｂ ↑ ｩ のケーススタディより考えて、 ＱＫ Ｑ ＱｾＺ［￞［Ｑ 建築守物について 、 つ

ぎのような傾向があると推量される 。

( 1) 土地利用について 日影規制の対象広域の指定により、従来の

2 4  
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日影規制による敷地境界からの距離 ( 日影時間図は建築物の高さ 18mで描いている )

集向上見定と相まって 、建築可能な存政が相 当ダウンする 。 その結果、

Ih日府市筏型の建築物は対象区域外へ進出 する。

(2)  市街地形成について FI  ［［ｽｾ規制により敷 地 ・ 街区の規模 、 形状 、

方位( 小規模倣I也、東西方向に長い敷地等) によっては 、数地 の利

用効本が著しく低下することから 、中 日府建築物から低層建築物に

よる低府高街へと逆転する 。

(3) 街区構成について 建築物を京阿に長く建てるよりも、南北に

長く建てる方が、キIJ f円引が日いため、政地 も南北 il ilH型となることも

ある 。 また多数僚による複合日; ; 拐をさけるため、敷地 を小 さく区画

される可能性がある 。建築物の 中111線 は一般に道路と平行または直交

とされてきたが、方{立により建築物の' i ! 1 I 1を定められる 。東西制l道路

が広 lt ，. ¥11の場合、 道E路;告fのJ北tf!川!!I川!り川IJ とl南将何f!側!!I川!IJ の建築物で、高さが3著写しく巽異占〈な主る 。

(ω附4引) 建築物の形態について 建築物の il

向の奥行を大き〈する 、正方形に近いコ字形 . H字形等の円; 拶規出1]

に有平 ｉ ｊ Ｇ､Ｚ形とする、 ｴ 蕎状建築物とする、 ｾｴｦ ＡＡｬ ｊ にセットＯ {' ' j クさせる、

日JU規制の対象とならない日さにする、等の傾向が出てくる 。

。

以 |てのような大ftD. な推 11I が当を得ているならば、日 53規制の対象

ｬ 足域の指定については 、 ｊｊｾ 阪神地 方の土 地 のお度 利用 の 促進 を考日 を

する場合 、 とくにｮＡ ｬ 市 ｾ ｩｬ 国行政の陥路となっている 既成市街地か ら

のスプロール化、 過少宅地 によるミニ 開発といった直面する 問題 も

抱えており、それに加えて、この円 Ｉｩｽｾ 脱出 Ｑ｝ 値の中から、あまりに厳

しい本準値による指定がなされたとき、郎市資産となるべき中高府

建築物の建設が抑日 ［Ｑ｝ され、郎市の再開発、不燃 化 といった都市のｾ［Ａ［

本的終的を遅滞さすことも考えられ、 卜分なる検討が必要である 。

このように 11影 規 ;1;1] の対象区域の指定については 、関係各界で、

何々論じられているが、建築お準法の規制lであること 、言いかえれ

ば、郎市 計画法の姉妹法による規制であること 、都市計画という 1:

位計前l にマッチした郎市の構成要素としての建築物を適宜かつ適正

配向するための規制であることを常に念頭におくべきであり、都市

計画 |ての制限、計画事業等を 卜分に勘案して、市街地 の居住環境の

基本ルールとなるように定められるべきである 。



建築物規模

30m x  12 m x  22 m ... ー 7 階建

( 幅) ( 奥行) ( ; 1; さ) 東西軸配置

・ 3竹

千l

tg 

干E司

書

8  

. ! 2 

1. 0∞ 2. 0∞ 

戸ご111t二コ

建築面積 330m'

延面積 2 ，2 10 m'

周辺道路幅員 6 0 m  

道路斜線 ( 11 . 6 m) 1.25  x ( 6+(  11. 6) - 22 

採光斜線 ( 8. 2m ) ( 22 - 1. 5) / 2. 5- 8. 2 

隣地辞ほ皇 ( 1 . 6 m) 2O+ 1. 25 x l . 6・22

避難通路 ( 1. 5 m)  

北側斜線 ( 9 . 6 m) 10 + 1. 25 x 9. 6・22

日影規制による敷地境界からのE巨費t

A  B  

北 方 向 2 5  2 3  I  

東西方向 3 . 6  9  6  

I北東 方 向

20. 5 1 21 . 5 

E  

西 方向 o  1  3. 6 

北 方 向 15  2 0  

田

東西方向
。。

建 築物規 模

3 0 m x  12 m x  16 m ・・・・・・ 5階建

( 幅) (奥行) (高 さ} 東西軸配置

周辺道路幅員 6. 0m 

道路斜線 ( 6 . 8 m )  1. 25 x ( 6+  ( 6. 8) ー16

採光斜線 ( 6 . 0 m) ( 16ー1. 51/ 2. 5 - 5. 8- 6

隣地意輪車 ( 0 )  ;Iiさ 20m以下

避難通路 ( 1. 5m)

北傾11斜線 ( 4 . 8 m) 10 + 1. 25 x ( 4. 8) ー16

日影規制による敷地境界からの距離

A  B  

北 方 向 15  15. 5 

I  

東西方向 0. 8 3. 1 

北 方 向 10  14  

E  

東西方向
。。

北 方 向 10  11  

田

L宇西方向

。。

一

I  E  田

第 2 種住居専用地減 ( ー) 第 2 種住居専用地域( ー) 第 2 種住居専用地域 (ニ)

住 居 地 域 ( ー ) 住 居 地 域 に )

A  3 時 間
B. . .  . . 2時間 A  4 時 間 B ・ 2 掛 問 A  5 時間

B .. .  . 3時 間

1 1_ _ Q_  

48.  6x  49.  2- 2. 391.  1  

E 詔一

45. 1  x  37. 2- 1. 677.  7  

。
43.6x  33，2・嗣 1. 447.5 

趨ぺい率 13 日% 強べいE巨 19. 7% 

門::パ
i童ベい率 22，8%  

容 積 率 96. 6%  容 l . !Il 137，7 % 容 積 率 159. 6%  

@  

ド中ヰ

42 2x 49 2- 2  076，2  

ド弔4

38. 7x 37，2・1. 439.6

出討

372x お 2- 1. 235. 0

2  15 釣6
2 切6 26. 7%  

11 1. 2%  
160. 5% 187，0 %， 

。l酉
45  2x 512- 2  314，2  

。 | 回

41 .7x 45.2- 1. 884 日

| 閏

40.2x  43.2・1. 736. 6  

3  
14 ，3%  17，5%  19 的4

99.8".1，; 122.6%  
日3 旬4

.  

ド中ヰ

45. 6x  49.2・2. 243.5

ド弔ヰ

42. 1x 37. 2- 1.566. 1  

ド申司

40，6x  33，2・1. 347，9

4  14.7%  21. 1%  24. 5%  

1' -6 103 的6 147. 5% 171. 4%  

。1国。 ｉｦｾｾ ＺＲ ｾＶＱ
45，2x  53，2- 2. 404， 6  41 .7x 53，2- 2. 218. 4 

! 国1

40  2 x  53 2・2. 138. 6

5  
13. 7%  14 鈎6 15，4%  

96. 1%  104. 1%  108 旬4

ｊｾ 君Ｍ
48. 6x  51. 2- 2. 488， 3  

1 田君-

451 x 4 5 2・2. 038，5

1 国王

43，6x  43，2・1 関 3，5

6  
13. 3%  16，20.1，; 17. 5% 

ー-，

92. 8%  113，3%  

ーーー、

122，6 % 

ＱＱｾ＠
42.2x  51. 2・2. 160.6

1 巨岩

38.  7x  45.2・1. 749，2

| 官 官

37. 2x  43，2- 1. 印 7. 0

7  
15.3%  18. 9%  20. 5%  

1慣 例4 日2. 1% 143.7%  

1 国 L

48  6x  53 2- 2  585，2  

」 国L

45. 1  x 日 2・2. 399. 3

1 1国 L
43，6x  53.2・2. 319，5

8  
12.8%  13. 8% 

14.20.1，; 

ー...， r -

89. 3%  
--， r -

96. 3%  
羽 6%

ｬｾｲ＠
42.2 x  53. 2・2. 245. 0

Il 酉

38. 7x  53 ，2・2. 白自自

]匡司「

37 ，2x  53.2・1. 979，0  

9  14 ，7%  16 防長
16. 7% 

問2. 9% 112，2%  
116. 7%  

] E Z  

45，6x 51.2- 2‘ 334. 7 

1 1 E t  

42 ，l x 45.2- 1. 902. 9 

| う 出 土

40，6x  43，2・1 巧 3. 9

10  
14 ，1%  17. 3% 18，8 % 

ー-，
98 野品

ーー「
121. 4%  

ー-，
131.7%  

ｊＲｾＱ ｾｊ ｛＠
45.  6x  53. 2- 2. 425.  9  

JtQ5[  

42 ，I X 53. 2- 2. 239，7  

I J2Q3[  
11  

13.6%  14.7%  15. 3% 

95. 2% 103，1%  106，9 % 

--， r - --， r ー ー-， r一
第 2. 3. 2 図

O向l は" 影脱出| の規定により敷地上見様が決まる 。

*r: il はＢ彬規制［ｴ［ ｉｊｾｮ より ｾｴｦ Ａ｜Ｑ Ｑ 斜線［制限の ＩＵ が厳 ｌ l 、。

I  E  国

第 2 種住居専用地域 (ー) 第 2 種住居専用地域( ー) 第 2 種住居専用地域 (ニ)

住 居 地 域 (ー) 住 居 地 域 (二)

A  ・ 3 時 間 B ，.  . .， 2時 間
A  

. 4時 間 B ，.  ... 2 掠奇問 A" " .. 5時間 B  ・ 3 時間

。

十弔4

34 ， 3x  36. 2- 1. 241. 7 

f Z 1  

32. 8x  33. 0- 1. 閣 2 4  

二E 1

29 8x  33，0・ 983. 4

i童ぺい率 26. 6%  撞べい率 30. 5%  連べい寧 33. 6%  

容 積 率 132，7%  容 積 率 152，0 % 容l J 率 167，8 %

開 4

30.  5x  36. 2- 1. 104. 1  

円 』

29.0x  33. 0- 957. 0 

仕出

26 Ox  33 0・ 8580

2  
29 釣品

34 ，4%  38. 5%  

149. 4%  
げ2. 4% 192.3%  

3  !  0  I国
33. 5x  39. 9- 1. 336.7 

| 回

32. 0x  38. 3- 1. 2、2 5 6  

。 | 国

29. 0x  38. 3・1. 110.7 

24 .7%  26 釣4
29. 7%  

123.4%  134. 6%  
148，6%  

ト4 4

31 ，3x 36. 2- 1. 133. 1  

門In門

29. 8x  33. 0- 983. 4 

円Ws門

26. 8x  33.0・ 槌4. 4

4  29. 1%  33. 6%  37. 3%  

145. 6% 167 7略 186.6%  

。 ｉｾｉ
33. 5x 43.6- 1. 460. 6 

。 | 困

32. 0バ43.6- 1. 395. 2

。 | 国 |

29. 0x  43.6・1. 264.6

5  22. 6%  23. 6%  お 1%

112. 9% 118. 3% 日0. 5%

ｊｾ＠
34. 3x  39. 9- 1 お8.6

]匡E

32. 8x  38. 3- 1. 256.2 

ｊｾ 丘
29. 8x  38. 3・1. 141.3

6  24. 1%  26. 3%  
沼 野4

120. 6%  131.3%  144. 6% 

「
「 「

1口T

到 5x 39. 9・1. 216. 9

ｬｾ＠
29. 0x  38. 3- 1. 110.7 

l官官

26. 0x  38. 3・ 鈎5. 8

7  
27. 1%  泊 7% 33. 1%  

135. 6%  148.6%  165. 7% 

] 国L

34. 3x 43.6・1. 495. 5

ｏｊｾｌ＠
32. 8x 43.6- 1430. 1  

1 国 L

29. 8x  436・1. 299. 8

8  
22 旬6 23. 1%  お 4%

110.3%  115.4%  127 防長 l

一---， r - 「 戸 --， . -

1酉「

30.  5x  43. 6・1. 329. 8

Il 酉「

29. 0x  43. 6・1. 264. 4

Il 匡「

お Ox 43. 6・1. 133. 6

9  24. 8%  26. 1%  29. 1%  

124. 1%  130.5%  145. 6% 

] EE[  

31.  3x  39. 9- 1. 248，9  

l] 門 :6 8 4

お 8x 38. 3- 1. 141 ，3

口出-

お 8x 38. 3・1. 026. 4

10  

お 4%
28 鈎6 32. 1%  

124. 9% 
144. 6% 16由 7%

1 由 C I 3一 引 川 山 … … …1げ市明一3以3x 43… … …×川刈山……4ω削山 …3刊山山6ト阿-叶 1中制即つ7つI J 酉 Cド[1  29. 8x 4一n別山… … …B似8x 43…×叫刈川4伺 川 … …3.6山 山 一6ト阿… …. 叫ザ 一1川 閣299…9日ぺ3つ寸I J冨ド一8 x 4… 4伺 削 叫 …3刊怖 叫 一6←いい.叫 山1川 1

11  I  1M n l  I  24. 2%  I  1 M  n l  I  25. 4% お 2%

Ｑ ＲＰ 的ｾ I  _ J  L _ _ _ _ jO.' _ _ J L _  I  Ｑ ＲＷ 旬ｾ 11 _ J  L______12. _IS__j  L  I  141 .2似

ー-， r ーー 一一可 ｾー ーー， r一 第 2 . 3. 3 図

2 5  



建築物規模

1 2 m X  3 0 m X  2 2 m ・7 階建

( 幅) (奥行) (高さ ) 南北軸配置

富廿

宮川

十|

+8 

当世

建築面積 330m'  

延 面 積 2 ，210m'  

周 辺道路幅員 6. 0m 

道路草紙車 ( 11. 6m) 125x ( 6+ ( 11 .6) ) ー22

採光主将J望( 8 . 2 m)  ( 22- 1 日 / 2. 5- 8.2

隣地斜線 ( 1. 6m)  20+  1. 25x  ( 1.6) - 22 

避難通路 ( 1. 5 m)  

北1"IJ 全判泉 ( 9 . 6 m)  1. 0+ 1.25x (9.6) ー22

日影規制による敷地境界からの距離

第2. 3. 4図

A  B  

北 方 向 10  13  

I  

東西方向 3. 6 9. 6 

北 方 向 5  9  

E  

東西方向
。

3  6  

北 方 向 3  5. 5 

国

東西方向
。。

」 l  

建築物規模

12m x 30m x  16 m ...... 5 階建

( 幅) (奥行) (高さ) 南北軸配置

建築面積 33加f

延 面 積 1 ，650m'  

周辺道路幅員 6. 0m 

道 路 斜 線 (6. 8m) 1. 2SX ( 6 + (6.8) )  = 16 

採光来臨 (6. 0m) ( 16ー 1.5) /2. 5=5. 8→ 6. 0 

隣地全線車 ( 0  ) 高さ2 0 m以下

避難通路 (1.5m)  

※ 北側全判車 (4 加1 ) 10 + 1.25X ( 4.8) = 16 

日影規制lによる敷地境界からの距離

第 2 . 3 . 5図

A  B  

北 方 向 9  10  

I  

東西方向 0. 8 3. 1  

北 方 向 5  6. 5 

E  

東西方向
。。

北 方 向 2. 5 4  

皿

東西方向
。。

2 6  

I  

第 2種住居専用地域 (ー)

E  

第 2種住居専用地域 (ニ)

住 居 地 域 (ー)

A  .... . 4時間 B  ・ 2. 5時間

皿

第 2種住居専用地域 (三)

住 居 地 域 (ニ)

A  .... . 5時間 8. . . . . 3時間A  . . . . .3時間 8. . . . . . 2時間

1  I。町民 2 1 02 12 河川iff 淵z 同司! と7 1 5 2

2  1  ｴｾ ＱＶｄ Ｙ､＠ I  ω  3  1  2  1  f  Z  |  ｴｴｅ臼白凸白 ｪＺ坦且且臼 Ｚｅ且且出丑且止回Ｚ工 ｾＱ Ｔγ 幻似ω…… Ｓ口山山 Ｒ以ｍ川 ￗ叫凶 Ｒ引 Ｑ

3引 1

0
。

I困固 |  ………2ト-:三?冶蕊引;J之&該i:設五83Yとど7

4川I ｾい ［Ｚ Ｑ口 ､川ｼ 臼引ω… … …2以M川 …X叫 州 山3引 川1リ21 1訟 訓:該捌z引|い卜い;;叫1口;パ1川l臼 …2以M…×泊 川n引 41 1 1液淵i:諮剖:2引z引|い卜いil旧1百口口:d川|日 以 21 8 1  

5  

37. 1  x  35. 2- 1 羽 5.9

25. 3%  

176 的6

47.1 x 31. 8- 1. 497.8 

22.()<>/o 

154.2%  

43.2x  31. 8- 1，373. 8 

24 切る

160. 9%  

47.1 x 35. 2- 1，657. 9 

19.9%  

139.3%  

53. 2x  31. 8- 1. 6宮1. 8

19.5%  

1: 五 5%

11 

53. 2x  35. 2- 1，872，6  

17. 6%  

123. 4%  

0 印は日彬規制の既定により般地t見様がik まる 。

* ド[ l は日彩規i i ; rJil:r1限より -lt i!! rJ 斜線; 制限の方が厳しい。

I  E  凹

第 2 種住居専用地域( ー) 第 2 種住居専用地域 (ー) 第 2 種住居専用地域 (ニ)

住 居 地 域 ( 二)

A  . 3時間 日 2 時間 A  4 時間 8  .... .2. 5時間 A  ー5 時間 日 3 時間

。

46. 8 x  24- 1，123.2 

ｾ口 ［､
43. 3x 24- 1，039. 2 

。

40. 8x  24・979. 2

f住 i
建べい宰 29 .4%  撞ぺい率 31.8%  務 ｅｵｾ 謹ぺい率 33. 7%  

容 積 率 146.8% 容 積 率 158.8%  容 積 率 168.5%  

。

トrE

38. 5X 24- 9宮4

f時計

38. 3 x  19 .5・746.9

ｅ 的 ｦｾ
38. 3x  19. 5- 746. 9 

2  35. 7%  44.1%  44.1%  

178 .6%  220. 9%  220.9悦

| 固

41 .5x 24. 8- 1，029. 2 

。 | 匡

38. 0x 24. 8- 942. 4 

zlE 
35. 5x 24. 8- 880. 4 

3  32. 0%  35. 0%  37.5%  

160. 3%  175.0%  187. 4%  

E t d  

43. 8x 24- I ，051.2 

FEtJ 

43. 6X 24- 850. 2 

p t d  

43. 6x  19.5・850. 2

4  31 .4%  38.8%  38. 8%  

157. 0%  194. 0%  194.()<>/O 

。 ! 回dl

41. 5x 25. 6- I ，062. 4 

。 ｉｾｉ
38. 0 x  25. 6・972. 8

ｾ＠ I回 !

35. 5x  25. 6・908. 2

5  
31.0%  33. 9%  36. 3%  

同5. 3% 169 .9%  181. 6%  

] 匝己-

46 .8X  24 .8- 1， 160.6 

] 匝日-

43. 3X 24.8- 1，073. 8 

1 E 2 -

40. 8x  24.8・1，01 1. 8

6  
28. 4拍 3自 7% 32. 6%  

142.1拍 153. 6%  163. 1%  

一「 ーーー、 一一寸

1匝ヨ-

38. 5x 24. 8- 954. 8 

1匝T

38. 3X 24. 8・949. 8

1 E E -

38. 3x 24. 8・949. 8

7  34 .6悌 34.7%  34. 7%  

172.8%  173.7%  173. 7%  

] 国L

46. 8x 25. 6- 1，198.1 

1 固 L

43  .2x  25 .6- 1.108.5 

ｊｾｌ＠
40. 8x  25. 6・1 例 4.5 1  

8  27. 5%  29 ，8%  31. 6%  

ー--， r ー

137. 8%  
ー--， rーー

148 .9%  

一一寸 「一一

1国( ) <>/o

1由「

38 .5X  25 .6- 985. 6 

ｬｾＱ＠
38. 3x 25. 6- 980. 5 

lruqi 

38. 3x  25. 6- 980. 5 

9  33. 5%  33.7%  33. 7%  

167.4%  168. 3%  168. 3%  

｝ト ｕｾ Ｑ
43 .8X 24. 8- 1 偲 6. 2

]ド日付

ー--'

43 .3 x  25 .6- 1，108. 5 

]ドむけ

41. 6x  25. 6・1 侃 5. 0

10  
羽 4拍 29.8%  30. 9%  

ー「

151.9拍

ー--，

148.8%  

ー「

154.9%  

] 田正

43.8x 25. 6- 1.121 .3 

] 囲記〔

43.6 x  25. 6・1. 116. 2

ｾ＠ ' -

43. 6x  25. 6・1. 116.2

11 29 .4%  29.5%  

] 由記[
29. 5%  

ー--， rー

147. 1%  

ー--， rー

147 .8%  
ー - - ， ー

147.8%  



建 築 基 準 法 日 影 規 制 の た め の 日 影 チ ャ ー ト

‘ 日影チャートとは・・・

o  ｮＺ［￭ ｾ チャー トは 、 Ｈ ＱＩある地点が ｬｬｩ 物などによ っ てどのくらい日影に

なるかを都 ｬ べたい 、 Ｈ Ｒ Ｉ 日 ｴ￭ｾ 図、さらに日 Ｉｩｴｾ 時 間 図を作りたい、また

(3 )ある地点の日 JI 百条件を満足できる建物を計画したい一ー という場

合に利用するチャートである 。

o  11 ［［ｦｾ チャートは、「日影規ｩｦ［ ＱＱ の手引 ｊ ( 日本建築センタ一発行) の “ 日

ざし曲線メジャー" の製作本準に従って作られている。

o  ＱＱＺ［ｬ ｾ チャート は、建築ぷ準法の ｮ ｾｦｾ ｊ［ Ｎ見ｩｦ［ ＱＱ に伴う検討をはじめ、日影

(  11 !!m に関するいかなる険討にも利用することができる 。

o  ｮＺ［ｩ ｾ チャートを 構成する Ｓ 要素 Ｈ 下関参 Ａｉ 司 Ｉ

基準点 ( 0 ) :  EI影の影特を調べたい地点( 測定点) に対応する点

H寺主IJ 線 ( A ) : 各H寺刻の太陽1J f立を表わす直線群 (欄外の数字 lま時五IJ

ｆｉｾ Ｉ＠

限界線 ( 8 ) : 建物と影響を調べたい点の (あ るいは日彩図を作る IJJ

合 、 建物と日Ｉｾｾを受ける而の Ｉ 両者の 相対的 高さに対

応する曲線群 (曲線上の数字はおさ目盛)

.. ... ・・

-. '..舗、.

ｼ 日二 ［Ｚｾ ｾｾ ｾ Ｎ Ｑ Ｑ..  -τ_ .二句え. ... . _ . . . . ，..・3

7 _  _ ・ ・ - -

自i チ ャ ー ト 箇 *.11""

4 日 影 チ ャ ー ト の 種 類

0 北緯24・00' - 45・30' までを、純度にして 30' の刻み

間隔で43種類のバンドに分類されている 。白 ヌキ 数。

村一旦こ乙工( アミ伏せのI峨 ) 22種類を 現在販売しで 寝

おります。

も 本 海

太 三千

。 2∞ 4∞同

4 日 影 チ ャ ー ト の 基 本 的 な 使 い 方一 一測 定 点 に 対 す る 建 物 に よ る 日 影 時 間

0 例 題

布院lの ように 、 l L l J さ10mの

，￬ｉ両建物の ｾｴＨ ＡＡｊ Ｑ にある住宅

の 11 Ｚ［ｬｾ Ｑｉ刺 ｭ を求める 。

計画建物

Ad  
ー- 5

0 使い方の手順 ( 番号・は左閲の中のものと対応)

①建物の配置を示す関商と日［［ｾｾチャートを用意する。

② 配置関とチャー卜を重ね、チャートの O 点と測定点を合わせ、方位を合

わせる 。

@ 建物の高さ( 10m) に相当する限界線を見出す。

@ その限界線より北側にある建物部分 (0 点への影響部分一一関の斜線部)

を見出す。

⑤ その影響部分を両( ! ! J Iから挟む時刻線を作る 。

⑥ その時刻を読むＨ日 ｻｾｾ ｮ 月始 Ｑ Ｐ 時 ＳＰ 分、日影終了 Ｑ ＳＱＱ 寺Ｉ 。

⑦建物による日影時間ＨＱ Ｓ 時一 Ｑ Ｐ 時 Ｓ Ｐ 分 ｾＲ 時 間 ＳＰ 分 Ｉ が求められる 。

0  注

- 配置図とは計画建物の形と高さおよび測定点の位置 がわかる図面。 il! 11定

点から南北軌 をあらかじめヲ 1" ておくと 便利である 。

- ⑤で読んだH寺刻は必要に応じ「注意事項」の要領で標準時に換算する 。

⑥の日 Ｑｾｾ 時 間 については換算の必婆はない 。

.  t"i e前: 肉の縮尺とチャートの縮尺が異なっ た り、同じでもチャートの中に

うまく入らない場合は「注意事項」を参照のこと 。

- 測定点がI也銭面上にない湯合は「測定点の高さの考慮の仕方 J ( 省略) 参

! 聞のこと 。

- 建物の高さとちょうど一致する同盛の限界線がない i時は「限界線の補間

の仕方 J ( 省略) の要領で補間すること 。

建物形状が 複 ｾￊ で凹凸のある場合でも「 復雑な形状の建物の場合 」 、 「 傾

斜面をもっ建物の場合 J ( 省略) 、「幽菌、不規則面の場合J ( 省略) の要領

で同様に求められるが 、形状を 簡略化 しでもよい。 その際建物 を実際よ

りも大きめにとらえる方向で簡略化すること 。

- 測定したい点が二つ 以 上ある時は( たとえば、 日影規制のチェックライ

ン上の各チェ y クポイン卜など) 、各々について手) 1 国②~⑤を繰り返す。

也事 と社会 / 1977年 5 月号 2 7  



‘ 複 雑 な 形 状 の 建 物 の 場 合

10:∞ 11 :30 1  12:30 14 ∞ 

E l ;  

答 ・ 円［ｾ ｾ Ｂキ Ｑ ＺＱＱ ］ 1 11キ問30分

+ 1 時 間30分

=  311キIHl

0 高 さの異なる部分ごとに「 日影チャートの基本的な使い方」

の手順の③~⑥を繰り返す。

0 各部分 による 円影時間併 が重なる時は合計の求め lJ にiE. 芯:。

た とえば A で10時 - 11時30分、 B で11時 - 1211寺の場合は、全

体で 円彬l時間帯は1011寺- 12時 の 2 11寺聞 となる 。

Ｐ この求め方はおさが同じでも［ｾｾ ｾｲｾｾ＠ ［ｾｉｾ 分がてつ以上ある ｈ キＨ平

面形が抜雑であったり、棟が被数煉ある時) も同級である 。

‘ 日影チャートによる“ 日影図" 、“ 日影時間図" の作り方

.. .. 

一
D 一-，主:' l L -

ｾ ＭＭＭＭＭＭ 勺今シ，古百 ?  

F 一 __ __---- 7τ 〉河
1  

!  _- -ー← J 〆 〆1

＼ￇ Ｍパゴ二三二Ｍ ｾこＮｲ 1  11Qm 

Ｐ これまで円 ｊＡｈ の検討に最も 一 般的に用いられている“ ｮ［［￭ｾ 閃Ｂ、

“ I1 影時! 日l図" の作成にもチャー卜は利用できる 。

0 チャー トの O点 を? &物のm. '.'1， に合わせると 、 その I.. J さの限 界

線 と 時 五 ｬｊ 線の交点 がその頂点のその ｈ 寺主 ｉｊ での Ｚ ｪｽ ｾ となる 。 Ｈこの

場合方伎は 、チャートの方位と南北逆に兄ていることに注芯。)

0 以下、右図A. B. の 手I1阪で日影閃が作成でき、さらに建物の形

状が単純ならば、 C.の手順で日影時間図も作成できる 。

A  
P'  

O _〆勺¥

…  …  R"¥.' 、¥

一
¥、' ，，-

一
¥山 '"¥、 、¥

ｾ、 ｑ｟Ｚ ふ ｰ

<>.Wh2μ ' S  

N

t
ム

T

‘ 注 意 事 項

0 チャートを使用する季節と場所について

・チャートは、チャー卜の左{ ! ! I lに記した季節と緯

度で作成されている 。

- 指 定 総l支の南{!!I l ( 緯度にして) 30' 以内のバンド

に合まれる均所で使う場合、日ｾｾの長さの訣［Ｎ［Ｚ［

は最大2.5 %、実際よりも長め lこH' .る( 指定緯度

よりも ｾｴｦ ＡＡｬ ｬ にある場所で使うと、実際よりも円

影の長さが符めになるので危険である )。

.  n  ｪｾｾｾＮ 見詰 Ｑ Ｑ に関す る 険討にチ ャートを用いる ｊＧｩ 合、

チャー卜の選択は行政 J'f" の指 示 に従 ってドさい。

0 時刻換算の方法

・チャートで読み取った「良太陽11寺」 のHキ刻を

「ι1"央 粉、準Hキ」に換算す るには 、下式 を用 いる 。

B

J

 

大

凡

日

正
補

分

「

'
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H

V

n
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太

時
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共

幼
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「
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経

一

Z
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の

一

ゲ
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冬

地

一

]

時

=

の

一

準
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そ

一
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肌

/

l

¥

央

正

+

h

ド

ボ

問

r
ι

ょ
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4

I

「

l

「

l

たとえば、東経131" 29' の場所で、真太陽時の

Ｂ，ｾ ｟，Ｂ＠ _  _ " '  .  - 3.31'  

1211 
J  . . . "  15  

〉

=  1. 9分一 14 .1分 =一 lロ2分

したがが，つて 、 ιｾ ，央 ｴ 君、 ｦ｜ｾ Ｑｉ寺では、

r' l' 央 際 準11寺J =  12時 ( - 12分)

=  1211; 1' 12う〉となる 。

.  11:; 診ある L 、は円 !!WI キIHJ 数については、読み i絞っ

た航から li'( 桜求めて 3E しっかえない。

o方位について

・ チャートに示す Ｉ ｪｦ 立 ｊｕｚ Ｍ は 真北 Ｈ北拘ｾ J1!の向 き

と考 えてよし、) であり 、磁，It Ｈ俄 石の示す ｾｴｬ

ではない。

.  J芝北を求める簡( ' [ i な} j i 去 ( 1111キ討 による iWl 定、

ｾｴ 何 ｊ ｬ ｬ の観測、 ｊ 世間による測定なと Ｉが紛 介さ

れているので 、そ れら資料 Ｈｲ ｬｬ ＺＪｾ 則ＺＱ ［ ＱＱ の予 づ ｉ ｊ

日本法築センタ一発行令) を参! l (1のこと

0 縮尺の換算方法

- 配青空間の縮尺が 1/200( または 1/500) でない場

合、限界線の 1"1 さ日 JAEの数 (1r 1 が比例的に変わる

だけ (11寺実IJ線 は変わらな L、) であるので、縮尺

I / S で使 うH寺には、縮尺 1/200の値を S /200併

するだけでよし、。

たとえば、 1/300で使う 11寺、出さ 10mの 限 界 線

は、

300 

10m x 一一一 = 15m

200 

と読みJ換えるだけである 。

・チャートは A 2 判( タテ 42 .Ocm X ヨコ 59. 4cm) の

大きさで作られているので、 ｉｉｉＮｾＺ した向山内ｼ百ｼの

縮尺のままではチャートの純問内に 人らなかっ

たり、人 つでも小さ過さ吊ることがある 。 このよ

うな 均 合 には 、配 ii' i' 1宝l、チャートも i車、 'i な縮尺

に変える 。

ill 物の{ 也のrt I 点に ついても い! 被に役

173 して、そのHギ主rl のill 物の 11 Ｚｾｾがで

きる

9時 15 白

γ 川 一ー川 口

λ 10  1112 13 吋 λ

' ..¥¥1/ / ，1 対/ /

{自の Il. 'f 刻についても !日l僚にして各時

五rl の11 Ｚ［［ｾを作る 。Ｈ 日影似ｉｬ

(r1 Ｚｾｈ 見［和 ｬ に ＱＱＱＱ 速 する検討の均合 、

本州以南のJL1所では 811. 'f から 16時ま

でI'FI宝| しなければならない j

C  

¥ モ実 ξｾ ア フ勺- 1時間

"  ¥ ¥'.....¥J ¥I 刀 ナ フ<-- 1- 2

' . . ¥ 下 沿1/ 7アーー2- 3

¥、 グ 当W / 一ー- 3- 4

、Wd /OY ｾ Ｔ 以上

九時刻の日; 訟の ifI なりから、 1  1I .'rlln 

r I 彬領域、 211キ1li 111 彬f，i i 域、 ー が

分かる 。Ｈ ｲＱ世 Ｇ ｾｉｬ寺 ｉｉｊｊｉ Ｇｩｉ｝Ｉ

(2 .5時 lliI の 11 彬H村::J; iiiJ ，;Qを知l りたい

均合、 B で30分1if のr 1 :m;i 1を作成し

ておかなけれ I! ならない)

日影チャー卜 〈冬至日用〉

量断陶製 ー 転写を ＡＯｾｦ 。

製 作 鹿 島 建 設

発 行 鹿 島 出 版 会

* チ ャ ー ト 形 状一一一縦 42cmX 償 59. 4cm( A 2 判 ) の 特 殊 な フ ィ

ル ム に 印 刷 、 使用 説 明書付、 円 筒 入 り 。

* 申込 方 法一一一一一必 要 ハ ン ド の 番 号 を 確 認 の う え 、最 寄 り

の 害 庖 ま た は 直 接 鹿 島 出 版 会 に 送 金 し て

お 申 し 込 み 下 さ L 、。

チャー卜 1枚

頒 価 5，000 円( 送料とも)

〒107 東京都港区赤坂 6 - 5  - 13 

TEL. 582- 2251 振 替 東 京6- 180883
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のプレースが当日性j語 版 を 受 け 、 人 力 エ ネ ル ギ に し た 。 ま た 、 文 献 ( 4  ) に は プ レ ー ス や プ レ

ーの大' 1 ' - を l吸 収 し て い る 。 ース ｦ ‘ ｈ ・ ｉ ・剥 Ｑ の Ｇｪ ｾｩＡ 塑性脳 ｬ ポ性状にｼ対する夫ー忠実的、

R  筆 者 は 咋 初 、 同 ー3に 比 ら れ る よ う な 劣 化 特 Jill;ii命 的 研 究 が 斜 め ら れ て い る の で 、 参 巧 に な

性をイI するプレースがl O I .ti; 主要素としてイT効 か ると思う 。

35 

鉄骨ブレースの設計

井 上 一 朗

1. 荷重係数設計

1171平1150年 11 月に予告表された鋼榊造塑1 ' 1 : ，1笠，: 1

指針ではｻＧＱｩｦ ｉ 係数設計の立 ｪｾｾ を採 っている。

この何 ｩｬｬ 係数設計については、以 ｆ の ｉｬ Ｑｩ ｬｾ 命と

も 関 連 す る の で 、 粁 干 の 説 明 を JJ II え て お こ う 。

{':i ill 係数" 生，? j とは、現行の J午平手応力尽E，i針 |

の幼子＿と』もなり、街重、 外力 に安全 ＧＴＮｾ ( 仰: m:

係 数) を 合む方法で、塑1 ' 1 : 設，l I ' に J11 ｾ、る終 ｊＢｪ

仰よ ｦｩ は作用何重 Ｈ 許存応力 ｊｩｌ￬ｾ . i I における設

計 何 虫 と 巧 え て JE し 支 え な い ) と {':i ill 係 数 の

制 と し て う え ら れ る 。 梢 造 物 は こ の 終 J;'0{':i :m: 

に 対 し て iJi lt災 機 怖 を 形 成 す る よ う に 、 言 い 換

え れ ば 、 桃 造 物 全 体 と し て 終 J"l 仰i l l . を支待し

n る よ う に 設 ;ir される 。 ここで、は、以ド、 f乍

!日Mi l l . に采ずる係数を石:i ffi: 係 数 と 呼 ぶ。

2. プレースの横力分担率

プ レ ー ス の 設 計 に 当 た っ て は 、 ま ず ブ レ ー

ス に れ111. さ せ る 府 せ ん 断 力 ( 防 力 ) を 決 め る

必 裂 が あ る 。 終局者7重 111に プ レ ー ス が f' dl l.す

るj持 せ ん 断 力 は プ レ ー ス が 降 伏 す る と き の ! 何

せ ん 断 力 の 大 き さ に 左 有 さ れ る 。 こ の こ と を

示すために、フレースと' 付申Jl のタi! ，)V WP言動を

図 ー1に 示 す よ う に 思 想 化 し で 考 え て み よ う 。

Q w: 作 用 荷 重n寺府せん断ブJ

A K  地;災MIlH系数

λ 。: フ レ ー ス 降 伏 時の 仰m係 数

R s Y， RFJ l  プレース、竹中 ｉｬ の降伏 ｊ ｉ Ｚｾ ｪ 11日変

{ 立角

G Il， Gf  プレース、1 ' 1キIl の せ ん l;jiJ i問IJ 'I' I:

Q Il Y ・終局{':i ill: 時 の プレースのf ' !11I_ Wi せ

ん断力 Ｈｾβ ・ λ ｋ Ｇ QI V)  

Q  

8raced Frame 

Frame 

8race 

β  

λ。/ λK

。

G，，/ 合

5  2  

図 -2

β :  k: 1f} 二)(，:iof [l lキのプレースの十おi力 分111.'-京

|刈ー l において、. i ! I ! };i; R Il Y <  R F Y であるから、

次式が成、止する 。

λ ￟ｑｉｖｾ＠ Q s Y+  G  '" R I3Y  

ｾ＠ ( l + G d G/3) β λ K QI V 

したがって、

β λ Il G1Ji G"  

= ーー一 一一一一一一一一 11) 

λ K  1  +  GI Ji G"  

( 1) 式 を 阿 示 す れ ば図ー2の よ う に な る 。 λI J 大な

る ほ ど 、 ま た G /3/ GF が 大 き い ほ ど 、 す な わ ち 、

プ レ ー ス の 州 内 剛n がfh%且 の そ れ よ り 大 き い

ほと β は大きくなるが、 一 自主に G Il. G" と も に

β の l世! 数であり、( 1 ) 式は β の 多 J C ( 式になる 。

λ Bの fll ' l をどのように採るかは J. / i 論の分かれ

るところであろう 。 たとえは了、 λ ｉｬ ｾ λｋ であれ

ば β キ ] と な り 、 プ レ ー ス に 令 せ ん IfJ rカを1: ' !

ＮｦｩｉＮさせることになるし、 λ ｉｬｾ 1 と す れ ば 作 JII

荷重時にプレース降伏、すなわち、作川仰' l t

に 達 す る ま で は 桝 造 物 全 体 は r]ij f . 性を似つ こ と

に な る 。 また、 J且L仰. i l l : に対しでは柿造物を弾

1' 1: 純聞に ffi め る と い う 観 点 か ら 、 肱l{. : r. i l l :に付

して λ n の( 11'( をiJとめるという与え ) J も あ り 行

ょう 。

3. ブレース付骨組の弾塑性応答性状

J 也}14時 に プ レ ー ス は 繰 返 し '11111 }J を受けるが、

繰 返 し 'J! III Ｑｊ をＧ受ける Ｚｾｉｉ 材のか ｬ ｩｉＯｉ｜後の准 Ｑｕｊ を合

む ｾＯ￬ ｦＮ笠ｩｙ ｬ Ｚｬｩ ￭Ｑｊポ ＧＱＧＱＺ 状に ｼ見 ｬ しでは、点目 ＱＵ 大学行 林

研 究 室 でー 辿 の った験が行われ、ほぼその' / ' 1 ' 状

が 解 1111 さ れ て い る 。 図 -3 に 実 験 結 果 の一 例 と

しで、制 ｬ 長比 Ｑ ＰＰ の Ｚｾｉｉ 材の ＧＱＱＱｨ カ Ｍ ＧＱＱＱＱＱＩ［ 向 変位

関 係 を 制 介 し て お く 。 こ の 阿 に 見 ら れ る よ う

に 、 繰 返 し 数 の J'(1 JJII に 伴 っ て 圧 縮(!!II 、引張( J ! l 1

と も に Ifti.t 1J が 低 下 し 、 エ ネ ル ギ ー l吸 収 能 力 は

減 少 し て い く 。 ま た 、 エ ネ ル ギ ー i吸 収 能 力 は

キ/11長比均千六きくなる( ; t _ ど小さくなる 。

f台fi ら は こ の よ う な プ レ ー ス の 劣 化特' 1' 1: を

考慮しで、 図 - 4 に 示 す プ レ ー ス {.J 骨 組 を l¥': !'I'I:

設 J十し 、 >JUJ 的応枠内i( :fFi を行 っ て み た。 なお、

設計に当たっては λ ｋｾ Ｑ ， ＵＮ λ ＱＳｾ 1 . 0 と し 、 入

力丸 ｬＡＮ ｽｾｩ 皮 ｬ ま ｅｉＭｃ｣ｮｬｬＧｏ 1940 N S  IJ J(:ラ〉を JTI い、

最大川|速度娠中川を 500gal としている。 図 - 5は 最

大 J¥干1m変 似 角 応 符 分 布 を /1¥し 、 問 中 の 点 線 は

同 じ 設 計 荷 主 で 笠WI: 設 計 し た 同一 形 状 の ラ ー

メン架柿の応手引 ｉｉ ｛ である 。 とくに ｉ ＭＺ ｊ｜ｾ ｩ '1刊 で プ

レースイ .Hl' 中11の 応 答似 の ) j が 小 さ い こ と が 注

目 さ れ よ う 。 なお、プレースイJ 什品目では全 j付

ど う か 冴 つ で い た 。 し か し 、 柱 や 梁 の よ う な

曲げ材と災なり、プレースは ＺｾＱＵ 材全体でエネ

ルギーをｉｬ及ｾＩＨするから、而 Ｎｴ カカ ＧＱＮ 止 Ｍ ｆ しでもそ

の 効 果 は か な り HJ Wt' で き そ う で あ る 。

4. おわりに

以 k 、 表 題 と 11目 安 関 係 の な い 訊 に な ってし

ま っ た が 、 プ レ ー ス の よ う な l耐l必 要 業 を 有 す

る当日梢の塑' 1 ' 1: 設 計 体 系 は 未 だ 降 、y さ れ て お ら

Il ( mm)  

10.0  

圧 縮 側

6.0 

図ー3 軸力 軸方向変位関係

7  lon 114 
34.0810n " lVI' j  
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図-4 骨組形状および作用荷重
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図ー5 愚大層間変位角応答

ず 、 解 決 す べ き 問 題 点 も 多 L 、。 た だ 、 プ レ ー

ス の 設 ， 汁 に 当 た っ て は 、 ど の 程 度 の 肘 せ ん l析

力 を プ レ ースにJ ' ! 11  1 . させるかを ikめ れ 11、 プ

レースの利l長 比 は 内 ら 決 ま る も の で あ る か ら 、

初 め か ら 利l長比に気を{ 史うのはなl沫 が な い 。

む し ろ 、 初11乏 比 に 応 じ た l耐 力 や エ ネ ル ギ ー l吸

収 ｦｩｅ 力の劣化特性を把躍してお、くことが ｊｉｆＧｾ

で あ ろ う 。

本 f¥': ，¥の作成に際し、文献 ( 1  ) ー( 3  ) を参考

[1 ) れ林、里("'1'1也「繰返し軸 Ji 向hを受ける部材の 'jlji 塑十t

lF-!fI1!にl刻す る実験的研究( その 2 )J i . l ! 築主会大会悦慨! 品、

1973.  10 

[ 2)  Ii 卜Ａ説、井上 Ｑ 也 ｲ 鋼附造筋違 ｉｈｾ Ｇ＾ｪｩＧ Ｑ 副 ｬ の ｾｉｬ ｴＧｬＺ， ￬ｾ ，!til， 

に| 測する研究 J ( その 1 )、( その 2m築下会大会阪慨!品、

1975. 10.  ( その 3 ) 近畿支部研究輔; ? i ! . s . 1976. 6.  

[ 3)  Ii 1"1説、 JI: 1: r塑性，:9:，f十先WII における i l lMi切迫の術 1J

分IU. mxにl叫する ｾｾｦＭ ｊ 近畿支部研究報［Ｇ［Ｍ Ａ品、 ＱＹＷＷ Ｎ 5. 

投稿 '1'

｛ Ｔ Ｉ ｭ 造傑埠 ｬｾｬｬ 会鋼間造分科会「筋述 ｦＮ ｴＧｊＧ凶 ｬ の Ｑ Ｑ ｪｩ 製性挙

動について J i . l ! 築学会論文科:;hl 品、ei ¥243f} ，1976.  5  

( 1、のうえ かずお 大阪大・子工戸部助手)
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冷蔵倉庫について( その1 )

山 畑 政 徳

ト0-0 冷蔵倉庫の役割

近 年 、 食 品 流 通 の 段 階 に お け る 冷 蔵 倉 庫 の

役 割 は 、 従 来 の た だ 単 な る 保 管 手 段 の み で は

な く 、 つ ぎ の よ う な 機 能 を 持 つ こ と が 要 求 さ

れている 。

l 集荷機能、 2.分 荷 機 能、3. 加工機能、 4 保

管機能、 5. 情 報 機 能。

i'! ir 記 の機 能 を 果 た す た め 、 そ れ ぞ れ の 機 能

を い か に 生 か し 能 率 良 く 繋 ぐ か が 生 命 と い え

る。 その 中 でも保管機能については、 一 定 不

変 の 温 度 保 持 が 強 く 求 め ら れ る 。 その理由と

し て 、 す べ て の 食 品 は そ の ま ま 放 置 す る と 物

理 的 ・化 学 的あるいは微生物的な変化が生じ、

進行し 、 品 質 低 下 やi成立を招き 、 や が て は 商

品 と し て の 価 値 を 失 う た め で あ る 。

2-0-0 食品の保持温度

生 鮮 食 料 品 や 加 工 食 品 が 生 産 さ れ た 時 点 の

品 質 は 、 そ の 後 の 流 通 過 程 に お い で 、 時 間 が

経 つ に 従 い 徐 々 に 低 下 す る 。 品 質 低 下 の 進 行

は 食 品 の 温 度 、 空 気 の 混 度 、 光 線 等 が 彩 科 す

る た め 、 食 品 を 包 装 し 外 気 と の 接 触 を 遮 断 す

ることによ って 、 品 温 の コ ン ト ロ ー ル の み で

初 期 の 品 t
'
(が保てる 。 しかしながら食品は、

低 温 の 中 に 入 れ て お き さ え す れ ば 品 質 の 低 下

が 免 れ る か と い え ば そ う で は な く 、 そ れ ぞ れ

の 食 品 に は 与 え ら れ た 温 度 に よ っ て 、 保 存 で

きる時間 が変化する 。 したがって J品混と許容

H寺聞 の 相 互 関係 を 知 る こ と に よ り 、 商 品 仰iii立

を 失 わ ず 、 長 期 保 存 す る こ と が 考 え ら れ る 。

食 品 の 貯 蔵 適 性 温 度 は 非 常 に バ ラ エ テ ィ ー に

富 み 、 こ こ に 記 す こ と は 紙 面 の 関 係 上 で き な

い が 、 食 品 の 状 態 に よ り 大 き く 区 分 す れ ば つ

ぎの通りである 。

1 冷 却 食 品 o  . C- 15. C 

2 . 半 凍 結 食 品 - 2  . C - - 5. C 

3 凍 結 食 品 15. C- - 35. C 

3- 0- 0 冷蔵倉庫の諸算定規準

法等により左右されるが、 一 般 に 手 荷 役 の 場

合 は 表 示 屯 数 の 7 - 8 刻 、 パ レ y ト荷役の均

合 は 4 - 5  ＺＱｾ Ｑｪくらいである 。 したがって企画

す る に 当 た って は 、 与 え ら れ た 希 望 収 奪 虫 の

約 2 倍 ( パレッ卜荷役の場 合) の キ ャ パ y シ

ー の も の を 計 画 す る こ と が 必 要 と な る 。

3- 2- 0 入 荷量 の 算 定 並 び に 入 庫 時 の 品 温 倉

庫業法ではつぎのように規定されているが、

実 際 の 計 算 に 当 た って は 、 そ の と き の 条 件 に

よ って 算 定 す る こ と が 必 要 で あ る 。

・入 荷 量

収 容 能 力 2 .000屯 以 下 の 場 合 収 零 能 力 の 3 %

収 容 能 力 2 ，000屯 以 上 の 場 合 収 容 能 力 の2. 5%

. 入 庫 I侍の品温

保 管 温 度 - 20. C以 下 の 場 合 10. C 

保 管 温 度 10. C- ー 20. C以 下 の 場 合 一 5. C

保 管 温 度 ー 10. C以 トーのよ易合 + 15. C 

3- 3- 0 防 熱厚 さの基 準 倉 庫 業 法 で は 下 表 の

通 り 最 低 厚 さ( 炭化 コ ル ク 板0 . 045K caP/ mh. C)

を規定されている 。 炭 化 コ ル ク 板 以 外 の 防 熱

材 を 使 用 す る 場 合 は 下 式 に よ り 厚 さ を 増 減 で

きる 。

使 用 材 の 熱 伝 導 率

必婆厚さ = 機準厚さ×

標 準 材 の 熱 伝 導 率

室 ィ品 初℃以下 - 101: - - 201: - 21: -ー101: - 21:以上

天 井 175明 150明 125 % 100明

床 175明 150怖 125怖 100% 

外 壁 175明 150怖 125明 100% 

間 仕 切 125明 100% 75明 75怖

3- 4- 0 冷 却 能 力 の算定 冷 却 能 力 の 算 定 に 当

た り 、 冷 却 負 荷 は 倉 庫 業 法 に 下 記 の 負 荷 を 求

め る た め の 規 準 が 設 け ら れ て い る 。 ( 詳 細 は

倉 庫 業 法 施 行 規 則 参rmの こ と ) こ れ は 規 準 で

あ って 、 与 え ら れ た 条 件 に よ り 検 討 す る こ と

が 冷 蔵 倉 庫 の 良 否 を 決 め る 。

a. 外 部 よ り の 浸 入 熱 に よ る 熱損 失

b .換 気 に よ る 熱 損 失

c .入 荷 物 を 冷 却 す る た め の 熱 損 失

d .作 業 員 に よ る 熱 扱 失

e .動 力 ・電 灯 に よ る 熱 損 失

4- 0- 0 冷却方式

4- 1- 0 冷 却 サ イ ク ル に つ い て 一般 に 冷 蔵 倉

庫 に 使 用 さ れ る 冷 媒 は 、 ア ン モ ニアと フレホ

ンR- 22が 用 い ら れ 、次 図 の よ う な サ イ ク ル に

より冷却されている 。

油分離器

イ ロ

A.  Rl l コイル ) j 式 a  シリングプラスト ) i 式

B  サイドコイル方式 b  ダヲト )j 式

C  ユニ y トクーラ - }j 式 c  冷風循環プ1; :式

d  ダ7 ト術環 f)f lll }j 式

( ただし、イ附'JA についてはロ側との組み合わせばない)

/' . 記の冷却方式にはそれぞれ長短所があり、

どの方式を用いるかは、そのH寺点における人

荷 物 の 純 瓶 、 立 地 条 件 等 に よ って決められる

が、 一般 的 に 下 記 の 点 に つ い て 考 慮 す べ き で

ある 。

1 室 内 温 度 が一 定不変であること

2 有fヰ勿が乾燥しないよう配慮されていること

3 デ フ ロ ス ト ( 冷 却 絡 の 新 取 り ) が 森 易 で あ

ること

4 . !A!/!云併程が簡単であること

日己のうち最も注意を要するのは 2 の市Z燥

であって、さらに詳しく列記すると、

a ，邸内の空気が乾燥するほとγi 刊o/)は乾燥する 。

( 冷却 23のI吹出口と吸入門との派度差を小

さくすることが必要)

b ，庫 内 の 汲 度 と 冷 媒 の 蒸 発 温 度 と の 温 度 差 が

大きいほとイ'iZ燥は大きい 。

( 冷却 潟 の 効 率 の 良 い も の を 用 い 、 蒸 発bI7L

l支を rJI くすること)

c .入国Zr守1が少な L 、ほど乾燥は進む。

(荷 物 の 状 態 に よ り 他 室 の 物 を 一室にでき

るだけまとめることが望まれる)

d 包装品と同居の棟の荷物は乾燥が多い 。

( 同 何 を避 け ることが必要)

e ，庫内で局音/1的 に 温 度 が 高 い 所 が あ れ ばl;1Z燥

する 。( 庫 内 温 度 の 均一化 を 計 る こ と が 必 要)

5-0-0 防熱工事の留意点

先に記した| 切熱厚さを施工すれば、熱を完

全に止められるものではなく、 1115熱 を 施 す こ

と に よ り 熱 の 通 過 時間 を遅くするだけであ っ

て、完全な熱遮断はさ認めなし、 。 そ の た め 、 完

工 後 早 く て 3 ヵ 月 に は 冷 蔵 倉 庫 の あ ら ゆ る 所

に結鉱現象が，包こり、また数年後には凍 k現

象 が 発 生 し 、 建 物 の 桃 造 体 が 不 同 に 持 ち k げ

られ、床 - 援にクラ y クが入 ったり、) ; 己の開

聞 が で き な か った り で 、 冷 蔵 倉 庫 と し て の 機

能 が 失 わ れ る 。 そのような現象を防ぐため、

下 記 の 点 に つ い て 留 意 す る こ と が 望 ま れ る 。

l  防費 ａ ［ｦ［ｴのｾ収

(t.5i: 1汁通りの性能があるかどうか )

2 完全な 11，方湿貯を設ける 。

3.  11 M町村内および| 坊熱屑周囲のエアー ポケ y

トをなくすこと

4 . 111 ) 熱府のコーナ一部は、とくにエ アーポケ

y トができやすい部分であるので入念にI i i 世

工する 。

Ｕ Ｎｮ 月円 Ｚｴｬｬ 並びにパイプＱＧｴ通告 Ｑ Ｑ の防熱 ｊｾ ｾｪ の施工

は入念に純工する 。

3- 1- 0 収 容 能 力 の 算 定 倉 庫 業 法 に 恭っ き 冷 4- 2- 0 冷 却 方 式 の種 類 直 接 膨 張 式 と 間 接 膨 6 凍 lてを| 坊ぐため、 1 階のフロ アーは f基地し

蔵倉庫のキャパ ｹ シーの表示は 、倉庫 ｬｾ Ｏ ｉ 分の 張 式 と が あ り 、 冷 却 機 而 よ り 大 別 す る と 下 記 ないで空 間 を 設 け 、 絶 え ず 通 気 で き る よ う に

等制( 単イ立 m') を 0 .4 屯として算出するよう イ 棚 、 さ ら に 操 作 方 法 に よ る ロ 側 の 区 別 が で する。 ( つ づ け

規 定 さ れ て い る 。 実 際 の 収 零 屯 数 は 荷 役 の 方 き 、 イ と ロ を 組 み 合 わ せ て 用 い ら れ て い る 。 ( や ま は たまさ のり i紅海興業KK大阪支! 占取締役古'11; 次長)
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鉄鋼系プレハブ住宅に

おける壁パネルについて

柳 生 研 太 郎

概要

ここでは、工幼生 ＱＱｾ 低 ｎＱｦｴ 宅の慌に ｻ史 ＩＱＱ す

る ハ ネ ル で 、 そ の ，'， で も と く に 鉄 鋼 系 プ レ ハ

ブ{主主の岱ノ f ネ ル の梢 成 に つ い て 述 べ て み た

L 、。

鉄鋼 ｾ ｊ 系プレハブ ｦｴ Ｇ ｩ 三 を、 [ 法 的 に 大 別 す る

と、 ( 1 )ノf 不 ル j形式 ( ー 何? の l: ，h ¥Nl illi l 、( 2 )ノf ネ

ル 形 式 ( ラ ー メ ン も し く は ピ ン f，W治 ) 、( 3 )モ デ

1 ー ル 形 式 ( B ox ｊｦ ｾ ユニゾトＩに分 ｕｩ され 、い

ずれの形式のものも［ｦＧｾ｟，交のＩ，Ｇｾこそあれ、 ｜ｩＮ ＾［ノ 、

ネルの ｬ て ｪｾ .. ｾ＠ 't ｉｾｲｲ イヒをＮＧＮ玄関している 。 ｜Ｚ足ノ ｦ 才、ル

の t.' lih比に つ い て み る と 、 U t と は 無|出If系 に 材

料 に 共通1 ' 1 ' がみられる 。 銅 製 わ く 、 木 製 わ く

の 外(! ! IIに フ レ キ シ フ ル 板 をリ長り付け、体H!!J Iに

合 板 も し く は 、 せ っ こ う ボ ー ド を 帰 り f ‘f け で

い る 。

外 明 11: 1- げ は Iて.n.. )内 で ア ク リ ル リ シ ン JI欠f.J

を行い、砂 ｌ ｪ ｊ， ｪ ｾ 会袋は不安なものと 、外 ｬＺ 走中イ の

う え に f_l UJ ，¥で き窓袋、 11: 1-_ を 行 う も の と に 分 け

ら れ る 。

附f 生名付 は グ ラ ス ウ ー ル 25- 50明nJ
ソーが -j l'，):( 1勺

で、あるが、 こ れ も 仁n¥p，J で 明 ハ ネルと -(1'イヒ

さ れ て く る も の と 、 fJl jJ)j で車内めるものとに分

けらｾＱＮる

.J I S標準化

[ 業 技 術 院 で は II({ ，f' 1140f
ド以米、 鉄 鋼 系，¥i ，足ノ、

ネ ル の 般 市 化 の W: t f を) J t め、 II?{，f' II 50 f
ドに J I S

A  6503 としで; I ;I I A さ れ て い る 。 ( /口l般 に 他 の

述書主 川 榊 I，xHに つ い て も 作 業 を 進 め 、 鉄 鋼 系

I，j< ノ、平ル J l S  A  ＶＵＰＳ 、 Ｓ 先ＱＯ ｩｾ 系 ｾｨｈｎ ノ、ネル

J  1  S  A  6510 も; /i l/定 さ れ て い る )

J  ｛ ｓ ではモデ ュ ールと ｩＧ ｬＺ￭ ｩｾｉＨｬ￮ を ，Ｏ，心 に ［Ｑ ［ＱＱ 定

さ れ て い る が 、 f_l UI : ま で の と こ ろ 、 こ の J I S

ｩＭ ぷぶ して い る ｬＺＮｾ ハネルはない ようである 。

S 社の複合パネルの特徴

1. 認 定 先 述 の 間 l戊の MI ノ、 ネ ル に つ い て

は ili 築 )J 準 法の 胤;1;1/ 内 に あ る も の が 多 い し

た が っ て a法定 は 不 波ーのも のが多いが、 S Hの

｜ ＺＮ ｾハネル｛立干｜，Ｙ，止な ｦ ， ｗｉ ， ｘ であるので、 ｬ 司 法 ＲＳ 条

にＩＮｾづく認定を ｬｾｦ ている 。 ａ パネ

ル、 F ノf ネ ルとl I 'f . f{J ; する 2 f 恒矧の

明 パ ネ ル が I，tjlgイヒされでおり、そ

れ ぞ れ{ 七桁づき穿i 2440 刀、 ド;)j 火 t1' ¥83

; ; ーの認定を得ている 。

2.  t誇成 i，Y; 庁長状地)r l侃の 鋼材 を

溶接合により枠 ［ Ｏ犬 ｬ こ 村 Ｇ ＱＱ 戊 し 、内 ＺｾＯｉ

に 発 泡1-x-本6011干 の ポ リ ス チ レ ン ス

ポ ン ジ を 入 れ 、 両 而 に ハ ー ド ボ ー

ドを f妾li: 材 に より 11占り 介 わ せ る。

さらに ｊ Ｍｴｾ外ＨＡＡｉ ｊｉ こはアル ミ点 字板 を

同般に日占 り 合 わ せ 、 lA而 に は 特 殊

ア ク リ ル 在 住 袋 を ほ ど こ し 、 全体 と

して 図一1の ζ と く サ ン ド イ y チ柿

造 を 呈 し て い る 。 以 /--は A バ ネ ル

の 梢i Jxであるが、 F パ ネ ル に つ い

て も J占 本 的 に は 変 わ ら ず 、 断 熱 材

に 発j臼11'トt!'26f 1'{-の 7 - c _ ノールスポ

ンジを )11 い 、 ア ル ミ ;;.H ，反の( ¥' : わり

に フ レ キ シ ブ ル.f[)(を 使 111 し、 /; )j 火

品別室とな っ て い る

Y  

ヱユ盟亘里

Y  _jf;亙堕

羊斗益盤亜里

図ー1 壁パネル構成図

3. 性 能 この ＧＮ ｈｗ の 哨 ノ吋、ルの 各 ＧＯＧ ｉＺ￭ｩｾ

lu'j は つ ぎ の 通 り で あ り 、 い ず れ も J IS を満 足

し て い る 。

0 断 熱'/'1: ( 然 1't i/ ' WUj' L)

A ノf 布、 ル・・・・・ 0 ・・. 0  _  86m'  h. C / K cal  

F  "  ......-- -0 .85m' h. C/ K cal  

O し ゃ 汗 /' 1，(500Hχの (f の 透過 紛 失)

A ノ、ネル ー ー30dB

F φ ・37dB

ｏ￭ ＱｩｪＢ 供必さ Ｈ 係ｦＮｊｦｾｪＱ ｩｪ 情， ｨ｜Ｎｾ 貴一 ＳＰＰｫ 日 ・ ｣ ｭ ｊＮＱ J-.) 

A ノf オ、 ル 川 み が 生 じ な い こ と

F  "  ・ '，lilJ れカねt じ な い こ と

ｏ ｬ［ ｽｪ 火ＧＯＧ ＯＺ Ｈ 加 熱ち級 Ｍｊ ｊｉｉ 男知 ｬ キ Ｑ Ｑｩｊ ＳＰ 分 、 ｬ ｬｩ ，ＺＧ， ｩｪ ｾ Ｚｾ Ｇｴ Ｑ 支

840. C)  

A ノ、ネ Jレ ー h1yト3 ｾｊＮ 止

F  ο  ーー 。2 ｾ必

5 ポリスチレンスポンジ

6 ハードボード+ アルミ極

7 特殊アヲリル塗装

図-2 壁パネ ル取付図

図- 3 笠パネル製作工程図

4. ｓｈ の Ｑ Ｂ 休中 ｪ ＱＱ ｴ ｬＡＱ は Ａ Ｏ ｩ 壬ｾ ， ｴ C  恒 例 か ら な る

壁 フ レ ー ム と ト ラ ス と 床1梁 か ら な り 、 壁 フ レ

ー ム 外: ' t ll に 図ー2の よ う に押 え板 と ボ ル ト で 殴

ノf ネ ルを/ . ' i ! 定し、パネルの継ぎ/ 1 には /1地 板

を あ て が っ て い る 。 !j 1!i 工 時 に は 所 定 の何矧、

約 70 純 の 外 壁 ノ f ネ ルの， ' ，から 必 要 な タ イ プ

のものをめし、 出 し、 手キタ イ プ の 標 準11t!i ""[同 lt

に 従 って 施 工 を 行 う 。

5. 生 産 壁ノ f ネ ル は 完 全 (l 1qJ 化 ラ イ ン に

よ り 全 jl f . されている A ノf オ、 ル の ' tl: 巨て科を

図 -3 に示すが、 F ノ吋、ルの乍 J1I' i [f' ;! も、 )11 い

る材中、↓ が主主なるだけで、ラインは、 IJ. Iまl白l

で あ る 。

6. 開 発 の 経 過 S 社では最初、 ア ル ミ ニ

ウム 似 と ｾ［｜ｊ 化 ビニール板でハニカムコアを ｊ扶 失

んだだ‘ A蛍立 ノf 有不、ルを l川川11いL 、ていた このＡ製与広製ｾ .. 品1J』σの〉う仏欠へべ .人

としてアルミ Ｎｦ ｨ反 ｴ とハニカ ｌム、コアとの ＭｴｾＮｻＨｪＧＯ， の

｜ＩＨｆｯ Ｎ Ｎ ＮＮＡＮ 、 さらにハニカムコアが ｾ￟ｪ ［ＡＺ Ｇｴ Ｏ ｉ を有する

ため部分に よって は合い Ｚｉｾ の ア ル ミ Ｔ 反 Ａこ 強 ｌ 、ｪＱ ｩｪ

憎 が 加 え ら れ た J-J，j 合 に; ¥があく: 恐れがあった 。

fJ l 1Eの A パヰ、ル、 F ノ、ネルは /' _ . ¥t _ : の欠点を

解 ｩ￬Ｇｪ した改良 ［ＱｾＢ ＱｉＢである 。 ａ ハネルは Ｏｩｦ ｊ 発 当

初 に お い て は 同 じ ハ ネ ル で¥:.H.-t と J-i 1恨 材 ( ア

ルミ ［ｬ ＧｈＦ ｾ術庁 Ｏ Ｑ を ｊ Ｍ｟ 持 ＯＱＱ こ折り ｉｊＱＱ げ、 ｊ､ 帯ｽｾｦＱＮｾと

す る 。) を 兼 用 し た 、 い わ ゆ る 「 多 機 能 ノ 吋、ル」

と し て 伎 )11 さ れ て い た 。 そ の 後、 j咋:十' . &デ→r ィ

ンの多機 化 の 安求にあ ｴ ｬ 必できるよう 、ｬｉ ｾｩ 次 カ

ラ ー ベ ス トに切り伴え、 II({ ，f' II40 ( J 三代の初めか

ら ｦ＾ｾＱｅ の｜ＺＮｾノ ｦ ネ ルとして σ 〉みｻ先 Ｉ ＱＱ さｾＱＮるよう

に な っ た 。

なお、本ノ f ネ ル は 'j ミ公 II({38- 13368 i 辿 築 川

似 J Ｈ登録 筑 ＷＲＷＹＰ Ｕ 乃Ｉとして Ｇｊ ｾ 川新案権 を 件

て い る 。

( ゃぎう けんたろう t.1if<'、ウ.J. KK技師:i:llll ，(f: )

也事 と社会 / 1977i ド511η 3 1  
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〈建 築 の 地 域 化〉

我 国 は 、 可 住 地 面 積 1knf 当たり人口で西ドイ

ツの約 3 倍 、 生 産 舗 で 1. 5 倍 という世界ー の

超高密度社会となり 、 都 市計画への期待が大

である 。 いま都市経営者なるものが存在して、

都 市 の 全 て の 土 地 を 一 人 の 人 間 ま た は 団 体 が

所 有 し て い る 場 合、 都 市の 土地 利 用 は利 用 側

値 と 必 要 性 に 応 じ た 利用形態 が実現しうるだ

ろう 。事実、 ドイ y の各地 方 都 市の市有地 の

面 積 は 極 め で 広 大 でhあり、しかも 、土地 が必

要 と な る 事 前 に 土地 購入に努めていた 。 各 都

市 が 広 い 公 有 地 を 所 有 し て い る こ と が 、 都 市

計画や都市施設の整備を積極的に進めるのに

役 立 っている 。

表ー1 ドイ Y 都 市 の市 有 地 面積

ｉ ｾｾＮＮ ｟ ｟ｉ＠ 市有地の市峨届摘に対する比率

市 埴 面 積 l 市有地面積 l

|  |  市峨内所有地 | 市域外所有絶

6 .369町 I 15.895町 9 .2 略 1 240 .8 %  

8 .643  I  5 .520 I  23 .7  37. 8 

5 .727  3 . 412 I  32 .3  27 .4 

7 .85' 1  I  4. 817  I  33 .2  28 .1 

3. 928 2 .303 I  37 .7  20 .4 

949  662 I  4 .2  65 .1 

「模範 (1") 郷市経常」 よ り

また、第 2 回国連人間居住会議において、 北

l放の都市計 画 行 政 担 当 官 は 「 効 果的 な 都 市計

画 の た め に は 市 街地 面 積のMが公共用地 でな

ければならなしりと発言している 。 これに対

して 、 日本では余りにも 急 激 な 都市 開発 に 公

共 施 設 が 後 追 い 的 に 強 備 さ れ る よ う に 、 質 的

にも量的にも公共用地の実情は弱々しい 。

したが って、今後は、先買い権の確立等によ

る公共用地 の 拡 大 と と も に 民 間 の 土 地利 用ー

建築活動への公共の介入が必嬰である 。建 築

に関す る諸法規の規制は、建築基準法に代表

されるように 、 単 体 としての最低水準を定め

るものであ って、堺、精裁、オー プ ンス ペ ー

ス等の屋 外空 間に かかわるものは少ない 。 し

かし 、超 高 密 度社会 に お い て 、 環 境 創 造 を 公

園事業にだけ委ねたのでは、 コス ト的にも空

間的 にも実現不可能である 。 全ての建築 i活動

が自己閉鎖的 でなく 、 地 域 に対して 何 らかの

プ ラス要素を演出す るように公共が介入し、

一体的な都市空間を演出する必嬰がある 。

もう 一方では 、個々 の建築は 、道 路 、 t 下ノjて

道、ガス、電力等の公共公主主施設やサービス

なくしては成り立たなし、 。 すなわち 、社会 的

に支えられた存布である 。現 在 、 大 都 市 で50

坪の独立住宅を建てる場合、公園、住区幹線、

小学校、下水道等のコストは、宅地、建物コ

ストの 15- 20% に 達 す る と い う ( 三村 浩 史 著

「古f I 市を住みよくできるか J ) 。 ここに、建築

が公共的に寄与していく義務が生じてくる 。

以 上 2 点 の 理 由 か ら 、 個 々 の 建 築 の 外 部 空 間

に 公 共 が介入し、 地 域の環境 向 上 に 組み込ん

で い く シ ス テ ム が必要にな る。 これを「建築

のt也域化」と H乎ぶことにする 。 (増;揖l昌利)

神 戸 都 市 設 計 資 料 研 究 会

表ー2 r建築の地域イヒ」の要素と実現手段

公 共 化 ←

外

4書

一 共同 化

嘗 - J 一一一一三土問

部 時 総 合 J Vt制 度 に 岨 F文 IUI 姥m 也 築 U f ヒ ./r:.'i-'i ＧｊＧ ， ｩ ￭ ，↑品 ｪ ｾ 述書電 神 ) irlidi ll': 

fro "早
よ る 公 開 空 地 地 医 Ｇ Ｎ ｾＧＦ Ｇ 綱 協定 I品:定 契 約 串11 IJf 瓦 化 賞 公 間 条 例

七 1 ト パ ，? の形成
。 。 。 。 。。 。

七 / ト J { ' I ク; 司;σ3車，l ft 。 。 。 。 。

Jli lの 悦 制
。 。

拶 ｮ ｬＧｩ ｾ ｊｬ目 的 提 供 。 。 。 。

広 場 町 従供 。 。 。 。 。

スポ - Ｂ ｬ￭￩ｊ ｾ の 間 政 。

教地 内 町 帥 化
。 。 。 。 。

窓 辺 に (E と村を
。

行阪 の縦 制 。

'<ll賓 の 形態 、 カ ラ 一 、 立l吃可
。 。 。

ー

建

築

.  セットパック

1) 鶴甲団地( 神戸市)

売買契約によ って外壁の後退J i emft 1. 5 m が定

められ 、現 在 は 都市 計画 ( 第一種住専) によ

って定められている 。 各戸 に設けられた塀の

緑 化 義 務 を併用すれば、さらに効果的 であろ

フ。

2)  帝 人 ビ ル ( 大阪市 )

敷地 の24% (686m') が、基準法52条 の 規 定

( 総 合 設 計 制 度) によ る公関空地 である 。 公

道 に 植 裁 が さ れ れ ば、 もっ とよくなるのでは

ないか。

UJ '1 l は現在あ る もの

4)  甲東園 (西 宮 市)

この住宅地は個人住宅が中心であるが、ほと

んどの家が生垣で固まれている 。 県常テラス

ハウスでも 、道路イJ ! i J の並木と 同ー の 樹 極 を 植

え、20年 後 の今回 、緑 の ト ン ネ ル が 生 れ た 。

5)  神 鏡 体 育 館 (神 戸 市)

歩道に面して庭園風に緑化をしている 。 こう

いうス ペ ースが述統することにより 、 もっ と

快 適 さ が治 加するのではないか。

6)  森本ビル( 神戸市)

}，i;- /.j (行J の ーlぽl。純 然 と した lhなみ の '-1:1 でi-! II?);r

i'i IJ の効米守を メ1モみ [111，して い る。



赤 松 勉 ( 神 戸 市 土 木 局 公 園 緑 地 部 施 鍛 錬 ・造 園 )

稲 毛 政情Ｈ神戸市住宅局住宅昔日越 君 主ｾ Ｎ ｩｉｉｬ築Ｉ

角 本 直 樹 ( 神 戸市 都 市 計 画 局 計 画 部 計 画 線 ・土 木 )

笹原辛口:喜 男 ( 神 戸 市 都 市 計 画 局 計 画 部 計 画 課 ・雄 策 )

佐 野 正 明 ( 神 戸 市 企 画 局 新 交 通 蹴 般 部 計 画 線 ・土 木 )

福 井 直 樹 ( 神 戸 市 土 木 局 公 園 緑 地 部 公 園 練 ・ 造 園 )

ｩｾｾｾｉｊ＠ 畠 利 ( 神 戸 市 交 通 局 高 速 鉄 道 部Z生 計 課 ・2車 築)

村 主 清 家 ( 神 戸 市 都 市 計 画 局 計 画 部 計 画 鯨 ・土 木 )

- 塀 の 規 制 ・ 歩 行 者 空 間 の 提 供 ・ 広 場 の 提 供

1)  ポ ー ト ア イ ラ ン ド 関 西 電 力 変 電 所 1)  市 営 岩 屋 北 住 宅 (神 戸 市) 1) 市 営 岩 屋 北 住 宅 (神 戸 市 )

(神 戸 市) 歩道のついていない公道に歩行 ｦｲｾ Ｏｬｬｉをフラ 小さな広場が公共に向か つて nn欣されている 。

光只契約により、① 2 mのセ y 卜パ ッ夕 、② 結 スすることによ. ) て地域のI別立向 | に !. 'l' ，献 し イ‘ I 近 の 老 人 や子 供 遠 の 静 か な 話 らいのJIJ にな

化. &; f 芳、 ③ R.5 さ 1.8 m 以下、透視性のあるフ ょうとした さらに収地 l人l は 卜分に fll'i ｾＮ長され って いる 。

ェンス がJ世務づけられている 。透視性がある でいる

と 、 ①オープンスペース が広く見え、 ②工 Ｎｴ ｊｾＩ

公 ｩ Ｇ ｾＺ ーを ＱＱ Ｑ 民が監視でき、③生産の現上坊を児ら

れるので・ｾしいなどの効果がある 。

2)  六縫荘( 芦屋市)

くし円引きの続の外! f ! I J に低木をあしらって、

務ち将いた感じを出している 。 この方法は必

ずしも大邸宅でなくてもよく日にするところ

である 。 売買契約によ って生垣を 義 務 づけて

いる同地 もある 。

壬

3)  離宮前町( 神戸市)

わずかなスペースだが、それだけにどこでも

応閉できる技法といえよう 。

2)  代 官 山 集 合 住 居 計 画 ( 東京都)

歩道からセットパックした告11分にショ y ピン

グのための第二 の歩道がより プラ イベー 卜な

ｽｦ ｾ で ｦｦ ｬ ｾ されている 。

「新 建 築 1969年 12月号 J より

2)  市営千鳥が丘住宅( 神戸市)

博文 ｊ 也の ｬ￬ 可にあるパススト ｹ フにベンチと Ｎｦ ｩ ｩＧｾ［ｦＮ主

を待 ったプラザを提供している 。

( 公 道) パスストップ

.  窓辺に花と緑を

1)  マンションのオープン型のベランダ

神 戸 市では 、市民公園条例によ って 共 同 住 宅

の住民 がベランダに 花 を 結 える 均 合 、 白 木 の

補 助 を している。 要件は、 ① 20戸以 lての 中高

府 住 宅 のー 壁面以上で、②住民の 7 0 %の 同 怠

を併で、③ 3 - 5 年 以 卜. 継 続 す る こ と で あ る 。

「ベランダ園芸 J より



昭 和51年 度 ・ 第 9 回 若 い 会 員 の 集 い

建築材料を見る

一一 ステンドグラスの世界 一一

レ ポ ー ト

3 月12 日( 土眼目) 、 まだ少し 1i
V
i 寒 い 午 後 に

「ステンドグラスの世界」の材 料 見学 会 は 始

まった 。

ま ず 浅 井 惇 介 氏 ( レ ッ ド 工 房 ) に 、 ス テ ン

ドグラスの暦史と技法などの説明をしていた

だいた 。

教 会 建 築 の 象 徴 と し て の ス テ ン ド グ ラスの

発 展 は 、 ロ マ ネ ス ク 建 築 の 壁 面 モ ザ イ ク よ り

発 展 し 、 ゴ シ ッ ク 建 築 の 位 と 位 の 空 間 にステ

ン ド グ ラ ス が “ 見るモザイクとしてづき展した 。

その後マルチン ・ルタ の宗教改革により、

教会建築より離脱をして、 一 般 の 宮 荻 の 邸 宅

等 に 利 用 さ れ だ し た 。 つ ぎ の 段 階 と し て 、 ア

メ リ カ の い わ ゆ る 混 合 文 化 ( 維 純 文 化 ) の 中

で 発 展 し て い った。

日 本 に お け る ス テ ン ド グ ラ ス の ID : 史は明治

の中楽に、 ドイツより山本辰錐が最初に、そ

の技術を持ち州り 、 その後米国より宕城? 竜次

郎 ( 岩城ガラス 創 立 者 ) も そ の技 術 方 法 を 持

ち帰 った。 さらには小 111三知 氏 が 米 国 風 ステ

ンドグラスの伎術を習得して 、 そ れ に 日 本 人

的 な 手 法 を 加 え て 完 成 さ せ て い る 。

日 本 に は 現 花 約10軒 程 度 の 工 房 が あ り 、 そ

れ ぞ れ の 工 房 は 、 工 具 、技法 そ の 他 す べ て に

わたって奨な っているようである 。 その王浬由

は 、 ス テ ン ド グ ラ ス の 輸 入 材 料 や 技 法 が す べ

て 消 外 国 の 馴 染 み の 工 房 に 依 存 す る と こ ろ が

強 く 、 ま た そ の 業 界 は 、 昔 よ り の 古 い 胃 償 そ

の 他 あ ら ゆ る 産 業 に み ら れ る よ う に 、 他者に

は容易にドl 己 の も の を 提 供 し な い 閉 鎖 的 な 業

wで・あるということにあるらしし、。

引き幸正いで、スライドを混じえての1 ' 1 " ，守3や

手法等の、時代変遷等の説明を受けたが、 一

兄われわれにと っては 、 どのステンドグラス

も同知的に兄えてしまうけれども、やはり 、 ｴｾ 足

史の変化、すなわちその時代時代の権威者、

支配 者階 級 の 変化 によって 、 ステンドグラス

は さ ま さ ま に 変化 し て い る し 、 ま た 技 術 、 作

風 も 変 化 し て い る と い う こ と が一 目隙然であ

特殊なハサミ で鉛線を切断

34 辿築と h社t企/ハ1叩叩9抑7711' . 51川l 月

った 。 ま た 近 年 は 、 ス テ ン ド グ ラ ス の 原 点 が

キ リ ス ト 教 会 に お け る 、 虫 な る 婦i きの現実化

として、兄る者を112なる世界へと浮く、光と

色 の 具 現 化 で あ っ た H幸代より、単なる光の芸

術 、 視 覚 の 対 象 と し て の 装 飾 工 芸 品 的 な 一 面

を強く持とち， ｾ ｂ してきている 。 ステンドグラス

は古い伝統工芸でありながら、ｾＺ［ｾ Ｎ に現在的な

イ メ ー ジ で あ る と い え 、 さ ら に 日 本 の ス テ ン

ドグラスは 、用途、目 的 に 応 じ て 澗和 をして

き で い る と い え る の で は な い だ ろ う か。

説 明 とスライドのあと 、 実J寅に入ったが、

常に私たちにと っては、ただ単に美しい 、 索

時 ら し い と 感 暁 す る の み で あ る け れ ど も 、 作

る と い う こ と は 、 や は り 大 変 な 重 労 働 で あ り 、

ま た 頭 脳 と 力 の 要 る 作 業 で も あ り 、 か つ 特 殊

性 を 持 っており 、 なおかつ熟練を必要- とする

作 業 で あ った。また工具にしても 、 鋲一 つを

取 り 1: げでも、 士三枚刃であり、型紙の線の持11

分 を 切 除 し て い く と い う 、 非 常 に 考 え た 工 兵

であり、鉄だけでなく 、一 事が万事のごと く、

すべての工具が、古くからの人間の知恵、によ

り工夫されたものであ った。 またその作業、

たとえ! ; f ガラス切りにおいても、フリーノ、ン

ドの曲線切りや、コーナ一切りなどはとくに

熟 練 し て い な い と 、 ま ず で き な い 。( 直線切り

で さ え 、 参 加 者 の '.1) で挑 ;ji J ( していたけれど、

うまく切れなか った。) また組み |二げなどは、

そ の 工 程 を 考 え て 、 組 み t げていかないと、

う ま く 思 う デ ザ イ ン に は ま ら な い し 、 ど の 一

つの工程をと って み て も 、 本 内 に 大 変 な し ろ

もので、参加者はf号、非常に熱心に' J f Iiri をみで

い た し 、 ま た 感 心 し て い た よ う で あ った。

その後、場所を |湖沼 大 阪 南 サ ー ピ ス セ ン タ

ー か ら 、 地 下 鉄 に の って 、 淀 尼 崎 の 近 く の 北

浜 教 会 へ と 移 し 、 ス テ ン ド グ ラ ス の 実 物 を 見

学した 。 そこは 200 名程度の収容能力のある、

礼 拝 堂 の 南 面 に 大 き さ 2 m X  5  m もある 2 枚

の ス テ ン ド グ ラ ス が ほ め 込 ま れ て い た 。 それ

は 「 嘆 き の マ リ ヤ 」 と 「 受11f t手子知」であり 、

礼 拝 堂 そ の も の を 象 徴 し て い る か の ご と く 光

の 深 さ ( 色 彩 の 深 さ ) と い い 、 非 常 に や さ し

く、 また司王厳であり包み込まれるようであ っ

た が 、 そ の 3 枚 の 1m円のうち、 中央部がガラ

ス の み で あ っ た の が 惜 し ま れ た 。

日常の行動 純 聞 内 に 、 さ ま ざ ま な ス テ ン ド

グ ラ ス を 兄 る こ と が で き る け れ ど も 、 生 活 の

余 絡 の な さ で あ ろ う か 、 気 が つ か な い と い う

のが本音であろう 。 も っ と生活に余絡をもち

たいと反省した 1 nであ った。 (吉田浅- ttl!)

切断した鉛線を型紙ｾり幽げる

ステンドグラスの世界の報告

高 橋 道 明

この! t まりで! . w 備された資料や Jff られたこ

と、 n問に対する答えなどのみを参考にして、

ス テ ン ド グ ラ ス に つ い て 使mされている中イ料

・力 法 、 大 阪 近 辺 で ス テ ン ド グ ラ ス の あ る 均

所 符 に つ い て 報 告 し ま す。

一 一使 わ れ て い る 材 料一 一

ステンドグラスを i三lこわ耳IJ 立している中，H' いま

ガ ラ ス と そ れ ら を 繋 い で い る 鉛 紛 で す。

区ヨ ー ガ ラ ス は す べ で 愉 入 J代 、

作通 3 純費目にう〉けられます。

① アンティークガラス ー・・ 色彩はｾￏＺ ｩｬｬ で ｩｙ，

I味 が あ り 、 背 景 の 透 過 件A がある 。

② キャセドラルガラス 色 彩 の 締 き が 鮮

明でTr ［ｪｾＧ は下透過性がある 。

③ オノ f ールガラス ーーー 大 ｦ 史石の ｾＱ 事板状の校

係で、 1r ［ｪｾＧ は不透過である 。

① ① は l玖;1+1 jl(. で ① は 主 に 米 同 jl(. です。 これ

は米161 と除外lのステンドグラスの子法のi ! t ; い

によるものらしい 。

医 二 週 一- f . n線 は こ の 職 純 だ け の 特 殊 な

もので、 仁房が門らf . nのインゴ y トから f1! り，11
1
，

しています 。 鉛 線 は H 主l をしていて、芯( ウ

ェブ) の l' 正みは汗通 3 mmで、 3  - 12mmまでの

IT;il の も の が iik も多く使 JTI されています 。 作り

Ｉｪ は、鉛のイ ンゴ ｹ トを決かし鋭 ｉｾｾ !ニ i1ft し込

みＩ，ｾ . - j s : 型を作り、! 巨延引伸ばし機にかけて所

定の申isi に1&1f ，2します。 軟 ら か くて 予で1l o 'ji. に

曲 げ る こ と が で き ま す 。

一一一ス テ ン ド グ ラ ス の 制 作 工程一一一

① 決 定 さ れ た デ ザ イ ン を J 亡にして、| ヌIfl -G*.泉

の太さ( 鉛線) を入れた実物大の完成| ズ| を術

きィキ色します 。

① 実 物 大 の 完 成|文| をカーボン紙で (1 ，、 l-t 紙

に彼等: し、絵柄の怜郭に inって 符 殊 な: 枚刃

の 以 で も っ て 切 断 し ま す。 これがガ、ラス '1リ也

切 断 川 の 型 紙 と な り ま す。 特殊な L枚J . J の 欽

lまS打線のぷの JI/ さ 3 ml l ' 分の A さだけ切り取る

よ う に 特 別 に 作 ら れ た も の で す 。

③ 卜J 己の明紙i湿りにガラスを切断します。

ガラス切りは依存泉的なものはダイヤカ ッタ一 、

曲 線 の 切 断 は 鋼 鉄 製 の ホ イ ー ル カ ッ ターを他

J/Iし、 ス テ ン ド グ ラ ス の ガ ラ ス の tJ JI析はフリ

ーハ ントーで行います。 切り取 ったガラスのコ

ノqまヤットコで終形します。

@  ｴｊｊｉ ｻｊ ｲ したガラスを実、 Ｑ ・ 絵同のように、 ｬ￭ｾ ベ

鉛線とガラス片をつなぎ合わせてハ ンダつけする



p'f し、その端から 一 つ づ っ 取 り 出 して2打線に

組 み 込 ん で い き ま す。 作 業 台 1-. に L 字 型 に 定

成を打ち止めて、そのコーナーより釘て、仮止

め し な が ら ガ ラ ス を 組 み 込 み 、 鉛 線 は 柄 の つ

いた :.11 月 状 の 刃 物 で 切 断 し ま す 。

⑤ 紗lみ |ーげが終わると鉛線の接点を山級特

殊 ハ ン ダ で 溶 接 し て い き ま す。 後 点 の み ハ ン

ダ 総 抜 す る も の と 鉛 線 全f本 に つ い て ハ ン ダ で

メ y キ す る も の が あ り ま す。 j午l面が終わると

↑l't 重に{ 反，起こしをして裏返します 。 そのとき

に ガ ラ ス な ど の 不 備 を 修 正 し て そ の l面もハン

ダ溶f1}し、 一枚のガラスと鉛線のノ f ネルに fl:

lてげます 。

⑤ ー枚のパ不ルとして光漏れ 、 j瓜雨の漏れ

な ど な い よ う に 鉛 線 と ガ ラ ス の す き 間 に 鉛 色

の ｾｈＧｩ 訴｝合のパテを詰めます 。

⑦ さ ら に 特別 な fJ 上 げ と し て 銅 色 メ y キを

す る こ と も あ り ま す。

以 上が; ! i ll 作 過 科 で す が 、 ス テ ン ド グ ラ ス の

ｊￆｾ 凡が鉛線 ｬ こかこまれた部分のガラスの色と

テ クスチ ュ アによるもののほか、車! 日かな友引

を す る た め に じ 宝 利l工のようにガラス) 11平111祭

で焼き付けたり、附目白塗料で描いたりするも

の も あ り ま す。 ま た 、 取 り 付 け 位 ;iqの 条 f'l ニや

大 き さ に よ って 補 強 を 考 え た り 、 外 部 に ガ ラ

スを入れたり、人工! 照明などを，1生けなければ

な り ま せ ん。

さ で 実 際 に 大 阪 市 内 で ス テ ン ド グ ラ ス が{史

わ れ て い る 場 所は商! 苫など小 さ な も の を 入 れ

る と 案 外 作 段 気 の つ か な い よ う な 所 に 以 111み

ら れ る も の で す 。

教会では ｌＴＲ とに行 っ たＮＮｪ ｴｩＩｾ カトリ ｹ ク教会

( ';;1: 本 印 象 氏 版 画) 、 こ こ で は マ リ ア 織 の ぷ 1111

の ブ ル ー の 色 を n'，す の に f"r 枚 も の ブ ル ー の ガ

ラ ス が ill ね ら れ て い ま す 。 他に教会では、 F. 

泣カトリ ッ ク教会 Ｈ 長谷 Ｚｾｉｉ 鋭宵氏 Ｏｊ ［Ｇｩｾ｛ｪ ｄ 、そし

て、 大 j九L 本自館l古1の御堂自筋万正而人円 |上"郎?引切|目l 、|ド阪l坂反

Ｑ巾 ｼドￎＮ ｦ村 ｦ 証引 Ｑ Ｑ Ｑ 切ｻｉＡ ｉ コンコ一ス ｪ丹 ｾ ｉ ｉ う分〉ト、 ，じ t斎百.f' i汚5自筋i'i i1尚百 1，μ，1.;汁lJ釘J  

の い 〈つカか、の 1，府E占耳のシ ヨ一 ウ イ ン ド 一 に は ス テ

ン ドクグe ラス カがず浄湘半斜組l: t み込んでで、あるものが多いよう

でで、す 。

し か し 、 前 い ヨ ー ロ y ハ の 教 会 の ロ ー ス ウ

イ ン ド ー の ス テ ン ド グ ラ ス か ら あ ふ れ て く る

よ うな光の不思議さや、 22かさが! ' ，さじられな

い の は ど う し た こ と で し ょ うか。

(東西建築サービス (W)

ｌ っと ， Ｑ 下 し いこ と を知 ｉ りたい人はド， ￬ ｾ におたずねｼ、さい
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組みあ がっ て1枝のガラスパネルとなる が、 ガラス片と

鉛線の聞に たんねんにパテを 詰める

「ステンドグラス (stai ned gl ass)  J  

その歴史と郷愁

米 田 浩 太 郎

今 阿 の 見 学 会 の テ ー マ は 、 レ y ド工房、浅

井 ・ 1- . 1己両氏を議( l ili に 迎 え た 「 ス テ ン ド グ ラ

ス の 世 界 」 で あ った。

ス テ ン ド グ ラ ス は 、 わ が 国 で は 、 ご く 少 数

の 工 房 に お い て 、 ご く 少 数 の 工 匠 の 手 作 り に

な る 作 品 で あ る だ け に 、 そ の 製 作 工 程 や 技 法

は ほ と ん ど 公 開 さ れ る こ と が な く 、 ま た 、 そ

れだけに、この金( l li lは、ステンドグラスにJ . RJ

叫ミをもっ私にと っ ては 、 ま た と な い 宿 駅iの 好

機であ 勺fニ。

" ラ♂" ク，' . メ，'，ク

ほ の 111い、戸iJ 瓜 な 室 内 の 呉 国 調 な ス テ ン ド グ

ア ノ チ ー ク

ラ ス の 光 と 色 は 、 近 こ ろ 流 行 の 懐 古 組 昧 と あ

いま って 、 特 い 似 性i主 に は 必 愁 の 魅 力 で あ ろ

う が 、 わ れ わ れ 大 正 初 Wl 生 ま れ の 年 代 にと っ

て は 、 ス テ ン ド グ ラ ス は そ の よ う な 小 品 で は

な く 、 ゴ シ ッ ク立1 l 築、たとえば、サント ・ン

ャペル Ｈ ノ引ＩＩ、 シ ャルトル大聖堂 Ｈ ノ ｾ ，) ) 、あ

る い は パ リ 大 明 堂〈ノ ー ト ル ダ ム ) ( ノf リ) な ど

に 代 表 さ れ る 大 flnl 般の巨大なパラ吉宗にみる、

あ の 絢 州 第 胞 に し て 、 し か も 神 総 的 な 光 芭 を

放 つ 大 ス テ ン ド グ ラ ス こ そ 、 そ の 象 徴 で あ り 、

神 髄 で あ る 0 ・ - と い う 印 象 を も っ。

「ステンドグラスのl伏火」について、活( l iji

浅 11' 氏 の 解 説 を お、f!? りすると 、 つ ぎ の 通 り で

ある 。

ス テ ン ド グ ラ ス の 史 的 変 選 に は 三つ の ili'l ，ft

Wl があ っ た。 す な わ ち 、 ま ず 第一 は 、 ゴ シ y

クill 築 の 11 '， J>I_ である 。 !>C)¥HIにお、けるピザンチ

ン ・ ロマネ ス クｊＡＺｉ ｉ の ＮＧｪＧｾｩＧ￩ 建築は、権力と尊厳

の 殿 堂 に ふ さ わ し く 、 健 在Jl で は あ った が 、 堂

内 は 、 窓 は 小 さ く 、 平i¥立は/ ' メく、閉鎖的で、

陰 惨 で あ った。 これに対し 、12 世 紀 初 期 に 出

現したゴ シソ ク械式では、剥 ｉｊｾ 、 ＱＧ Ｑ Ｎｦ主や、付け

位 、 あ る い は 交 錯 す る 無 数 の 扶 ( ア ー チ ) 深: に

よ っ て 天 )1' は 粍 や か に1. 'fち 1: げ ら れ 、 窓 も 大

担化し、内ＺｾｉｉＺｾＯｬｩｉは、 ｉ リ Ｑ るく、広々したもの

にな っ た 。 このような ｩｬｬ 築機式の智堂の， ＧｉＧ ， ｾ見

によ って 、 ス テ ン ド グ ラ ス の 色 彩 効 果 は 絶 妙

を 何 め 、 そ の ご 数 世 紀 に 亘 っ て 、 ス テ ン ド グ

ラスは '1'1止凶作の、判，' i : . ill 築 の 象 徴 と な った。

くだ っ て1611t k: 己' 1' 1( 11、 マ ル チ ン ル ー テ ル

の宗教改革以来、新教が，色、激に拡がり 、 それ

ま で の In教の大刊flit は よ う や く 衰 微 に 向 か い 、

こ れ と と も に 、 偶 像 崇H を;j'， llii す る ス テ ン ド

グラスも次第に宗教から ｬｾｦｅ れて、王伎 ｴ Ｇ ＱＢＡｊ ｦｩ の

レy ド工房製作の北浜教会 r受胎告知」のステンドクラ

ス。原画は堂本印象画{ 自

城主 ￭ｾ 、邸宅の中に移り、 Ｑ Ｑ 時 三 たな航自 ￭ ｊｩとして復

i吊してい った。

18- 1911t 紀 、 ア メ リ カ は 11 ざ ま し い 機 械 文

明 の 新II.¥' 代 を 迎 え た が 、 文 化 ・芸 術 に つ い て

はtせなるヨーロ y ノf を市町列とし、ステンドグ

ラスもその ill/)rr として、 rl i民 生 日 の 中 に 復 活

し、 や が て こ れ は ア メ リ カ ン ・ス テ ン ド グ ラ

スとしでづき廃してい った。 し か し 、 そ の 傾 向

は通俗に流れ、わ、よそ芸術とは柑 ｩｬｬ い ｾｴｩ "11" と

ｾｮ してい っ た 。

一 万 わ が 国 に は 、 た と え ば ギ ヤ マ ン ( ダ イ

グラ λ

ヤ モ ン ド) と 呼 ば れ る 色 破f肉は戸了くから伝来

していたが、 11 本 人 の 手 に よ っ て は じ め て ス

テ ン ド グ ラ ス が 製 作 さ れ た の は 、 明 治 の 中 H月

であり、 lれそ史 l主事庁しい 。

大 IE から 11(1剥11こかけて、ステンドグラスは、

カトリ y ク教会や、 ミ y シ ョン ス ク ー ル に は

' 叫プル

採 JrI さ れ た が 、 型 ，ｉｾ になじみの滞いわが同で

は 、 ス テ ン ド グ ラ ス に 表 皮 さ れ る 宗 教 両 は 所

設 周 併 さ れ る こ と も な く 、 も っぱらめ〈米崇n

や 災 同，tii 祁 か ら 珍 重 さ れ た 程 度 で 、 同 柄 も 初

歩 的 な 幾 何 学 的 模 倣 や 、 単 純 な J!. ，w同 案 が 多

く、かつての中世阿洋の、千ヰり出し、ム芸術I作 品

は 、 つ い に 結 実 す る こ と は な か った。

そして、現代になると、 ステンドグラスは、

そ の 技 法 は 1.000 年 liil と ほ と ん ど 変 わ り は な

いが、 (乍r . の引長と阿案の表現 l正。変し 、1' 1

ヴ τ ニ，'1̂

由 奔 放 な )1"象( 111' 1をも っ て 、 不 死 九 の よ う に 力

怖くｾり、 ｩ ｬｴ 近はまた新しいう〉 盟 ｔＭで流行の兆

しを 見せ て い る 。

，:，I'i(:i li i.l UI' 氏は、 一 般 の 人 々 は 、 今 で も ス テ

ンドグラスに付して、「キリスト教徒のもの、

IJGi下のもの、そして、" 可洋的拡同気の泌"1.1，手

t立としか汚えていないので・はないか」と1 : 111高i

し 、 こ れ か ら の ス テ ン ド グ ラスのあり fJ とし

ては i [沈IJXの 概 念 に 促 わ れ ず 、 現 代 的 デ ザ イ

ン 、 と く に " 本 の 胤 仁 ・環 岐 に j品HII し た 芸 術

Ｑｾ ，Ｇ ＱｉＢ をの ｉ ｬｊきしていきたし、 。 そして 、 そのため

に は 、 ス テ ン ド グ ラ ス に と くに| 州系の深い建

築家とイ ンテリアデザイナ- ，l / ' i 氏のご町内平を

η たい」と強潤してお、られる 。 H、もまたその

よ う な 新 し い 優 れ た 作 I111の 例 iiE さ れ る こ と を

昨日常する 。

し か し 、 そ れ は そ れ と し て 、一一一降る叫ーや

明 治は述くなりにけり( 0 ' ，' ( 1" 9l ) ー ーの !'$' I裂に

も 似 て 、 わ れ わ れ 年 代 の おーには、ステンドグ

ラスはよき H、? 代の追憶と郷死去とな って 、 い つ

ま で も 心 の ど こ か に 残 る こ と で あ ろ う 。

Ｈ 本 ｾｾＺ ｉ は ｩ ｊＱｊｩＧ， ｩ 島川 の 解Ｂ見に、 多分 に1' 1.11晴人の悩也! やl' 基飾 を

刷lえたので、文II はすべて払にあることを 、念のためf，t，犯

します) (野村建設工業側)

日 時 昭 和52年 3 月12日l土)

集 合13: 30ー解散17 :  30  

場 所関西電力悼大阪商サービスセンヲー

11稽集会室並びに北浜教会

諸 飾 浅井惇介氏 ・上尾重之氏 ( レy ド工房)

参 加 者 35名

スケジューJ レ 13: 30- 16 : 00 !書演( ステンドヲラスの

製作工程) およ び製造過程の実演

16 :  30→ 17 :  20 作品の見学( 北浜教会)

35 



日本建築協会

月間の動き

昭 和52年 3 月分

定 時 評 議 員
. 6.  

2玄

31 日 411キ- 511寺、|毛 於 会 館 集 会 室

出席 1'i 'l' f 々村、 rｾ＠ ，'J 橋 正 削 減 長 ほ か 19名

委 任 状 30名 計51 ｾう

J 'I円I 室 谷 、 波 辺f史'Ji

級 事 111，1乎汲 L-l会 J晶長及び日1) 波 長 r[ 選 の {午

121副 会長 2 名選任の 件

131f型' )1] 8  1'， ill (1: の 件

141i 生ni l l ( 壬承認 の f牛

15111(1利51 ＺＱＧ ＮＱ 支収支更正 Ｈ ＮＱ ＱＮ ノ ｦ＼ ＱｾＺ Ｚｴ Ｎ の ｦＧｩＧ

16111({ .f1l 52年 I.ii' Jj )(支 f. J/.lf.c ，i?J. の ('1'

評 議 員 懇 談 会 (筏術部門)

23 日 正 午 - 111キ 於 会 館 集 会室

t'I 'd市行 ＧｊＡ ｦ 々 村 波長 ほ か Ｖｾ

J品目Ji 11111?1利 52: 1' .1立評議 n 会 J最長推せ んの ('1

Ｑ Ｒ Ｑ 技術 ＺＱ Ｑ ｾ 門 ｊｈ ｮ Ｇ ， 副 会 長 Ｉ :}'， f盟'Ji 8  ｾ 叩 ｅ せん

の ('1'

理 事
. 6.  

-z;;-

16 日 4 時 - 5 11.f  於 会 館 集 会 釜

山 l市1' i 塚 本会 長 ほ か11 1ミ

ｊ 英明 Ｑ Ｑ Ｑ ｫ｝Ａ 築 ｬ プ ｬ ｾ 務所実態 占 ， ｾｊｴｩ に 伴 う ｦ ｾｬ ｬＱ Ｎ 令 の 件

Ｑ Ｒ Ｑ ｩｬｩｾ 設 ， ｮ Ｇ 花開業法 Ｈ 案 ＩＧ ｉＧ ｊ Ｍ 子 の ＨＧ Ｑ Ｇ

1  ＳＩｔ ｬ ｾ＠ f)j )"j 長 児 !fOJの (' 1ニ

141人 退 会 1'i 承 認のf'i'

151事li :咋予lu( i

編 集 委 員
ム
一
品

委 員 会

2 日 4  II ;f - 5 11寺、|主 於 会館 集 会主

lH川'; (i '  'I '.H 委LU 圭 ｩ ｊ Ａｉ 辺 ｊ Ｇ ｉｐ Ｑ ｾ ほか Ｖ ｾう

［ ｊ ｦＧ ｊ ｾ＠ (113)  Ｑ け ］ニュー タ ウノの 守 ｾ Ｚｊ ＧＱＱ 干干Ａ￟ ・ ＶＰＩ［Ｇ［ Ｑ

Ｚ Ｑ ＧＮ ＶＶＰ 号先行け の 経過報 ｾｉ［Ｎ

1214  )  1  ;;一= コンク リー トの J山針 作f
l
l1 と行 政

指ゅの) J " 向村! s 報科

1315 )  1  ［［Ｍ ］ ｫ｝Ａ築様準法改正法特集 鰍 ｾ ｉ ｾＮ＠

(416) 1  ;;- = 身 附 1'i 1ft!!.: 生 (仮 称) 特! s 件 。Ji 会

事 ｕｾ 与

1517  n 乃設備特 集に ついて

(618 )  1り梢造 H ! sに ついて

171本 年 度 収 支 比 込 版 作

181;9.: :Y. I! r委 n 会 ( 委n 交代 ・れ 小 委 L-l 会情

1&を合 む) につ い て

191その I;t. か

広 告 企 画 小 委 員 会

9 日 4  11キ- 6 11キ 於 会 館m公 安

nJ ，ni!I .fi - ｩ ｬ 立辺志委 ｌ Ｍｬ 、ｼ市 ｝Ｑ日 渦 Ｚ夫 ｾ ｮ

ｊ 晶 Ｇ ｬ ｾ (113)  1  ，;・ - 6  n ; ; 村 * 戦代

(215)  年度収支搬円

131み: 年 I立! よ作企画小委 L- l 会委 L-l につ い で

3 6  也 菊と 社合 1 1977: ド5 11 ;;'

141次 年 度 企l凶

作 品 作 風 小 委 員 会

9 日 6  II .f - 811;f  於会館! s 会室

nH布行 大辻日IJ 委 n長 ほ か 4 名

ｊ￬ ｮｾ＠ 4 月刀、 5 )j ; ; の {乍品の ill 定

精 道 分 科 会

17 日 4  II.¥' - 6  11寺 於 会 館 集 会室

t'l H信者 須 t:il; 子D; 委 L-l、 'I' w・i主リJ 委日

，iJll TJi 1])  r  f，'II J 2 i の氏」の企阿

1218 月号情i主将! s に つ いて

建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 よ 寸

B ク ル ー プ 打 合 会

2 日 正 午- ) 時 、1" 於 会 館 集 会 室

t'I 't1市 有 羽 入 幹事 、 杉村 同紙 ・吉村の 各 委n

議事 (1) rk]!築 データシー トノ、ンドプ y ク」編 集

実行委日 会 につ い て

Ｑ Ｒ Ｑ Ｘ グ ル ープの 幹 Ｇ ｬ ｾ 選 出 に つ いて

(3) 8 グルー プの 今後 の 作業 につ いて

141その ほか

企 画 分 科 会

2 日 正 午 - 2 11キ 於 会 館 集会室

n' ，1市-I'i 柄 11・斡' Ji 、 北村 ・ 中..f t .  ＧｾＧ Ｎ ｈ ・ ｉ ｌｩ 本の

作委 n

ｊｊｉｬ ｔ ｬ ｾ＠ (1) ｲ ￭ｊｅｾ データ ｹ ートノ、ンドプ ｹ ケ」 発行

実 施 計Iflij につ いて

121その f也

D グ ル ー プ 打 合 会

3 日 正午 - 2 11キ 於会館! s 会室

，rl' ，/;W.fi 岡 本 幹 'li ほか 5 1円

JJIl 'Ji (1) rk]! 築 デ ータ シー トハ ン ドプ y ク」 実 胞

計画に つ い ての 経過制 ｬｾＧ

121幹 事の jtt ，'I'，につ い て

131D グループの今後の 作業 につ いて

141そのほか

C グループ打合会

7 日 411寺、r' - 611.y  於 会 館 集会 室

，11' ，席 1'i 樋 11幹 事 、 1Ei . よ院 ・竹 内 ・深 i)¥の 名 委

n  

JJIl Ｇ ｬ ｾ＠ (1) r述書3データンー トハ ン ド ブ :1 7  J 実 施

，:J illlj につ い ての統治宇1177

Ｑ Ｒ Ｑ ＿Ｍ 宇 Ｇ ｬ ｾ の Ｎｩ￮￭ ｮ Ｇ， に つ い て

131そのほ か

A グループ打合会

8 日 正午 - 2 11.'r  於 会館 集 会 主

.'1.，/，"" /i- ＱＧｾ塚山 ｪ 委 ｮ 長、木村 鈴 川同委 ｮ

ｊ 搾 Ｇ ｬ ｾ (1) r述書5デ ー タ ン ー ト ハ ン ド ブ y ク」 実 狗

，H (l lI j につ い て

121A グループの t汁 'liill ，'I '，に つ いて

131その ほ か

委 員 会

16 日 5 11午、1'.- 7 11、¥，'1" 於会合i : 集会予:

，1  I  '， Jl i'): !'i 必村 ff1ri l:a、 点lj(;，¥I J 委L-l 長 ほ か 161可

決 J )I (1) 1昭和51:1'- 1交の 犯 行 シー トに つ いて

121{ E1岨分科会、作 グルーフ 打 合 会の 報告に

つ いて

131  rill 築 データシー トノ、 ンドブ J 7  J 今後

の 作業予定 について

Ｑ Ｔ Ｑ 実行委 ｌ Ｍｬ 会 委 ｮ の ｾ Ｑ Ｑ￬ 先 につ い て

151ノ" ';1 クナ ンバーの l仮先 '1' 11: につ いて

161その ほか

建 築 デ ー タ シ ー ト ハ ン ド ブ ック企画打合

23 日 5 11与'1" - 9  11. '1'  T  於 会 館 3 附 会 議 室

t'I '.J 市行 山 本同 ｾｬ 君主 n  

，Ｚ 高 Ｇ ｬ ｾ (1) r述書5データンー トノ、ン ドプ y ケ」 収 支

予算案作成 に ついで

121その ほ か

事 業 委 員 会 寸

広 報 小 委 員 会

2 日 6 時 - 7 時、l主 於 会館[ 集 会 室

.' IHl 百{i ' Iv. i両IJ 委n 長、 l京!"I. ・佐d盛岡幹事ほ か

4  :}' ， 

J晶'I J (1) P  R ・研 修 税陸作分科 会の Ｇ ｬ ｾ ｾ 制作及

ぴ 'Ji 業企画に つ い て

Ｑ Ｒ Ｑ 次 年 度 小 ｾｮ 会 の 編成に つ い て

131例 '1.60周 年 紀念 の 会 につ いて

141その I;t.か

見 学 会 小 委 員 会

3 日 611キ- 711寺、|主 於 会館 集 会 釜

山 l布告 明書凹日11' 委n長 ほ か 7 名

議 事 111  1  Jl、 2 月の 見 ‘j会会の実施事li ??

121次( 1'.1支4 円以降 の 企l珂に つ いて

131;火{j' . J支の 委n f，' f，成に つ いて

Ｑ Ｔ Ｑ 次 ｻｲｬ 支 への 巾送り す ｬ ｈ￭ｾ

151その ほか

若 い 会 員 の 集 い デ イ ス カ バ ー 大 阪 企 画 分 科 会

4 日 6 時 - 911、f 'F 於会館! s 会室

.'1'.ITifi -d 赤木 ｴ 台、ｩｬ｜ ｆ 別委 ｌ ｈ をほ か Ｒｾ

J J FJi 11l11?l布152年 度 、 第 1 1"1 (J) 企1' 凶としてのテー

て7

121企Illij V-1芥に ついて

131  F !"I. のス ケ ジュール 及 び 委n の 分れl

若 い 会 員 の 集 い 小 委 員 会

8 日 611キ- 911; ¥'20う〉

於..f t i.兵ビジネス 会館 m会ヰミ

ｴＧｬ ｈ 市 ＱＧ￮ 森 下 両 ＱＩ 委ｌＱ長印 ｉｦ 握、漸， ［ 本、下Ｇｾ Ｎ Ｈキ

事宇 Ｇ ｊ ｾ ｉ ［ｴＮか Ｑ Ｐ 名

Ｖ Ｑ 兵 Ｇ ｬｾ 11  ｉ ｾ｜＠ 9  ＱＢ Ｑ 、 ｾ Ｑ ＰＱＢ Ｑ の 企 Ｑ Ｇ 泊 分 科 会の 報内及 び

'" 込 状況

Ｑ Ｒ Ｑ 次ＧＮｪＧＮ Ｑ 主ｾ｜ 1 1"1の 企Il lJj について

131次 '. 1'.1支' f ¥2  Ｑ ＢＱ の 企問 ｬ 及 び Ｂ，送 り Ｇ ｉ ｾ ｊＨｩ につ

いて

141次"1' - 1交委L 1 編成 につ い て

(5)そσ)I ;t.か

委 員 会

10日 6 11、干- 7 11寺、ド於会合'p; !s 会主

.' 1'，lm /i- ｲｮ 川ｾｌＱｊｫ 陀、小泉、花房、 f  giJ1、

腕 111 、I柄、森 F 名目IJ 委L 1J k

，f義'fi Ｈ ＱＩ 名 小 委ｌＱ会 の Ｇ ｬ ｾ ｾ 宇 ｵ 作及 び ・ ｬ ￯ ｾ ｻ￈ Ｑ Ｑ 叫 につ

いで

Ｑ Ｒ Ｑ 次 ｦ ド Ｑ 支 ｾｌ Ｍｬ の 編成 につ い て

131行11 、1.60悶 1r 記念 の 会 について

141そσ) I l か

建築家に話を聞く (漆 原 美 代 子) 打 合 会

22日 6 11、干- 9 11キ 於 会館 3 附 会 決室

， Ｇｉ Ｇｊｦｦｩ ｾ＠ .fi - 瀬 戸 本 U Eほか 5 ｾノ ｺ

ｊ 義 Ｂ ｊｾ (1) 会土J，i al it常 そのイ也準 備 につ いて

121スケジュー ルに つ い て

131その ほ か

建築家に話を聞く (5 ) ゲ ス ト と の 打 合 せ (漆 原

美 代 子 氏)

25日 2211;'1- 2311.'1 i毛 』守ロイヤ ルホテ ル

，1  I  '，J，' j' ;  !i ゲ ス ト 漆 Is古美代子氏、瀬戸本 l'. .1'1: I;t.

か 3 ずI

ｊ 義 Ｇ ｊｾ スケジュー ｊ レ の 淵千 ｜ｈ ｾ ぴにスラ イ ド に つ い

で

国 立 循 環 器 病 セ ン タ ー 見 学 打 合 せ

28日 ) 011. ¥' - 1211寺、|三

，'1'，1，';' ;  1'i I'! 'I :: i'" i  木 f/l l技 行 、 大林中1，[ 11 ;i' 11 

任、 永 11委L 1 ほ か J 1う

議 ・Ji 見学に つ いての 111I .'i' 、 スケ ジュー Jレ打合せ



出 版 委 員
. .6. 

Z玄

委 員 会 小 委員 会

7 日 正 午- 211キ於会Y ! i( 3 附 会 J.n!宅

H' ，' 市{ i 小 林 委 員 長 ほ か 2 1，

［ｊ￬ｩ Ｇ ｊ ｾ＠ Ｑ ＱＩ技術選［ ， ｾの経過宇 ｕｾ っと追加 ｼ テーマ

121次 1]'./支出版委員

Ｑ Ｓ Ｑ 次年度第 Ｑ Ｑ ＱＱ Ｑ ， ＧＱ Ｇ ， 版委 ｌ ｾ 会開催 ＱＱ について

技 術選 書執 筆 打 合 会

16 日 311、予 - 411:干於会主] ' o; 3 1o/ f 会議毛-

nH市{ i 1111 Ｑ 安 ｾｊＩ 氏小林ｩＧ ｌｈ ｬＺ

ｊ 晶 Ｇ ｊ ｾ r ( i l l 築1: ｔ ｊ ｾ の失ｬＡｬ ､ 列」に つ いてのｾＩ｜司王 ) j 童!

投 術 選 書 出 版 企 画 打 合

17 日 111キ- 211キ 於 会 館 3 附 会 J阜市

.ll' ，'目f} .fi 主主 n. '，版 社 、 小 林 委 L H正

， ｩ ＮｮＡ Ｇ ｊ ｾ＠ 進 捗 状 況 と 山版 企 fll 耳打合

住 宅 委 員

. .6.  

-z;; 

委 員会

8 日 511キ50分 - 711.' 1' 於会館f . I ! ，会' 七

n' ，J市行 小 阿 委 ru是ほか 11 1'，

議 事 11) ( 1: 宅肢に |渇する{ 牛

121( 1 : 宅コンクール術 ，位 協 jJ の ('1'

教 育 委 員
A

E

 

委 員 会

14 日 5 時、ド - 711‘子、ド 於会館f . I ! ，会・' +

nHあ( i 1河IIJ 委u 長、{ 寸々 木t ¥I 1J 委L H毛ほか 9 :}'， 

ｊ 晶・ ｊ ｾ 1  I  III ({ 利 51年度の Ｇ ｊ ｾｾＧ 友仰如何

1  21>>': ｩｪＧＭＯ 立の、 ｊ ￇ ｾ ｻｩＧＺ ｦｬｬ ｬ ｩ について

Ｑ Ｓ Ｑ 次 Ｑ ＱＢ ］ＮＧ支 ｾｕ の編成について

141そσ) I l か

法 規 委 員
. .6.  

-z;; 

委 員会

22 日 311，1' - 511キ於会館氏、会宅

，'I'，r.i'i {i  ｲｮ 川 ｾｕ 長 ほ か 131九

J晶' ) I Il li_よ令特集 ( 5 n  : } ) 編集怜・)I 会策調i ??

121i_去令コーナー J反抗

131;火年度君主 n 会 委 n の 件

141そσ) ( l 1う、

若 い 会 員 の 集 い

「建 築材 料 を 見 る 」ー ステ ン ドクラス の 世 界一

12 日 111キ'r - 5 時' 1' 於 l対Ily屯 jJ 附 大 阪 府 サ

ーピスセンタ一枚びに ｾｴｩＩｾ 牧会

参加1{i  35 1， 

議f:iIi ス テ ン ド グ ラ ス 企 l国 製 作 ・レ y ド工房

浅 )1 作介氏、 u己主之氏

スケ ジュ ー J レ

13: 30→ 16 :00 ステンドグラスについて， ｬ ｾ ｾ ｩｩｴ と

ス ラ イ ド 並 び に 製 作 の 実 杭

16・30→ 17 :20 北浜教会の見学( 作品の! n ' . "f:) 

建 築 家 に言語を聞 く(5 )

漆 原 美代子のイ ンテ リ ア ・ア ー キ テ ク チ ュア

26 日 111午、1¥- ＵＱＱｾｴＲＰ 分

於 l悶阿' ili1J (i附 大 阪 府 サ ー ピ ス セ ン タ ー

参加l 行 70名

ゲ ス ト j約束 'J:i 代子氏 (漆l J ;fJ:j 代 fφ Ji 務 所 ): ，事}

見 学

. .6.  

-z;; 

大 阪 府 立 成 人 病 セ ン タ ー 増 築 工 事 の 見 学 会

18 日 1 11寺'1¥- 4  II.' f'I¥ 

参加 l {i 491' ， 

Ｉ，ｾ本設計 ill 築 ，i J 幽総合研究所( 吉正¥: '  illi :.t ' t 

グループ)

実胞，; 生，i ! 大ｼ以 ｊＨＺｦｩｬｬ 築 ｩｴｬｾ 営緋 ＮＺ ｉ Ｍ， ｉｬ￯ ， Ｎｩ ＡｬＡ、工Ｇ Ｉｦ ，球、

設備，; 県

ill 築，1十両総合研究所 1  

} 共同体

双>，L社 竹 腰 ill 築 事 務 所 )  

刷新f I 本設備計11回

Ｇｬｾｩｩ＠ f哩 大阪府主主 ｾｬｾ￟ 常総工事法

l ! . f 同法人 大 阪 府 ill 設 監f哩協会

て (附i!!l 池組、( 同竹中工務 I，t; 共 同 企 業 体

成人病センヲーにて浦先生 {正面) から説明を うける。

創 立 60 周 年 記 念 の 会

30 日 6 日、子 - 71侍 於 太 閤 悶

参加1{i  103 r， 

"-i ll は大阪府知1')f ＨＧｦｾＭ 公ｉｩＢ代表Ｉ、 κ 阪府立 ｊｂ 誕 ｴ

会会長Ｈ友好 ｼ 司体代表 Ｉ の祝砕の後、事務 ｽＮ［ｪｾ 哉 ｕ

i K 年 勤 続行の 表 彰 が 行 わ れ 、 竹 股 名 誉 会 長 の 伎

がの背頭で事に人り、 711:干過ぎ、 !.l 四日名誉会長

の 発 声 で ) ; i 設を- =. I l r'，慌会1 ' 11 にJ散会した 。

建 築 ク ラ フ 朝 食 会

8 日 811寺、ド - 91時、|主 方守大 l坂 グ ラ ノ ド ホ テ jレ

ｉｉ Ｇ ，ｲＮ［ｾ Ｍｦ￭Ｍ 781'， 

ペ11 は 大 阪 大 ρ件数段 fJ} 雌 克 τ氏より「パラ」

( スライドf ) 打1 1 ) のおJ吊を f司った。

3 月 の 入 会 者 間祢略)

( Ffl 体会[ l 2 U)

川'T¥不動mt拍 側 " ，ｾ製作所大阪営業所

〔個 人 会 t l 29名]

秋 山 側7J 大tr 緋，" 大附 -iIi樹

大僧 -割自 加雌忠目t 川 | 孝

川' " 弘剥l 本付 ?古 北村 {JS ・

ＡＡｾＡｈ＠ n  資 総 長 失 ｾｨｬｬ 久 ｬｦｴ

d-(ITI 成比 ;/(lf l  同: ｩＡ， ｾｴ｛ｾ＠ 1If{ f  

竹内 IE 協同I [ ! .巴 ＧｉＧＯｾ＠ (1; 央

'1' 例 行 4 中 川 政1{. 'l. 長野八: 二

凶村 ifi -p.) s  liiln g  怯日1 i下、F

S年 Mfifi 称，:':j f'f 幸 山川正↑ #

(f(III 頼、F 古 ［ ｉｾ ('1' 二

l昭和52年

級建築士試験のお知らせ

1 ， 期 日 お よ び 時 間

111 r学科の試験」

8  J !  7  U (日)午 前 911、f - 午 後 511キ30分

(2 )  r設計製関の試験」

IOJ !16 f1 (円)午 前 11時 30分~ 午 後 511寺

2 ，場 所

(1) r予 科 の 試 験 」 の 受 験 地 は 、 受 験 告 の 受 験 申

込 H寺における住所地の自1I 道 府 県 に よ り 指 定 が

あるが、枠組lは正I ! 設ヂiill 築指導諜にお・附h 、合

わせ貯 ｾ￭ いた ｌ 、 。 なお、 ｦｦｬ 込 Ｑ 去の変更は認めと ｫ

い。 ( 大阪、手[ J 可).;111の 受 験 省 は 京 大 阪 市 、 滋

，，ｾ、 ｊＩｴ 郎、奈良は J;f Ii lS r行、兵庫は神戸 市)

( 2 )  r没. H 製図の試験J の 受 験 地 は 、 受 験 者 の 受

ｾ金 ｲ ｲ ｬ 込 ｬｉ ［ ｦ における住所地の 出 ｉｓ 道府県により指

定される 。 ( 滋賀、点的、大阪、兵五J_( 、奈良、

ｾ Ｑｉ ｾ ｦＩ［ 山の受験者は京大阪 市 。 詳しくは建設省

へ)

ただし、受験地の変更は伝i j i }J ｾ苧のやむを得な

し、 ｬ ｊ ｾ 十 ｪ Ｇ ｪ があり、かつ、 ｈ 白羽 Ｑ ＵＲＱ Ｑ ｾ 9 月24 日(1-)ま

で に 雄 投 行 住 宅 局 建 築 指 導 J車あてに文: 咋で 申

Uf し、その承認を受けた 11に限る 。

3 ， 受 験 申 込 手 続

11 ) 受験巾込受付期1mおよひ・時間

Ur1利52年 5 月30 IJ (月) - Hf{ 利 52年 6 J !  3  R (匂午

前 1011寺~ 午 後 411、予

121受 験 中 込 の 受 付 場 所

住所地の占ｪｓ道府 ｾ ＮＭｬＭ ｩｬｬ 築士 ｵ 先深または 同 ，深の

指定 ｊｊＯ ｾ ｲｦｩＧ

(31受 験 rl J 込 方 法

受験 ｉ ｦｬ 込 Ｚ Ｑ ｾ は、 |て記，( 2 )の 場 所 に 直 後 拠 出 する

こと 。 ただし、やむを ｩ 斗ない ヰｾ Ｍｭがある幼合

に限り、郵送でもよし、。 ( 詳しくはたj ! ; 設省へ)

4  ， 合 絡 者 の 発 表

Il{Jf1l 52年 12月20 円ωt氏。 r 学科の試験」は、

II i' H日52年 9 月30 fI (匂 に 発 表。

5 ， そ の 他

殺，n製際! の E深I l i i は、本年 8 JこJ 1  f I 付け官報で

公円 。 r学 科 の 試 験 」 の 試 験 場 に も 掲 示 す る 。

i協和52年

建築主事資格検定について

1 ， 期 日 お よ び 時 間

受 験 者

考 査 .事 日

の 区 分

技 術 考 査

ーチ~ ・
科 J2: ，lt 製凶

行政考査

一級住築士の

資絡を有する

舟

ハ r、同d-士ロh 紛試11お匁f騎iよ喰1S昆1築のび)

免 除 10月16日IA)

午 前 9 時

8 月 7 日(日) 10 月 16 日(日)
午 前 11 時

トHこ該当し寺

午 前 9 時 午前11時30分
{コ

い甚

午後 5時30分 午 後 5 時

(花1 J，'I' C' 欄の受駿告で. 一総連帯 1:試験を1井制する- 1' : 1阜、 ・級

ll!寮 t 拭駿の学科的以験 iニ不合的 となっと場合にもI l ! 築" 事

資怖険定時1 f として、 一級也事士試験設計制悶の試験を受け

なければならｾい 。

2 ，受 験 申込 受 付 期 間 お よ び時 間

11(1利52! ド5 月30 ｉｬ Ｈ 月 ＩＭ Ｂｮｾ 日 ＵＲ Ｑ Ｑ ＧＭ 6 月 3 fI (お午

。inOll ，¥， - 午 後 4 11寺

3 ， 合 格者 の 発 表

fI({利 152千ド 12 i1 20 fI Ｈ 大 Ｉ ｾ｡

♀ お 、 受 検 rl1込 ) J iよその他についでは、述，f支i ' i 主主

＿ｫ ｈ ｆ￭ｾｴ［ｬＮＺ事へお ｬ 甘 ｊ ，、合わせ ｆ さし、 。
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内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社

支 庖

倉 庫

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら 責 任 施

工 ま で の 一 貫 し た 作 業 シ ス テ ム に よ り 、 漏 水

原 因 を 克 服 し た 理 想 的 な 総 合 防 水 層 を 完 成 さ

せ ま し た。

・ 奥 山 式 総 合 防 水 層 の 特 長

継 目 が な い と/ 温 度 変化 に よ る 伸 び が な い/ 腐

らない / 柔 軟 性 に 富 ん で い る / 耐 候性 に 優 れ

ている / 製 品 及 ぴ 施 工 技 術 が 優 れ て い る / 完

全絶縁工法で施工出来る

奥山化工業株式舎紅

神戸市生田区北長狭通 4 ー 1 ( 英和ビル)

屯 話 料l 戸 ( 331) 0 8 8 1 - 3  

大阪市北区絹笠町50{ 立 ピ ル 5 階 502号室)

屯 話 大 阪 ( 364) 2031- 4  

神戸市五合区八 11時通 1 - 5  ( 屯話221 2923)  

カッパー防水帯

コーノ〈ータイト

オクロン防水帯

新工法プレノテク卜吹付工法

- ぉ申込次第カタログ進呈

奥山式・熱工法・冷工法総合防水層 本 社 東 京 都 中 央 区銀座 8- 4- 11 電話03( 571) 2703

厚 木 出 張 所 厚 木 市 金 田 字 宮 畑 2 5  9 電話0462(21)  6092 

大阪出張所 大阪市都島区都島中通り 2-3- 1 電話06(921) 2497 

名古屋出張所 名古屋市南区若草町 3- 3 電話052(811 )  3660  

九州出張 所 佐 賀 県 諸 富 町 電話0952(47) 2945

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電 動 式 並 固 定 型 各 種 -

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

¥換気扇の能力を倍増する/

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

3 8  

一 、-.""J ・4 ・r ・・4・・・・・ . .ー ー ー

- 一、 司ｾ ミ ー一 ー一一 ＭＭ ‘
一 一 一

一 一 一 一
ー 一 一ーー- ーーヨ.... 

( カタログ進呈)

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 (981) 06 1  5- 06 1  8  



電 気 設 備 ⑤

P 田 昌 吉 A=: : ム品_ _ . b， 

i場 亀 支 " 1 . 木エ;

代1I <. 取締役 山 本 博 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 助 3 - 3  <il l 日 ピ ル

T E L  大阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

山 種 水 町 3 - 3  4  6  

T E L  大阪06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

di 布 点 区 西 以 飽 施 野 町 2 1  

T  E  L  ，;( 有11 075  (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( イ吃 )

制 附 山 中 央 区 務 院 1 -- 1 4 - 8

ｔ ｅ ｌ 品 、 ｴ 田ｾ 092 ( 7  7  1 )  6  1  6  8  

電 気 設 備 の 頁

社
A

Q

E

 

設 計 施 工

朝

電 気 ・言十装 工 事 設計 施 工

栗 原 工 業 砧 式 会 紅

ーを

日l

，;¥ 1問11

時t

本

本ヰ土営 喋 所

京 都営 機所

英

大 阪 市北 区 高 垣回丁 目 東 阪 急 ピ J レ T E L06- 3 13- I I OI

支 l吉 東 京 ・名 古 屋 ・舞 鶴 ・京 都 ・ 天 理

大 阪 商 ・神 戸 ・ 広 島 ・四 国 ・九 州

原菜取 締 役 社 長

会 社

福 岡 出 張 所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男常 務 取 締役 支社 長

大阪市東区間関橋五丁目二八番地 電話 大阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 都 千 代 悶 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 帆 仙 台 ・::I L / 内 ・名 古 屋 ・福 岡

営 業所 ・ 出 強 所 全 国 主要 都市 20ヶ 所

電 気 工 事 設 計 施 工

圏i
，、

代 表 取 締 役 林 敏 夫

大 阪 市 北 区 制1 笠 町 5 0  ( 堂ビル 7 階)

ｾＱＡＺ＠ ｾ，ｲ ｩ＠ ( 361 )  3  6  7  1  (代 )

点 京町11 '1 ' 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁 目 2 番 地

'; 1!: 話 ( 671 ) 1  4  7  8  (代 )
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取 締f支社長 中 本 正 明

社 大 阪 di 械 J U[耳I i X 'fi 三 r 11  1i 需 | 七 月

'，11 ，1，¥' A  1¥'，( (931) 代 表 7 3 4 1 - 5

大阪di城点l天Jj xfi 三J i l 卜七吊; 一月 司IUi 大阪 (932)2869

奈良県御所di 御i i ' li 且360 o'l.t. lt 御所 (2) 0122  

枚方 dilLJ 之| 附町 l の l 屯，1[;枚方 (43)8659・(44) 9232

lil' p di 1. t 合阪行止・通六 rl l 六待J j _ 号 沿，11i 神ド (241) 5969
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信
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刈本 電
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奈良営業所

枚方営業所

神戸営業所

中
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社

大 阪 市 北 区 紺 笠 町 5 0  ( 堂ビル 3 階)

112 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都 港 区 新僑 2 ー 1 6  ( ニ ュ ー 新統 ビル 7 階)

m .t5 (504 )  0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 城 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

屯 話 (991) 5 1  3 1  (代 )
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各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 di II I.j 泌 川 区 有I III 町 I T I I I I 0 i 守地

'，lL i1li k  i坂 ( 472 ) 代 ' & 1 1 0 1 - 7

Mt' ;'  r.l 1品 川 区 内 J I .I豆LB 6 丁 口 25併 11サ( t; ，¥} :，¥ピ Jレ)

";[L ，; ，r;  Mt  J;'  ( 491) 1746  ( 492) 0182 ・0350

北 九 州 di 小 介 区 鋳 物r . lli 11f T  2  3 併 地

'，U: ｊｉｾＧ 小 介 Ｈ ＵＶＩ 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

，W) ・ 下 J総 和 歌 山 f . ，'i L-¥! 

電 気 工 事 設 計 施 工
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自日四林

エ

取 締 役 判 長

藤エ太 陽

文

包 業 所

大| 以 rl i 稲 山 1'( 柄 。I;;j 7  - 22 - 8  

T E L ( 06)  452- 1  1  5  1 (代)

大 |以 rl i 此 花 1'( 仏 出 1 ー 1 ー 27

T E L ( 06 )  462ー 1 3  0  1  (代)

社

'; [ 1J 工.r;. 木市11

本

，r芋LI¥'; UJiJr 

電 気 工 事 設 計 施 工

副長富士電業株式会社

電気設備設計施工

高千瀧亀締結式会討
⑮ 

中 実

に阪市西 区北 堀 江 上 過 1 丁 目 6 5  

電 話 大 阪 ( 5 3 8 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

回取締役ネ1:1云

杜本

右

大 阪 市 都 島 区 中 野 町 4 丁 目 8 - 1  0  

電 話 大 阪 ( 06 ) 358 ー 1 1  7  1 大 代 表

東 京 ・ 神 戸 ・九 州

雄久崎取 締 役 社 長

ヰ土本

営 業 所

営業所

中 央 電 気 工 業 株 式 会

取締役会μ 今 村 勝

取締役社以 ‘ 1< 木 寛

大 阪 市 北 区 締 ヶ 伎 町 5 6 番 地

'，[  .1ii 大 阪 大 代 表 ( 312) 8 8 8 1  

J l ミボ名宵) ; ! . ・IJq 日 市 ・神 戸

松 山

電気・計装・空調工事設計施工

電 気 工 事 ・ 骨十装 工 事 ・設 計施 工

￞＿ 卜薗気工ｾ］Ｎ［孟 ｙ リ［Ｎ［ｾ臓至理台耐A  ネ土

、!Iュ

1旦

大 阪 市 北 区 内 綱 川町 15 T E L 0 6 - 3 6 4 - 3 0 5 6(代 )

*i;¥ Ｎ 事 ＱＱ 戸 ・ 広 ｽ Ｚ，ｾ . 岡山

名 古 屋 岡 山 ・札 幌 ・苦 小 牧 ・浜 松 ・滋 賀

京 都 市 砂 三原 ・徳 山 ・松 山 ・新 肘 浜 ・福 岡 ' ;' 1'縄

方丈本山取 締 役 社 長

本 社

支 ｬｾｩ

'J品業所

u  本

39 

支 J市

営 業 所



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

φ 2 5期目玉業社

本 社 東 京 都 港 区 芝 松 町 1 -25- 7 '，11話 ( 434) 6171(大代)

大阪支社 大阪市淀川区1mぬ 1 -58-59  ' ;正話 ( 302) 227 1( 代)

支 出 北 海 道 ・ 仙 台 ， 1' ，古 屋 ・ 広); ，'1 . 悩 阿

ＧＺｾｾ・ Ｓ 住所釧路 ・ 函館盛岡 ・ 横浜 ・ 静岡京都神戸

給 相l 水 Ｇ ｬｾ Ｚ￭ ｾ ｉ ミ
II Z : 冷 房 ・換 公 設 計 地工

芸 誌 大 阪 城 口 研 究 所

取締役干| 以 城 口 庸 平

大 阪 rlJ ｾヒ ｬ 亙， ＺＧＺｪ J:1I H汀 ＢｾＧ［ｉｲ￭ 大ｼ坂 ＳＷＲｊ ，弓 ＷＱＵ Ｑ Ｈ 代 Ｉ

芳、有11市東山区大和大路正而 1'.1レ 'I!.i: ｾｾｬ￮ 京 ｮｲｬＵＶＱ 局 ＴＹＴＴＨ 代 Ｉ

神戸市生悶区下山手. i l 1 i 六/ - '，l!: 話 料l戸 341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 I吉 大|似 rli 凶 lむ わ f拘i 1  J i  110併17 け 〒 550 o' [I，1，f;(441 )8231  

本 社 ＡＮｪＮＨｊ ［ＨｭｬＧｉＧｾ と灰銀ドＡド Ｒ r  112 酢 17 け 〒 104 目立。)，'; (535) 5251

支 社 大 阪 ! R J; t" . 名J 了h!

支 庖 札似 ・仙台 ・合;1(. ，/よ，l;"h 伺IMI

営業所 t/iitJ .  A' f'g ， Ｑ 日 ＱＱｉＱ ・ ， Ｚ Ｇ Ｚｪｦｾ 熊本

出張所 秋川 Ｇｉ ， ｾｉ 出 Ｑ Ｎ T-i l ! i ・問 iJ¥'  ，rpl it. j  .  1.'; 1I1 ・稲n .  ，ｾｾ川

ょ;((OjI 和I'! i  鹿 児 向 mlllll 

空 気 調 和 設 備

各種送風機 ・風 力 輸 送装 置

給排水衛生設備設計施工 設計製作

空調機器類 ・公害防止装置

各種プラント設備

⑪細書社，，Ｚ，ｾシ

本 社 大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 丁目 3 T E L  ( 672) 1281(大代)

営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・京 都 ・広 島 ・福岡 工 場 和 泉 ・ 名 古 屋

テレックス . 本 社 No. 562ー 7688 和 泉 工 場 No 538- 5898 

- 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和設備

. その他管工事一切の設計・施工

( 11 1t . 制長久不ーJc務所)

⑮ 斎 久 玉 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 支 応 大 阪 市 北 区 常 安 町 II 電 話 06 - 443  - 5041附

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2(日本ビルデインク)

40  

電 話 0 3 - 2 7 0 ー 7 4  1  1附

営 業 所 札 帆 ・I1I1 台 回千葉 ・名 古 屋 金 沢 ・iOj 松 ・岡 山 福 岡

出 張 所 稲 井 ・ 倉 敷 ・ 広 ぬ ・ 苫 小 牧

空 気 調 辛 口 貫 生 1liil

給排水 ・術生水道

屯 気 設 1liil

Ｑ 百ｾ

三 機 工 業

ム

環 境 術 生 施 設

荷 役 巡 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支 ｊ［Ｉｾ 以 藤 凹 初 蔵

大 阪 市 * 区 北 浜 2T I 1221降I也 氾 制 大 | 仮 ( 202) 代 表3071

本 山 点 以 ・日 比 谷 川 ビ ル

支 Ｇｉ ｉ ｾ＠ : 1片山民、 M 問 . 本し帆 . J.i. : J: 品、 1，1， 台、 」ヒ1110'

ell リ1:< f'.斤 憤 浜 、 問 松 、 的I問、' . : 1 111 、 問 LLJ ， 金 沢

空 気 調 和 設 備叩

衛 生 設 備b 計施工

φ 三建設備工業株ま富赤土

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 屯 話 ( 352) 11 3  1  (代)

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 紙 蝋 波 町 2 - 22 ｾｻｩ話 Ｈ ＶＶＷ Ｉ 3431  ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 帆 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 新 潟 ・俄 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。掠式会社 空 調
--

-‘ 

発

東京本目耳 東京都府「宿区西新宿 新術住友ピル氾，; ，f ; 03- 344 ー 19]]

大 阪 本 応 大 阪 市 北 区 高 IJJ 町 16 t存地' ，[ L，; ，fj 06- 363- 1371  

支 応 名 古 屋 市 中 村 区 下 笹 };)j 田T ll - 2  '，{L話052- 581- 8571

広) ; ，' ; 市紙屋町r 1 丁目 2 徐 22 サ，! L. ; ，fi 0822- 47 - 4535 

福岡市 中央区大名 2 丁目 4 {昨22'，)- Ｇ， ｉＱ ｾ ，ｲ［ｯ ＹＲ Ｍ ＷＶ Ｑ Ｍ ＳＷＹＵ＠

ｈｾ＠ 1，長所償浜 . fj ，¥jf ・京都 ・神戸 松 江 ，i NIU 

管 工 事 業

倫協和建設工業株式会社大阪支庖

取締役支 J，ji 長 I)Li 坂 幸 列

大阪 ｲｬｩｾｴｬ メ ａ 堂， Ｑ［ ， ｜｟ｬｴｬ ｬｬ ｦｬＳ 係 ｊ 也Ｈ般紙千代川ピルＩ

郵便砕け530 "'U，i，fj 大|坂 (06) 346- 072l((¥;! 

遺書新日本空調株式会社

大 阪 支 前 大 阪 市 北 区 立 !;:， i氏il!i 1  - 2  5  ( 新大ピル )

五，;，fj (06)  344 - 6  0  3  1  ( 代 )

本社 点京支出 点京高11' ド央区日本惰4qj 町4 2( 三 JI 第 て日IJ 航)

1正話 (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代)

名古記 ・ 九州 ・ 広Ｉ［， Ｇ ［札映 ・ 点 ｩｦ ，ｾ村 ・ 北ｼ格 ・ 大分

空 気 調 和 衛 生 設 備 / 設 計 施工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 5  - 9  T  E  L  0 6- 44 ト 5 171

支 j 吉 東 京 ・ 大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・横 浜 ・ 静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑧ 信 研 ; 告m繍 罫 畳 程

本 社 大 阪 rli 南区. 1ChlIUT 3  JII:丁68得J也( 才一トセノ 7 ービル2階)

郵便孫号542 ＧｩｬＮＡＺｾ， ｲｩ 大阪 Ｈ ＰＶ Ｉ 768ー 5 0  3  1 徐

東京包 j 住所 点京郎千代日 l区九段 Itq2 f1 12帯 5サ ( J L) 'j (ビ Jレ8附)

Ａｦ ｾ￭ｦ 必係り Ｑ ＰＲ 屯 ｊ 目見 ｛ｊ［｜Ｈ ＰＳ Ｉ 262- 3  2  4  1  - 4 需
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商昂| 守7す:二と

土W 大気茄祉

ｾｾ ［凱 州日
本 社 東京 支 届 東 京 却 問 宿区 西 明宿2 - 6-1 宮D3-344-1851( 大代) 大 阪 支 庖 宮 D6-2D3-37引[ 大

代) 名 古 屋 支 庖 古 052-21 1- 1 535(代) 九 州 支 居 no32-431-2147 宮 英 嗣 IL慌 仙 台 ・禍 ，兵広

島神戸 出 張 所 新 ， 品 ・ 金沢 ・ 大宮帥岡 ・ 豊田 ・ 軍部岡山 ー 崎山 Ｎ Ｂ ｾ Ｊ ・ 鹿兎島序 縄 ハ〆コク

温・湿度調整装置、暖房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 佐 ニ 地 工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 高 社1II! T  3  0  "!i.:l;f， ( 364 )  6  6  6  1  ( 代)

本 社 点 京 都 千 代 田 区 九 ノ 内 3- 3- 1 ( 新東京ピノレ)

f包 括 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙台 支 ｊｾｩ fLll 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

;江 主活 ( 21 )  4  4  9  1  

名 古 民 支 庖 名 古 屋 市 東 区 点 IIIJ ，jiJ 町 3 - 6  

電 話 ( 971 ) 3  6  2  1  

一般空調設備・恒 ｾｧ 恒湿設備・冷凍冷蔵設備

冷 却 乾 燥 設 備 ・ 環 境 改 善 設 備 そ の 他 上 記 に 附

， ー 、 ー 帯 す る 衛 生 、 電 気 等 一 切 の 工 事 の 設 計 ・ 施工

I I5A タイ牢' ;17 ラシト締罰8 U

司ヌF 取締役十 I:L.t 北 川 一 郎

本 社 大 阪 市 大 淀rx: 'i 'i _I' 本 泊 1 了 円 2 得 J也 ホ ー コ タ ピ ル

干 531 'I lf:，iti 大 阪 ( 06) 372- 5171(代 点 )

支 1苫 Jlミ 京 町11 中 央 j X一 日 本 備 本 ! 日r 3 の 1 J 引 1・1 ピ ル

干 103 屯 ;1. 'i 束，; ( ( 03 )242- 5521  ( 11: .&)  

営機所 ｴ￺ｾ 問 ・ 4円台 bi 1.ぶ }，} j  札 帆 (111 f i  

空気調和・衛生設備 大阪ガス指定工事会社

設計・施工

ガス設備・ガス住宅設備 大阪ガス設備機器特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

( 旧三晃空調瓦斯工事部)

本 社 大 阪 市 北 区 木 鳩 町 3 4 - 2  " 丘話 06 - 313 ー 1846

Z  Ji 長11 51 大阪市北区木幡町 3 4 ー 2 '011話 06 - 313 - 1846

Z  Z ム11 鰐 枚 方 市 中 毒E回東町 9 番 3 号 む 話0720 - 49 - 2128 

設 備i 音11 大阪市北区木幡町T 3 4 - 2 ¥正話 06 - 313 ー 1846

禁剛容来月f 枚方市甲斐旧東田T 9 番 3 号 ｾｉｌ 話 ＰＷＲＰ - 49  - 2128 

H丘 i令υJ - 'J 託会¥ｩ Ｉ ｉｬ ＧＮＮＱｾｊＡ Ｎ ｽ 立訓料公 ｩｩｲｦ

宅I¥.. ; 1  

11.){. p  I  

回高 6歩

』血 二じ

套11
品主4

-← 

阪 支 庖 大 阪 市 北 区 芝 田 町 55 番 地 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階 )

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代 表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

く哩堕型里コ 空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

東 洋 煎 工 諸 制 億 五 主 会 祉 大 阪 安 倍

大阪o I i jJ Lj I;{ 初 本 IH[ 3 ー 1 - 2 7 T E し( 433) 8  0  7  1  

本 社 東京都 中 央区京僑 2 丁目 9 T  E し( 562 ) 1  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 悩 岡

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷 房 設 備

掲額西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 話 大 阪 ( 458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 仏 ・ 天 理 ・ 福 岡

計 並 施 工

⑨日本管工業株式会社

本ヰ土及京都支庖 ｙｲＧＮ都市南区西九条ｾＱｬｉ町 Ｒ 0 番 地 の 1

'，jL話 ( 681 ) 5  1  0  1  - Ｕ ・ 佼 ｉｉｮｾｬ ￯Ｍ用 Ｈ ＶＹ Ｑ Ｉ 1045  

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 天 満 怖 筋 1 - 37(天 満僑北詰 )

Ｊ ｾｩ 司 Ｈ ＳＵＲ Ｉ 3  5  0  1  - 3  

四 日 市 支 庖 附 日 市 市 浜 町 内 米 広 田T ｾｗ ｴ ｬ￯ ⑬ ＷＴＳＱ Ｍ 3  

滋 賀 営 業 所 大 山 市 打 出 浜 13 ー 15 ｾＡ￬Ｎ ｊｩ 司 Ｐ ＷＷＵ ⑫ Ｙ 7  3  8  

津 営 蝶 所 津 市 栄 町 2 ー 1 1  1  ¥!i.Jii 0592 ⑧ 3 6  1  0  

<+135".  ｾ舎町産局毎 Ｑ Ｓ］

ー・ｾＢｴ・ＮＮＮＮＮＮ
J J I I J  

③H是正持層lE

@平曲互業株式会社

衛 生 ・空 気 調 和 設1iln ・設 計 ・施 工

大阪市西医 江戸嘱 1 -22- 7  T  E  L ( 441 )問19 94 ・( 443)附 0331

空気調和 ・恒 iEL↑fi. iill¥' 冷凍 ・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@不ニ熱学工業級友舎紅

本 庖 大 阪 市 南 区 illii 度目r 2  - 5  0  "江"，f; 261 - 2436附

東京支底 東京高11大間 IRi1G馬込 1 - 2  - 1  '，12，活 773- 123Hf t)

営 業 所 銀 11' ・ 浜 松 ・ J;( 自11 神 μ n' ，¥ 1吋

空気調和設備 ・給排水衛生設備 ・上下水道施設

環境衛生施設 ・公害防止施設/ 設計・施工

⑫ 山 田 工 業 幅 宗_ n

本社且官工事事業部大阪市西区京町堀 1 - 6  - 8  ilt 話凶(443)816I ( 大代表)

環境装置事業部大阪市淀川区三 ;It 屋市 1 - 1  - 35 ・E話 06(308)1491(ft 去)

車 京 支 I t i 東 京都 i Ui 医fs，' 1- 8 - 4 Ｈ由 ＱＱＱ ピルＩ 電， ｬｾ 03 (683 )8421 (代1<1

名 古 屋 支 脂 名 占 屋 市 中 区 栄 2 - 16  - 13(京極ビルl l I L話 回2(202)0077(ftJ l )  

出 張 所 神 戸 悩 岡 松 山

4 1  



社 寺 数 奇 屋 用 瓦 ー ー大 仏 瓦

床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦 大 仏 敷 ・ 貼 瓦

内 外 装 用 様 変 美 術 タ イ ル 大 仏 タ イ ル

古 代 土 器 調 高 温 〆 タイ J レ ー 大 仏 古 代 タ イ ル

@  

建 材 ・ そ の 他 の 頁

場

雨 水 潜 入 憲IJ 落 防 止

耐製品

工

ナニワ媛匂 12il
3 寸緩旬最適軽量7J ，止付( 空葺 )瓦

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

匝

市

拙

直

区

元

町

丁

目

七

四

一
電

酎

削

A

O
六

ム

T E L  ( 345)  9055( 代 表)

T E L  ( 252)  3  9  0  6  

T E L  ( 202)  5  2  6  0  

大 阪 市 北 区 立 以 北 町 1 6  

大 阪 市東 区 本 町 4 - 27御 堂 ビ ル

大 阪 市 東 区 憤 嘱 2 - 3  6  

本 社

御 堂 営 業 所

償 堀営 業 所

Board&Sl ate 

@ 園

議宵

Standard 

怠

奉 仕 感 謝 のl吉

タ イ ル 工 事 施 工

⑪: :  JI) 驚 窯 察 商

大阪市西区西本町 1 丁目 1 3 番 3 3 号

( 靭本町 1 丁目バス停前)

大阪 06 (532)  0461 

黒 板フ タ パ
電話

貨 同下

、

信

号

種

陶器、ガラス製品卸問屋

セトモノのデパー卜

各ポツ酸
f 而す建設省既定の防火材料

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  3号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話 (06)702一7814- 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 猿 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

ノ

ｾ＠

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

11川111川|川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川!川l川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川l川|川|川|川l川11川11川11川11川l川11川11川11川111川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川l川l  

プレハタイル非 2000

〈セメント系凸状 ・カット状仕上げ〉

エマルエボ #3000

(エポキシエマルション系凸状 回カy ト状仕上げ)

. 複層模様吹付材

( 吹付タイル)

• 大 阪 支J吉

⑬ 明 研 化 学 工 業 株 式 会 批

大阪市東区高閲続 2 丁目 9 野村ビル 5! i 皆屯話大阪 (202)4905
本 社 "IJ 石市雄i [ll '谷町888需地 (078) 928- 34561( 1: 

営輩所 式阪 JI:川l . ＡｾＡｊ ［ｦ 名古 Ｑ ［Ｑ・広ね ＱＮＮ｝ 怯問問 ｦｬｨｦ￬

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  

F UT A B A Y A  

建築物商制自等造作工 事、家 具建具 ・室 内 装 備 工事

内 外 装 飾 織 物 ・ 窓 掛 敷 物壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

DE C OR A T OR S ，L T D  

二葉屋装備工業株式会社

取 締役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 06 ) 3 4 9 - 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可( 般- ＵＱ Ｉ ｾ［ ＱＲＰＶＴ 号

図翻
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E 3 進式 liJJ 簡 易 問 住 切 デ イ オ |

オフィスでは人員の増減やシステムの改善等で，オフィスレイ戸ウトも流動的です。取{ 寸，取はず

しガ簡単なディオは時代の要求にマッチした新しい簡易間仕切です。軽くて，剛柱のあるディオ

パネル( イソパンド36) の表面は0.5' .%の塩ピ鋼板で構成され，美しい室内感覚を出しています。

C P AT. 61牛〉

奥村重兵衛株式会社口語器話器 ii; 電 話( 06)

年中見ていただける 皆様の見本室

タイル

常設展示場

AM 10.00- P.M. 5 .00 

日曜 ・祝日は休 館

|実|

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

好評発売中. グ

... 

h  

8 5 判・ 188頁 ・ ￥2 ，500( ;送料￥ 250 )

8 5 判・ 212頁 ・ ￥ 3 ，OOO( 送料￥ 250 )

8 5 判・ 225頁 ・ ￥3 ，200( 送料￥ 250 )

i丘 相j

土 木 設 計

文 11 3頁 ・￥1，600( 送料￥ 200 )

実 用 コ ン ク リ ー ト

森 茂 二 郎編 上 巻B 5 判 ・360頁 ・￥3 ，20

下 巻B 5 判 ・414頁 ・￥3，60

の

詰

ぜ

・

・

む

-

車

市

司

崎

一

;

臨制

一

・
圃

1

暗

所

∞

一

h

f

m町

一

叩

築

当

一

.
当

築

詐

一
糊

:

ー

建

購

一

建

制

一

同

月

同

月

. コ ンク リー卜 住 宅 木 造 床 組 の 改 良 一 ・渡 辺 覚ー ほか

・ 大 スパ ン床 ば り の 振 動 性 状 ・・・ ・・・・ ・・・・ーー ... )11村 政 美 ほ か

. パ ラレル フラン ジ チ ャン ネル ・・ .. . . .… 千 葉 範 夫

・ 侵食性温泉地に おける建物の被害 と対策例- 高橋久雄ほ力、

・日 本 の 住 宅 技 術 と 住 宅 産 業 ・・・一 .. . .・・・・・・ ・ - 広瀬鎌二

・ 設 備ユニ ッ 卜の 問 題 点 と 今 後 の 動 向 .. 須貝 高

. ハウス 55… … … … … ・・・ … … ー… … ・… … … 一松谷蒼一 郎

〔特集号案内〕

. 軟弱地盤と建築/ 49年 同 ・ 特価 ￥1，000

. 中小規模の鉄骨建築・配筋の要点 / 5 1年 l 月・特価￥ 780

. 麺体生産技術の向上をめざして /51 年4月・特価 ￥780

. 建築と接合/ 51 年 7 月・ 特 価 ￥ 1，300

. 住宅部品システムの普及/β州5引!呼年恥 11崎月.特特価釦1，4仰0ω 0  

尾ヨ正正〒弔| 閣6印0 東京都糊帥一新締叩宿駆区四…1北ヒ新附宿酌引引|ト刊-寸 一8

宮 03 <363>421川If附f的句 振替口 座 東京0- 7241げ7番

L己宇ヨ雲諾壁建築 技 術
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発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有 防煙火・防災・防盗

-・・・

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ ' ) ) レ ⑮ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ フ ・ ⑮ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 臨

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋 根 材 ・ 壁 材 ・ 谷 樋 棟 包 水 切 り に

大 島 応 用 化 学

ス タ ン ダ ー ド メ タ j レの

東 大 阪 市 新 庄 ( 745) 5121- 5  

年中見ていただ、ける 皆様の見本室

|実|

44 

タイル

常設展示場

A M.  l O. oo- P. M.  5. 00 

日曜 ・祝 日は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館 2 F

T E L  (06)364- 2059 

O  南 森 町

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 点 区 1，I，j符U1Tl - 12 日生ビル f i  (943)6571代 表

点以 - 償 浜 . 't. lH'li J  .  m; LLJ .水 戸 ・浜 給 |尚JIII 布. 1'， ，'ii i ミ・;';Yl ll ' 大 i lt・京高11 ・堺 -神 戸 . )よ j;b-悩同他全同主安打11市

ｾ＠



Tl IJ I !J 9J 乱暴ゆJl
特 許 ・ 耐 酸 被 覆 鋼 板

耐久建築屋根・外壁材料

工任 施責由自彩色物尺長

種

E ヨ

ロロ

錆びない. ノ

わ れ な い /

燃えない. ノ

V i皮 ボ ッ クス 波 W ジ ャ ン ボ波 V デッ キ

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・ 竪 樋・軒樋

ホ ー ン タ イ ト ( 防 音 壁)

換気装置 〔モニター ・ベンチレーター ・ムーパー ・工キゾスター (強制 ) )  

Tl I J I レヲ Jl 歩ゆJI - 製、桂跡式ゐ祖
..L _ ' ' Y  J. ＷＭ Ｇ＿ｊ 島参事ｊ｡府民ｾ佐 ｅ

兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松 本 ピ ル 沼 稲 大阪 ( 412) 5131代 点

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4 包 括 大阪 ( 488 ) 1081代 点

埼 玉 県 成 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 厳 (42 )  3115代 表

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 聞 4 4  Ｇ ｭ ｾ 舌 大阪 Ｈ ＴＸＸ Ｉ 1081代 ぷ

板 間 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末 f包括 北 九 州 (691) 2831 代

名 古 屋市 中 村 区 泥江 町 1 の24第 2 中 経 ピ ル 屯 話 名 古 屋 ( 581 ) 2781 代

警警

本 社

営 業 本 部

東 京 本 社 及 工 場

大 阪 支 J吉 及 工 場

九 州 支 l苫 及 工 場

名 古 屋 支J苫

S 大 波S づ、j皮波 板 規 格

途用

ヤ

ボe マ

ヨるト

3絞

fs，ZPヨ・スト-zb

オリエンタルメタル ( O. P . M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルスチールライト ( S . T . L )

オリエンタルカラースーパーメタル ( C . S . P . M)

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

- カタログお i丞 り し ま す

(旭化成ミュールコート・セット品 )

- 全 固 有 名 建 材 底 へ 御 問 合 せ 下 さ い

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株) 九 9' 1 ' 1 新興建材工業一

発

売

元

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大阪市凶区荷物l i .工IIIl 6 丁目 39併 地 T EL 大 阪 ( 538 ) 2951- 5・( 541 )5757- 9  

営 業 所 東 ぷ ・，' :: ，t I ) ! 明石 kl:;路， jlq IJi I ・"1"匡l



社

団

法

人

日

本

建

築

協

会

〒

州

大

阪

市

東

区

北

浜

3

1

3

電

話

大

阪

0

6

(

2

3

1

)

9

6

4

8

・

9

6

4

9

・

9

6

4

0

振

替

口

座

大

阪

三

九

九

七

五

番

定

価

六

百

円

完全なアスフアル ト防水/ 歴史と品質を誇る

日 新 工 業

表

紙

絵

・

小

泉

豊

渡

欧

ス

ケ

y

チ

)

パイ口ン，/ ，ー守

イプのル ノ ク グ。? 工の制仕切った崎工業の務しいタ

;とこfjJ;;JJ;fで;と;;?;777;;

止と;;;2727zi;;??f?とこど

; ; ごとたたfJJ 目立?とが

防水施工の省力化に日新工業の

> パ イロ ンルーフィング使用の大阪駅前第 2 ビル

安 井建築段言十事務 所/ 施 工 鴻; 也 ・奥村・ 銭高 ・松村共同企業体

く写

設計

大阪支底〒 ＵＳＳ 大阪市東淀川区瑞光通 Ｔ Ｍ ＳＰ Ｍ ＲｴｲＰＶ Ｍ ＳＲＹＭＷＷＳＷｾＷＷＴＰ本社営業所干 120東京都足立区千住東2-21- 28tr03- 882-2424- お問合せは日新工業株式会社


